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シロ ッ プ 


昭和 31 年 12 月 (1956)] 


液 に ょ る Arthus 現象 に 就 て 


(4) 肺 の Arthus 現象 


山 本 


好 明 


大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 攻 教 授 ) 
(昭和 31 年 2 月 14 日 受 領 ) 


肺 は 感染 に し て 虫 が 発育 途上 必ず 通過 する 
管 で あつ て 貞 虫 アレ ルギー に 就 て 特殊 な 関係 を 有する も 
の と 考え られ る 。 肺 の 遇 虫 と よる 実験 的 アレ ルギー 現 祭 
に 就 て 宮川 (1952) は ア レル ゲン に よる 作 後 
虫 感染 を 起 さ くせ た モル モッ ト の 肺 は 重量 が 増大 し , 大 き 
な 結節 性 の 漫 潤 が 見 られ 組織 学 的 に は 充血 , 出血 , 浮腫, 
好 酸 球 の 浸潤 が 特に 強く , 虫 体 の 侵入 と 関係 の な い 部 位 
に も か な り の 変化 が 見 られ ,。 これ は アレ ルギー 現象 の 結 
果 に 外 な ら と 云い , 小宮 山 1955) は 乳剤 の 
投与 に と により 作 し た 家 に 感染 を 起 さ せる と 体重 に 
対す る 肺 重 量 比 の 増大 , 幼虫 周囲 と 於 ける 肉薄 腫 様 細胞 
被 包 の 早期 出現 が み ら れ アレ ルギー 反応 が 相 像 で きる と 
述べ て いる 。 即 ち 遇 虫 物質 に より 感 作 し た 動物 に 於 ける 
仔 虫 包 蔵 負 虫 卵 の 経口 感染 と にょ る 肺 の 変化 は 無 感 作動 物 
より も 強く 現われ る と と が 認め られ て いる 。 又 一 過 性 肺 
当 潤 の 原因 の 一 と し て 環 虫 感染 が 臨床 的 に は Wild & 
Loertscher (1934), 渡部 (1985), Frank & Paul (19 
52), 桐野 , 大 枝 (1952) に より , 実験 的 に は Vogel & 
Minning (1942), L6fler, Essellier & Macedo (1948) 
に より 報告 され て いる 。 

私 は 貞 虫 性 物質 に より 惹起 され る 肺 の アレ ルギー 反応 
を , 体腔 液 に と に より 感 作 し た 家 気管 内 に 体腔 液 を 
注入 する こと に ょ より 肺 組織 に 直接 作用 させ て 観察 し , 同 
様 に 感 作 し た 家 に 仔 虫 包 蔵 を 経口 投与 し て 
に よる 肺 の 変化 を 併せ て 考察 し た 。 


実験 材料 及び 実験 方 法 
映 虫 体腔 液 は 前 回 に 詳 述 し た 通り に 採取 し Seitz 濾過 
器 に と ょ り 無 菌 と し て 水 室 内 に 貯え 1 ヵ月 以内 に 使用 し た 


Yoshiaki Yamamoto: On the Arthus phenomenon 
due to body fluid of Ascaris. (4) The Arthus 
phenomenon in the lung. 

(Department of Parasitology, Institute for Mi- 
crobial Diseases, Osaka University) 


仔 虫 包 蔵 虫 卵 : 豚 の 子宮 を 開い て 得 た 受精 
5 隻 分 以上 を 2 2 ホルマリン 水 を 入れ た シヤ ー レ に 移し 
器 中 に 1 ヵ月 80C に 保ち , 卵 内 に 運動 する 
を 認め た も の を 常 水 で 迷 回 洗 浴 し た 後 常 水中 に 一 定 の 貝 
保っ ょ うに し て 経口 投与 し た 。 

家 束 は 約 2.5kg の 白色 雄 を 用 いた 。 

家 兎 の 感 作 は 体腔 液 を 腹腔 内 又は 皮 内 に 数 回 注射 し て 
つ た 。 

体腔 液 気 管内 注入 法 : 穴 兎 を 固定 器 に 背 位 に 固定 し 頭 
部 を 上 に し て 殆 ん ど 垂 直 に 保ち 用 部 より 経 冒 的 に 気管 内 
に 注射 針 を 挿入 し 注射 器 を 用 いて 体腔 液 8 cc を 徐々 に 注 
入 し 約 15 分 間 同 様 の 体位 を 保つ と と に ょ り 肺 組織 に 流入 
せしめ た 。 

沈降 反応 は 室温 に 於 て 重層 法 に ょ り 2 時間 後 判定 し 
た 。 抗原 即ち 体腔 液 は 生理 食塩 水 を 以 て , 抗 血 清 は 1% 
アラ ビア ゴム , 0.52 石 炭酸 加 生 理 食塩 水 を 以 て 夫々 2 
倍 連続 を 行い , 1 : 2" の 指数 を 以 て 抗原 
価 。 抗体 価 を 示し た 。 

誠 検 は 気管 内 注入 の 場合 は 72 時 間 後 , 仔 虫 包 蔵 卵 経 ロ 
投与 の 場合 は 7 日 後に 心臓 宰 刺 に より 失血 死 を 起 さ せ て 
後 行 つた 。 

組織 標本 は 層 殺 後 ホ ル マ リ ン 液 固定 を な し パラ フィン 
包 埋 切片 を 作り へ マト キシ リン ・ エ オジ ン 重 染色 を 行 つ 

体温 : 気管 内 注入 例 で は その 直前 及び 10 分 後 , 廊 後 毎 
日 1 回 , 短 虫 感染 例 で は 毎日 1 回 , 直腸 温 を 測定 し た 。 

ブロ ム サ ル ファ レイ ン 試 験 は 誠 検 当 日 に へ パト サル スプ 
ァ レ イン 5 mg/kg を 静 注 し 80 分 後 の 血 清 に 就 て 比 色 を 行 
つっ 大 。 

皮膚 の Arthus 現象 は 予め 脱毛 剤 (エバ クレ ー ム ) を 
用 いて 脱毛 し た 皮膚 に 体腔 液 0.1cc の 皮 内 注射 を 行い 8 
時 間 後 の 出血 瑠 の 強度 を 所 ~ 士 を 以 て 示し 。 其 の 横 経 及 
び 縦 経 を 列 単位 で 計測 し た 。 
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実験 成績 


1 肺 の 肉眼 的 及び 組織 学 的 変化 (第 1 表 参 照 ) 

A. 体腔 液 気管 内 注入 に ょ る 変化 

No. 1 体腔 液 0.5cc を 腹腔 内 に 隔 日 に 5 回 注入 し て 
感 作 し 14 日 後に 体腔 液 8 cc を 気管 内 に 注入 し "2 時 間 後 に 
誠 し た 結果 , 右 肺 は 縦 隔 側 し て 中 葉 , 下 葉 に 
性 , 暗 赤 色 の 出血 が 広範 に 認め られ 左 肺 は 下 葉 の 大 部 分 
及び 上 葉 の 一 部 に 同様 の 赤黒 色 高度 の 出血 班 が あり 両 肺 
共に 充血 が 著しい 。 組織 学 的 に は 広範 な 出血 巣 が 見 られ 
その 中 に 所 々 壊死 に 陥 つ た 部 分 が ある 。 含 気 肺 胞 を 認め 
る 部 分 は 少く 浮腫 を 来 し , 肺 胞 壁 は 肥厚 し 細胞 浸潤 が 強 
く マ クロ ファ ゲン が 多数 見 られ , 肺 胞 壁 毛細 管 の 充血 が 
著しい 。 間 質 る 肥厚 し 小 円 形 細胞 , 多核 白血球 が 集合 し 
て いる 。 小 動 脈 の 内 腔 は 狭く 壁 は 肥厚 し 線維 素 様 変 性 が 
られ る 。 肝 , 有 , 堅 は 肉眼 的 に は 著 変 は 無い が 組織 学 
的 に は 肝 に 脂肪 変性 が 特に 小葉 の 周辺 部 に 強く 肝 は 一 般 
に 充血 し 堅 に 軽度 の 充血 が み ら れ る 。 

No. 2 腹腔 内 注射 に と に よる 感 作 後 気管 内 注入 を 行 つ た 
肺 の 変化 は 右 肺 は 下 葉 に 縦 隔 需 側 ょ り 背 面 に 豆 り 出血 部 
位 が 広く 存在 し 左 肺 に は 次 絞 状 に 出血 が みみ られ 両 肺 共に 
充血 が 著 明 で ある 。 組織 学 的 に は 肺 胞 壁 は 肥厚 し 細胞 増 
殖 が 認め られ 和 毛細管 の 充血 が ある 。 出血 梨 , 浮腫 が 所 々 
に みみ られ 間 質 の 細胞 増殖 も ある 。 肝 の 脂肪 変性 は 軽 徴 で 
あり は 充血 が られ る 。 


[寄生 学 雑誌 ・ 5 巻 ・ 4 号 


No. 8 腹腔 内 注射 に と に よる 感 作 後 気管 内 注入 を 行っ つた 
肺 の 所 見 は 大 豆 大 の 北 紋 状 出血 斑 が 散在 し て いて 特に 左 
下 葉 に 多く , 左 肺 門 附近 に は 笛 墓 性 の 出血 が み ら れ る 。 
組織 像 に は 肺 胞 壁 の 充血 が 認め られ 壁 の 細胞 増殖 は 軽度 
で あり 小 出 血 巣 が 所 々 に 見 られ る 。 間 買 に は 細胞 増殖 が 
認め られ その 中 に は 好 酸 球 が 可 成 り 多 数 に 見 られ る 。 肝 
に は 軽 徴 の 脂肪 変性 が み ら れ 有 に は 充血 な く 堅 に は 充血 
が み ら れ る 。 

No. 4 腹腔 内 注射 と よる 感 作 後 気管 内 注入 を 行 つ た 
所 見 は 右 肺 下 葉 に 暗 赤 貸 の 出血 夷 及 び 充 血 が み ら れ た 。 
組織 学 的 に は 小 血管 及び 肺 胞 壁 毛細 管 の 充血 が 著 明 で あ 
る が が 出血 は 軽微 で 浮腫 は 不 著 明 で ある 。 間 質 増 殖 は 軽度 
で 主として 小 円 形 細胞 が み ら れ る 。 

No. 5 皮 内 注射 と よる 感 作 後 気管 内 注入 を 行 つ た 肺 
の 変化 は 全般 に 充血 が み ら れ , 組織 学 的 に は 小 血管 及び 
肺 胞 壁 毛細 管 の 充血 著 明 で 肺 胞 壁 の 細胞 増殖 が 認め られ 


。 


No. 6 _ 無 感 作家 兎 に 体腔 液 の 気管 内 注入 を 行 つ た 対 
照 例 。 肺 は 全般 に 軽度 の 充血 が み ら れ 組織 学 的 に 充血 が 
中 等 度 で 間 質 細胞 の 増殖 は 軽 徴 で あぁ る 。 

No. 7 対照 例 (No.6 に 同じ ) 。 肺 に は 肉眼 的 変化 な 
く 組 織 像 で は 一 般 に 充血 は 軽度 で あり 間 質 の 細胞 集合 は 
軽 徴 で 好 酸 球 が 比較 的 多く みみ られ る 。 


第 表 肺 の Arthus 


組織 学 的 
家 体腔 液 に た にょ る 間 
番号 感 作 ( 発 的 出血 浮腫 定 変性 充血 
体腔 
3 0.7cc 2 回 腹 用 11 出血 せ + まま - 
5 0.1cc17 回 皮 内 
000 


($3 


; 
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9 


の 昭和 31 年 12 月 (1956)) 


っ た B 和 包 蔵 卵 経口 投与 と ょ る 変化 第 2 図 無 感 作家 の 体腔 液 気 内 注入 に ょ る 
に 左 No. 8 内 注射 に よる 感 作 後 仔 包 蔵 5000 肺 の 組織 像 (No. 6) 

< 個 を 経口 的 に 感染 させ た 肺 の 変化 は 肉 妥 的 に は 下 葉 に 小 
斑 状 出 血 多数 み ら れ , 組織 学 的 に は 範囲 の 広い 浮腫 
伴 つた 出血 巣 が で あぁ あり, その 周 の 肺 胞 壁 毛 細管 
肝 の 充血 明 で 細胞 増殖 が れる 。 

6 血 No. 9 皮 内 注射 に ょ る 感 作 後 仔 虫 包 蔵 卵 2000 個 を 嘆 
トド き そそ た た 肺 所 見 は 表面 は 両側 共に 小 斑紋 状 の 出血 巣 が 10 
っ た 数 個 認 め ら れ そ の 割 面 の 血液 含量 は 大 ご で ある 。 組 去 像 は 
充血 明 ご 肺 に 細胞 増 あり 出血 が 認め 
" あ られ る 

度 No.10 無 感 作 に 仔 虫 包 8000 個 を させ た 
例 。 両 共に 点 状 出血 が 甚だ 多数 見 られ 組織 像 に は 
肺 出血 所 々 に れ , 一 般 に 肺 胞 壁 毛 細管 は 充血 し 肺 第 3 図 体腔 液 感 の 仔 蔵 卵 
び 壁 の 細胞 増 軽度 で ある 。 投与 に ょ る 肺 の 組織 像 8) 


ら 以上 の 所 見 を 要約 すれ ば 体腔 液 を 用 いて 感 作 後 気管 内 
注入 に より 直接 体 陵 液 を 愛 組 織 に 作用 させ し め た 結果 肺 に 
対 充血 , 出血 , な 場合 に は 大 葉 性 出血 が 現 わ 。 
が 組織 学 的 に は 充血 , 出血 及び 浮 虹 が 認め られ , 肺 変化 の 
な 場合 に は 肝 に 脂肪 変性 , 有 び 充 が 認め ら 
な 1 た 。 こ れ は 無 感 作家 加 の 体腔 液 気管 内 注入 に + り 肺 に 
は 惹起 され た 軽微 な 充血 に 比較 し て 著しい 変化 で ある 。 体 
液 を 以 て 感 作 し た 家 包 蔵 を 経口 的 に 投与 し 
感 湊 さ せ た 結 果 肺 に は 充血 斑 が 多数 見 られ 無 感 作 の 場合 
の 点 状 出血 と は 異 つ た 所 見 を 量 す る 。 和 組織 学 的 に は 対照 

こ 比 べ て 充血 , 出血 及び 肺 壁 細胞 増 強い が 感 作 後 第 4 図 無 感 作家 の 仔 虫 包 卵 経口 
体 陵 液 を 直接 肺 に 作用 させ た 場合 に 比較 すれ ば 変化 は に よる 肺 の 組織 像 (No.10) 


第 1 図 体腔 液 感 作家 兎 の 同 液 気管 内 注入 に よ ょ る 
肺 の 組織 像 (No. 1 ) 


2 肺 重 量 

体重 に 対す る 肺 の 重量 比 は 第 2 表 の ょ うに 体腔 液 の 気 
管内 注入 を 行 つ た 家 夷 で は 感 作 , 無 感 作 の 間 に は 殆 ん ど 
首 異 が な い が , 感染 例 に 比較 すれ ば 大 で ある 。 感 作 後 感 


4 

を 
る 
1 


し め た 2 例 の 肺 重 量 比 は な 無 感 作 例 に と 比 し て 僅 に 大 き 
【 ハ 
第 2 表 姉 重 量 
重 量 
家 体重 肺 左 肺 計 体重 比 
番号 kg g g g glkg 
| 体 2.2 6.8 5.7 12.5 5.7 
| 感 作 2.0 10.0 5.0 15.0 7.5 
5 2.5 7.5 6.7 5.7 
11.0 9.0 20.0 7.4 
投 液 18 2.5 5.9 5.2 11.1 4.4 
感 作 lg 2.8 62 51 1.3 4.0 
卵 与 " 無 感 作 10 2.5 5.0 32.9 8.9 5.6 
8 の Arthus と の 比較 


検 前 日 は 日 に 皮 の Arthus 
Arthus 現象 と 比較 す 2 


= 検 し 肺 の 


ば 第 8 表 に 示す よう に 其 の 強 さ 


は 大 体 一 致し て いる 
第 3 表 肺 及 び Arthus 現 光 反応 
体腔 液 
3 10x 6 15 6 
4 5x 4 12 6 
5 内 15x12 9 5 
9 内 20x12 9 5 
10 一 0x 0 - 
4 沈降 反応 is (第 3 表 参 照 ) 
気管 内 注入 前 及び 仔 虫 包 上 蔵 卵 経口 投与 前 に 採血 し た 
清 に 就 : 試 みた 結果 抗原 価 は 
0 抗体 価 * ょ 5 一 6 で あつ て , 抗体 価 は 各 例 共 大 体 
一 で ある の Arthus 現 に は 前 述 の 通り 強 


5 血液 所 見 


白血球 数 は 第 4 表 に 示す ょ うに 感 作 後 気管 内 注入 
対照 2 例 は 増加 1 例 , 減少 1 例 で ご ある: 感 作 後 感染 し 


め た 例 2 日 乃至 第 4 日 に 増加 が あり 対照 例 
に ゃ 同様 に 軽度 の 増加 が られ た 。 
第 4 表 血 球 の 
体 腔 液 気管 内 注入 
感 作 無 感 作 
2 4 5 6 
第 1 日 63C00 7300 4900 8000 3800 116C0 6600 
第 2 日 12400 8600 8700 3200 6800 16600 5300 
第 3 日 9200 8700 8700 46C0 7700 6600 6500 
第 4 日 00 9300 6900 58600 8400 5500 7300 
仔 旬 蔵 経 投 与 
感 作 無 感 作 
家 
番号 8 9 10 
第 1 日 9200 10200 3900 
第 2 日 10300 16100 6200 
第 3 日 12700 18900 6700 
第 4 日 14700 11500 7600 
第 5 日 8900 11900 4300 
第 6 日 13400 12000 5500 
第 7 日 9300 15700 6100 
第 8 日 a 13400 3600 
血液 像 に 就 て は 第 5,。 6, 7 表 の ょ うに 赤血球 , 色 血 
素 の 変動 ! ょ 認め と っ れず す 好 酸 球 は 感 作 の 有無 に 拘ら ず 体 腔 
気管 内 注入 後に は 消失 し , 遇 虫 感染 の 場合 に は 第 6 日 
ー 過 性 の 軽 薇 の 増加 が られ た 。 
6 体温 の 変化 (第 8 表 参 照 ) 
気管 内 注入 10 分 後に 感 作例 で は 5 例 中 3 例 に 体温 低下 


チー! 


を 来 し た が 対照 に は 変化 が な い 。 上 感染 例 に は 体温 の 著 レ 
い 変 化 は な か つた 。 

機 能 検査 

誠 検 当日 ブッ ム サ ル ファ レイ ン 試 験 を 実施 し た と ころ 
30 分 後 の 血清 は 全 例 陰性 で あり 肝 機 能 障 害 は 見 られ な か 
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寄 生 貝 学 雑 ・ 5 ・ 4 
め ら れる ろ 。 
| 
« 
( 4 ) 


行 


作 の 


昭 


ろ 


昭和 31 年 12 月 (1956)]〕 


第 5 表 体 気 内 注入 に ょ る 血液 像 の 変化 


家 番号 No. 1 No. 2 No. 7 
第 1 日 第 2 日 第 3 日 第 4 日 筑 1 晶 第 2 日 第 3 日 第 4 日 第 1 日 第 2 日 第 3 日 第 4 日 
赤血球 10 589 531 559 542 | 549 536 490 552 | 593 526 570 548 
血色 素 66 96 102 97| 85 84 83 84| 112 103 103 97 
色素 係数 0.81 0.91 0.91 0.90|0.78 0.79 0.85 0.76|0.94 0,98 0.90 0.88 
白 血 球 6300 12400 9200 7100|7300 8600 8700 9300|6600 5300 6500 7300 
白血球 分 類 | 
好 酸 球 0.5 0.5 0.5 0| 0.5 0 0 i i 0.5 0 0 
好 塩 基 球 0 0 0 0 0 0 0 0| "0 0 0 0 
好 中 球 726.0 64.0 54.0 32.0|66.5 74.0 32.0 66.0|43.5 71.0 52.0 34.0 
単 1.0 4.0 1.0| 2.5 1.5 0.5 0.5 | 0.5 0.5 
シ 220 41.5 67:0|[30.5 24.5) 67.5 28.0 655 
感染 に ょ る 血液 像 の 変化 (体腔 液 感 作例 ) 
家 兎 No. 8 第 1 日 第 2 日 第 3 日 第 4 日 第 5 日 第 6 日 第 7 日 第 8 日 
赤血球 10* 533 515 506 488 529 483 491 492 
色素 100 96 88 82 88 82 90 88 
色素 係数 0.93 0.93 0.87 0.84 0.83 0.85 0.92 0.89 
白 押 球 9200 10300 12700 14700 8900 13400 9300 10800 
白血球 分 類 必 
好 酸 球 0 0.4 0 0 0 0.7 0 0.3 
好 塩 基 球 0 0 0 0 0 0 0 0 
好 中 球 4.8 24.2 18.6 19.2 18.0 13.0 26.0 25.7 
程 核 球 2.0 12.4 9.8 9.5 6.8 7.0 14.5 19.2 
分 節 球 2.8 11.8 8.8 9.7 6.0 16.5 
単 球 1.8 0.4 0.8 0.8 0.3 0.3 1.8 1.0 
#8 93.4 75.0 80.6 80.0 81.7 86.0 72.2 63.0 
第 7 表 感染 に ょ る 血液 像 の 変化 ( 無 感 作例 ) 
家 兎 No. 10 第 1 日 第 2 日 第 3 日 第 4 日 第 5 日 第 6 日 第 7 日 第 8 日 
赤 508 487 497 480 515 456 507 
100 96 96 98 _ 100 97 92 97 
色素 係数 0.98 0.98 0.95 0.91 1.04 0.94 1.07 0.96 
白 血球 3900 6200 6700 7600 4300 5500 6100 3600 
白血球 分 類 
好 酸 球 0 0 0 0 0 1.0 0 0 
好 塩基 球 0 0 0 0 0 0 0. 0 
好 中 珠 46.0 43.5 36.0 25.5 35.0 38.5 34.0 ‘32.0 
程 核 球 29.0 26.5 21.0 21.0 21.5 29.5 24.5 23.5 
分 節 球 17.0 17.0 15.0 4.5 13.5 9.0 19.5 8.5 
単 球 0 1.0 0 1.0 1.5 0.5 0.5 0.5 
リン 54.0 55.5 64.0 73.5 63.5 60.0 55.5 67.5 
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第 8 表 体温 の 
体腔 液 気 息 内 注入 

感 作 無 感 作 


番号 
注入 前 39.7 40.0 39.0 39.0 38.8 40.2 38.7 
10 分 後 39.7 40.0 38.0 38.1 37.1 40.6 39.1 
第 2 日 39.5 39.7 38.7 38.8 38.8 40.1 38.4 
39.7 989.1 38:9 39.8 .38.7 
第 4 日 40.3 39.7 389.139.9 39.0 40.2 38.7 


感 作 無 感 作 
家 兎 番号 8 9 10 
39.3_ 39.7 39.0 
第 2 日 39.5 39.0 38.9 
第 3 日 39.6 40.2 39.1 
4 日 39.2 39.7 39.0 
39.5 38.7 39.4 
第 6 日 39.4 39.7 39.5 
第 7 日 39.4 39.7 39.4 
第 8 日 39.2 38.5 39.3 


総括 及び 考 

体腔 液 を 以 て 感 作 し た 家 兎 の 気管 内 に 体腔 液 を 注入 し 
経 気 道 的 と 肺 組織 に 作用 させ た 結果 , 肺 に は 肉眼 的 に 広 
範囲 の 充血 及び 出血 が 現れ 組織 学 的 に は 全般 に 充血 強く 
浮 蜂 , 出血 , 肺 胸壁 及び 間 質 の 細胞 増殖 が 現れ , 更に 壊 
死 及 び 小 動脈 の 変化 が 認め られ る 場合 が あぁ あり, 無 感 作動 
物 は 軽 徴 な 充血 を 示す に 過ぎ な い 。 先 に 私 は 体腔 液 に よ 
y 皮 虜 の Arthus 現象 が 顕著 に 起 る こと を 報告 し た が 本 
実験 に と より 肺 に も Arthus 現象 が 強く 起 る こと を 認め 
た 。 感 作動 物 に 於 ける 肺 変化 の 著しい 例 に は 肝 に 脂肪 変 
性 , 有 及 び 腎 に 充血 が みみ られ る 。 と これ は 体腔 液 が 肺 か ら 
吸収 され これ ら の 組織 に 到達 レア レル ギー 反応 が 起 つ た 
も の と 考え られ る 。 

次 に 従来 より 行わ れ た 物質 に よる 作 後 の 
映 虫 感染 実験 と 同じ ょ うに , 体腔 液 で 感 作 し た 後 仔 虫 包 
蔵 を 忠 感染 せしめ た の 変化 は 肉眼 的 に は 
夷 が 多数 見 られ 組織 学 的 と は 全般 的 に 充血 が 強く 巣 状 の 
出血 が 広く 現われ て いる 。 無 感 作家 兎 の 感染 例 に は 点 状 
出血 が 多数 認め られ る が 組織 学 的 に 反応 は 弱い 。 即ち 感 
作 た 家 の 肺 は 感染 に し て 宮川 1952), 小宮 
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山 (1955) の 所 見 の よう に アレ ルギー 反応 を 示し レ し, 上述 
の 体腔 液 を 肺 組 織 に 直接 作用 せしめ た 場合 に み ら れ る 
Arthus 現 祭 と 同じ 性 状 の 反応 を 呈す る も の と 考え られ 
る 。 肝 , 腸 及 び 堅 に は 変化 が み ら れ な か つた が 宮川 

(1952) は これら の 器官 に 充血 , 出血 等 の 変化 を 見 て い 
る 。 と これ は 感 作 に 用 いた 性 物質 の 相 異 に も 関係 し 
私 の 実験 に 於 て は 比較 的 少数 の 虫 卵 を 忠 下 させ た と と に 
も 依る と 思わ れる 。 

以上 の よう に 虫 体腔 液 で 感 作 し た 後 直接 体腔 液 を 肺 
組織 に 注入 すれ 強い アレ ルギー 反応 が され , 
感染 を 起 さ せれ ば に より 同様 に 肺 に アレ ルギー 反 
応 が 起 る 。 こ と の 現象 にょ り 一 過 性 肺 浸潤 の 成因 の 一 と し 
て 遇 虫 性 アレ ルギー が 考え られ る と 思う 。 

肺 の Arthus の 強弱 は の Arthus 現 み 
られ る 出血 手 の 強度 に 概ね 一 致す る が , 血清 の 体腔 液 に 
対す る 抗体 価 は Arthus 現象 の 何れ の 強度 の 場合 に も ほ , 
ゞ 同値 を 示し て いる 。 

白血球 数 は 体腔 液 気管 内 注入 の 場合 第 2 日 に 増加 する 
も の が 多く , 感染 の 場合 に は 第 2 日 乃至 第 4 日 に 増加 し 
た が 対照 に も 同様 の 傾向 が 寝 わ れ た 。 流血 中 の 好 酸 球 数 
は 感 作 の 有無 に 拘ら ず 体 腔 液 気管 内 注入 後 消 失 し , 上 虫 
感染 後 第 6 日 に 軽微 の 増 多 が み ら れ た 。 尚 基 他 の 血液 像 
に は 著 変 が な か つた 。 大 場 (1925) に よれ ば 家 兎 に 豚 上 
虫 成熟 卵 を 投与 し た 場合 白血球 は 感染 後 間もなく 減少 し 
其 後 一 時 的 に 増加 する , 好 酸 球 も 略 々 同時 期 に 減少 後 増 
加 す る と 云い , 私 の 感染 例 も 上 述 の よう に 白血球 減少 を 
見 な か つた 外 は 大 体 同様 の 傾向 を 示し た 。 

体温 は 感 作 群 5 例 中 8 例 に 気管 内 注入 後 低下 が み ら 
れ , これ は アレ ルギー 反応 に よる も の と 思わ れる 。 

ブロ ム サ ル ファ レイ ン 試 験 は 全 例 陰性 で 肝 機 能 障 害 は 
み ら れ な か つた 。 


結 論 

銅 虫 体腔 液 と ょ り 感 作 し た 家 兎 に , 気管 内 注入 は ょ り 
体腔 液 を 直接 肺 に 作用 させ る と 浮腫 , 充血 , 出血 及び 肺 
胞 壁 の 細胞 増殖 が に 現われ , 虫 包 蔵 卵 の 
投与 に より 環 虫 感染 を 起 さ せる と 肺 に は 同様 の 比較 的 軽 
度 の 反応 が み ら れ る 。 以 上 の 所 見 は 肺 の Arthus 現象 に 
外 な ら ず し て 一 過 性 肺 浸潤 の 成因 と し て 遇 虫 性 アレ ル ギ 
ー を 論ずる 上 に 意義 を 有する も の と 考え る 。 

稿 を 終る に 臨み 御 指導 , 御 校 関 を 賜 つ た を 恩師 森下 薫 教 
た に 深謝 し , 病理 所 見 の 御 教 示 を いた 当 研 所 洞 
太郎 教授 に 謝意 を 表す る . 
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Summary 


By intratracheal administration of body fluid 
of Ascaris lumbricoides into the lung of the rab- 
bits sensitized with the same material, edema, 
hyperemia, hemorrhage and cellular increase in 
alveolar wall of the lung were clearly demon- 
strated after 72 hours. The similar, but slighter, 
reactions were observed also in the lung of sensi- 
tized rabbits 7 days after feeding with embry- 
onated eggs of Ascaris. 

These findings appear to prove the occurrence 
of Arthus phenomenon of the lung in sensitized 
animals and to be useful for considering on the 
nature of the transitory pulmonary infiltration 
which may often be caused by allergic reaction 
of the lung due to Ascaris infection. 

In this experiment, a proportional relationship 
was observed between the lung reaction and the 
Arthus phenomenon of the skin caused by body 
fluid, while the intensity of lung reaction was 
not demonstrated in parallel with the antibody 
titre of the serum, although the latter showed 
almost same value in each sensitized animal. 
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言 

アレ ルギー 現象 に 対す る 抗ヒスタミン剤 の 抑制 効果 は 
実験 的 並 に 臨床 的 に 広く 研究 され て いる が 皮膚 の Ar- 
thus 現象 に 対す る 影響 に 就 て は 報告 が 少 い 。 私 は 箇 虫 
体腔 液 が 家 兎 及び モル モッ ト を 強く 感 作 し Arthus 現 祭 
を 惹起 する こと に 就 て 既に 報告 し た が , 次 いで 抗 ヒ ス タ 
ミン 誕 及び Rutin の 影響 に 就 て 実験 し た 成績 を 報告 す 


実験 材料 及び 実験 方 法 

上 銅 虫 体腔 液 に 就 て は 前 報告 に 詳 述 し た 通り で あぁ つて, 
その 注射 量 は 0.1cc で 皮 内 注射 を 行 つ た 。 

使用 し た 抗ヒスタミン剤 及び Rutin は 次 の 通り で あ 
る 。 

1) Aminoether 系 化合 物 一 8-dimethylaminoethyl- 
benzhydryl-ether, Benapon (大 日 本 製薬 ) 一 1 溶液 
を 調製 , 減 菌 し て 使用 し た 。 

2) Alkylendiamine 系 化合 物 一 N-benzyl-N- (a- 
pyridyl) -N’-dimethyl-ethylendiamine, Pyribenzamin 
(Ciba) 2.5 溶 液 市販 注射 液 ) 

8) Phenothiazine 系 化合 物 一 N-dimethylaminoe- 
thyl phenothiazine, Anergen (住友 化学 ) 一 2 多 溶 液 

(市 販 注 射 液 ) 

4) Rutin—3,,5, 7, 3/, 4/, —Pentahydroxyflavone 
ー 8 一 rhamnoglucoside, Hikarutin (中 外 製 薬 ) 一 2 
溶液 (市 販 注 射 液 ) 

薬剤 の 投与 方 法 は 家 兎 に は 主として 静脈 注射 一 部 に 
皮下 注射 を 行い モルモット に は 腹腔 内 注射 を 行 つ た 。 


Yoshiaki Yamamoto: On the Arthus phenomenon 
due to body fluid of Ascaris. (5) Inhibitory effect 
of Antihistaminica and Rutin. 

(Department of Parasitology, Institute for Mi- 
crobial Diseases, Osaka University) 
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上 銅 虫 体腔 液 に ょ る Arthus 現象 に 就 て 
(5) 抗ヒスタミン剤 及び ルチン の 抑制 効果 


大 阪 大 学 病 研 究 所 寄生 原虫 学部 (部 長 森下 授 ) 
(昭和 31 年 2 月 14 日 受領 ) 


家 兎 は 白色 , 雄 , 体重 約 2.5 一 8.0kg。 モ ル モ ッ ト は 
白色 , 雄 , 体重 約 300 g を 用 い , 注射 部 位 に は 背部 を 己 
び 予 め 毛 を 刈り 市 販 脱 毛 剤 を 使用 し て 脱毛 し た 。 又 注 和 
は 同一 個所 を 避け 其 の 都度 部 位 を 変更 し て 行 つ た 。 

Arthus 現象 の 出血 強度 に より 。 , 十 , , 
ー を 以 て 示し , 横 経 , 縦 経 を m 単 位 で 計測 し た 。Arthus 
現象 の 判定 は 家 兎 は 8 時 間 後 , モル モッ ト は 4 時 間 後 の 
出血 よ つ た 。 家 就 て は 出血 の 出現 し 始め る 
3 時 間 後 の 状態 を 観察 し 起 始 時 間 に 及 ば す 影 響 を みた 。 

沈降 反応 は 重層 法 に より 室温 2 時 間 後 判定 し た 。 体腔 
液 は 生理 食塩 水 , 抗 血 清 は 1 % ア ラビ アゴ ム , 0.5 石 
加 生理 食塩 水 を 以 て 倍 を 行い , 抗原 価 , 抗体 
価 は な 共に 稀釈 倍数 1 : 2" の 指 炒 を 以 て 示し た 。 


実験 成績 

A Arthus 現象 に 及ぼす 影響 

1) Benapon の 影響 (第 1 表 , 第 2 表 ) 

家 麹 に Benapon 5 mg/kg を 惹起 注射 前 1 乃至 2 日 間 及 
びそ の 前 後 80 分 に 注射 し た 場合 並び に 更に 出血 斑 の 出 斑 
し 始め る 2 時 間 30 分 後に 追加 注射 し た 場合 何れ も 出血 斑 
の 起 始 時 間 及 び 強 度 , 大 さ は 対照 と 比べ て 差異 が 認め ら 
れ な い 。 

モル モッ ト に 30mg/kg 及 び 40mg/kg を 起 注射 30 分 前 腹 
腔 内 に 注射 し た 例 に る 影響 は 認め られ な い 。 

2) Pyribenzamin の 影 1 表 

5 一 8 mg/kg を 惹起 注射 前 数 日 及び その 前 後に 注射 し 
た が 出血 斑 の 起 始 時 間 及 び 強 度 に 無 影響 で ある 。 

3) Anergen の 影響 (第 1 表 ) 

5 mg/kg を 前 日 及び 惹起 注射 前 後 短 時 間 に 実 施し た 場 
合 に は 影響 は 認め られ な い が , 惹起 注射 前 の 注射 量 を 8 
ー10 mg/kg に 増加 し , 2 時間 30 分 後 追 加 注射 し た 38 例 に 
就 て は 出血 斑 の 起 始 時 間 に は 殆 ん ど 影 響 し な い が , その 
強度 は 明らか に られ Arthus の 抑制 が 認め ら 
れる 。 
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第 1 表 Arthus 現象 に 及ぼ す 抗 ヒス え スタ ミン 剤 及び ルチン の 影響 ( 家 兎 ) 


薬剤 名 家 番号 方法 液 に ょ る 作 方 法 
前 回 次 
/ 5 mgl/kg 前 2 日 間 連 続 静 注 十 10x8 +10x9 10x8 
2 5mglkg 前 2 日 間 連 続 静 注 二 10x8 8x8 10x7 
5 mg/kg 前 注 H17x14 +17x17 +11x8 
8 30 分 前 
| 30 分 後 0.1cc 3 週間 5 回 18x16 H18x15 7x5 
y 2 時 間 30 分 後々 
8 mg/kg 2 日 間 連 続 静 注 +10x8 8x6 
5mg/kg 前 日 
| ng 前 0.1cc 皮 内 10 日 間隔 8 回 12x8 8x4 
Pyribenzamin 30 分 2 
5 mg/kg 前 日 静 注 十 16x17 9x8 
11 | 10 分 前 0.1cc 皮 内 10 日 間隔 3 回 24x20 HH12x9 
] 4 LCC 
#10x10 +12x10 
5mg/kg 前 日 静 注 
8 90 分 前 +18x18 8x8 
12 5 mg/kg 30 分 後 22x22 10x10 
2 時 間 30 分 後 
Anergen 5 mg/kg 前 日 注 
10 mg/kg 30 分 前 十 15x17 二 16x17 
11 5 mg/kg 30 分 後 22x22 24x20 
/ 2 時 間 30 分 後 々 
5mg/kg 前 注 7x6 +18x18 14x12 
10 mg/kg 30 分 前 
5 | 5 mg/kg 30 分 後 ヶ 0.1cc 皮 内 3 週間 隔 4 回 +8x8 19x19 HH18x16 
2 時間 30 分 後 
十 7x7 士 9x9 10x9 
Rutin | 35 分 前 6x6 7x6 
2 5 回 +6x6 8x8 
40 分 前 8x5 せ 7x6 7x7 
紅 血 斑 の 細字 は 3 時 間 値 , 太字 は 8 時 間 値 を 示す . 
第 2 表 Arthus 現象 に 及ぼ す 抗 ヒス タ ミ ン 剤 及び ルチン の 影響 (モル モッ ト ) 
モル モッ 
剤 和 薬剤 注射 方 法 体腔 液 に ょ る 感 作 方 法 出 (48 後 ) 
53 。 40 mglkg 30 分 前 腹 8x8 +10x10 
56 30mg/kg 0.1cc 皮 下 2 回 6x5 
56 30mg/kg 皮 内 3 回 6x5 10x8 


427 
- 
っ 
= 
> 


428 


4) Rutin の 影響 (第 1 表 , 第 2 表 う 

惹起 注射 前 2 日 或 は 6 日 より 連日 注射 し , 更に 惹起 注 
射 前 に 注射 し た 家 束 に は 抑制 効果 が み ら れ な い 。 惹 起 注 
射 前 に 腹腔 内 注射 を 行 つ た モル モッ ト に ぁゃ も 同様 に 影響 は 
認め ちら れ な い 。 

B 沈降 反応 に 及ぼさ す 影 響 (第 8 , 第 4 表 う 

Arthus 現象 の 前 後に 測定 し た 血清 の 抗原 価 及び 抗体 
価 に は 殆 ん ど 変 動 が 認め れ な い 。 Arthus 現 象 の 前 後に 
抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 及び Rutin を 注射 し た 場合 と も 抗原 価 
は 軽微 の 変動 を 示し た が , 抗体 価 は 殆ど 不変 で 薬剤 に 


第 3 表 沈降 反応 に た 及ぼす 抗 ヒス え タ ミン 剤 及び ルチン 
の 影響 ( 家 
Arthus 現象 前 後 の 沈降 反応 


抗 ヒ え 対 


番号 使用 回 回 
実施 前 13 6 10 5 13 5 
173 時 間 後 11 6 10 5 12 5 
l24 時 間 後 1 5 10 5 12 5 
実施 前 12 5 11 6 13 5 
24 時 間 後 12 5 10 5 13 5 
(実施 前 12 5 13 5 10 5 
1]3 時 間 後 13 5 12 5 10 5 
Pyribenzamin 24 時 間 後 12 5 12 5 11 5 
1 9 4 9 4 
l24 時 間 後 10 4 9 4 
[実施 前 9 4 9 3 
1213 時 間 後 9 4 9 3 
24 時 間 後 10 4 8 3 
実施 前 10 4 
.Anergen 24 時 間 後 9 4 
11 プ 3 時 間 後 11 3 
124 後 11 3 
間 後 10 5 
(実施 前 13 7 12 5 10 5 
113 時 間 後 13 6 12 5 10 5 
と 24 時 間 後 13 6 13 5 10 5 
[実施 前 12 5 12 5 11 6 
・ 213 叶 間 後 11 5 12 5 11 5 
24 時 間 後 10 5 13 5 10 5 


細字 は 抗原 価 。 太字 は 抗体 価 を 示 し 共に 稀 恋 
倍数 1 : 2" の 指数 を 示す 
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第 4 表 沈降 反応 た 及ぼ す 抗 ヒス タ ミ ン 剤 及び ルチン 
の 影響 (モル モッ ト ) 


薬剤 名 Benapon Rutin 

モル モツ ト 番 号 53 56 52 56 
実 施 前 9 3 9 4 
24 時間 後 "は 9 4 9 5 


・ 抗原 価 は 細字 , 抗体 価 は 太字 を 用 いて 記し , 
共に 数 1: 2" の 指数 を 以 て 示す 


ょ る 影響 は 認め ちら れ な い 。 


総括 及び 考察 

抗ヒスタミン剤 は B. N. Halpern (1942) に ょ より 
Antergan が 紹介 され て 以来 数 多く 合成 され ; と これ ら に 
は アナ フラ マラ ィ ラキ シー ・ シ ョ ッ グ ;。 セス タ ミ ン ・ シ ョ ッ ク 
及び アセ チル コリ ン ・ シ ョ ッ ク の 防止 効果 及び Schultz- 
Dale 法 等 に より 抗 ア ナ フ ィ ラキ シー 作用 , 抗 ヒ ス タ ミ 
ン 作 用 及び 抗 ア セチル コリ ン 作 用 が 証明 され , 臨床 的 
に アレ ルギー 性 疾患 に 対し て 効果 が 認め られ て いる 。 
Rutin は 古く か ら 知 られ て いた フラ ボン 誘導 体 で ある が 
Griffith (1944) に ょ り Hesperidin より る も 強力 な 毛細 
管 透 過 性 の 改善 作用 が 認め られ 線維 素 溶解 現象 を 抑制 す 
る 作用 が あり , 抗 ア レル ギー 作用 が 検討 され , 毛細 管 壁 
の 傷害 を 起す Arthus 現象 を 抑制 する 可能 性 が 考え られ 
る 。 

私 は 抗ヒスタミン剤 の Aminoether 系 化合 物 と し て 
Benapon, Alkylendiamine 系 化合 物 と し て Pyriben- 
zamin, Phenothiazine 系 化合 物 と し て Anergen 及び 
Rutin の 晒 虫 体腔 液 と ょ よる Arthus 現象 に 及ぼ ばす 影 響 
を 出血 夷 の 強度 を 判定 規準 と し て 検討 し た と と ろ , Be- 
napon, Pyribenzamin 及び Rutin に は 夫々 数 回 の 全 
身 性 非 経 口 的 投与 に と より 何等 抑制 作用 が 認め られ な い 。 
Benapon に 就 て は 出血 の 出現 し 始め る 後 2 
時 間 30 分 に 追加 注射 を 行っ つた が 依然 と し て 抑制 効果 は 現 


・ われ な い 。 然し Anergen は 前 日 及び 惹起 注射 10 分 前 及 


び 380 分 後に 行 つ た 5 /kg の 静脈 注射 で は 他 の 薬剤 と 同 
様 抑制 効果 が な い が , 惹起 注射 80 分 前 の 注射 量 を 8 一 10 
m/kg に 増量 し 尚 2 時 間 30 分 後に 5 /kg の 静脈 注射 を 追 
加 し た と こと ろ 出 血 斑 の 程度 が 明らか に 減 弱 する の を 認め 
た 。 坂本 (1952) は 抗ヒスタミン剤 の Benadryl 及び 
Pandryl の 全身 性 投与 に より 卵白 アル ブ プ ミ ン に ょ よる 
Arthus 現 祭 に 対し て 抑制 効果 を 認め て いな い 。 私 は 
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Benapon 及び Pyribenzamin に は 抑制 効果 を 認め な か 
つた が Anergen に は 乏 を 認め た の で 抗ヒスタミン剤 は 
種類 及び 使用 量 , 使用 時 間 の 如何 に ょ つて は Artnus 現 
祭 の 抑制 効果 を 現す も の と 考え る 。 : 
で 抗ヒスタミン剤 と 異な り 坂 本 (1951) , 山崎 (1953) 
は Rutin の Arthus 現象 抑制 効果 を 認め て いる が 私 の 
実験 に 於 て 之 を 認め る と と が 出来 な か つた の は 抗原 の 相 
ek 異 及び Rutin の 注射 量 が 生 少 な か つた の が 関係 する の 
か る 知れ な い 。 

体腔 液 に ょ る Arthus 現象 に より 血清 沈降 反応 の 抗 
原価 , 抗体 価 は 殆 ん ど 影 響 さ れ な いと と は 既に 報告 し た 
が , Arthus 現象 の 前 後に と 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 及び Rutin 
を 注射 し た 場合 と も 抗原 価 , 抗体 価 に は 殆 ん ど 影 響 が 現 
われ な い 。 入野 (1955) は 抗ヒスタミン剤 の 沈降 反応 に 


7 及ば ほす 影 響 を 検討 し て 抗ヒスタミン剤 は 犬 の 抗原 抗体 反 
2- 応 を 抑制 し 家 束 の それ は 抑制 し な い , 即ち 動物 の 種類 に 
: ょ り 作 用 が 異 る と 述べ て いる 。 

p) 抗ヒスタミン剤 は 抗原 抗体 反応 の 結果 生ずる 化学 的 有 


効 物 質 即 ちと ヒ と ヒスタミン, アセ チル コリ ン 等 に 括 抗 的 に 働 
パ く と 一 般 に 考え られ て いる が 抗原 抗体 反応 を 直接 妨げ る 
と 主張 する 説 も ある 。 抗 ヒス タ ミ ン 剤 の 多く の も の 及び 
F Rutin は 家 兎 及び モル モッ ト に 就 て 体腔 液 と よる Ar- 

thus 現 祭 を 抑制 せ ず , Anergen の み は 使 用 量 を 増加 し 
し 投与 時 間 を 延長 し て 始め て 抑制 効果 を 現し , 抗 ヒ ス タ ミ 
ン 剤 投与 前 後 の 沈降 反応 の 抗体 価 に 変動 が な い 点 より 考 


えて 抗ヒスタミン剤 は 入野 の 述べ て いる 通り 家 可 及 び モ 
ル モ ッ ト の 抗原 抗体 反応 を 抑制 する と は 思わ れ な い 。 

結論 


1 遇 虫 体腔 液 に よる Arthus 現象 に 対し て 抗 ヒ ス タ 
ミン 剤 及び Rutin の 作用 を 検討 し た 結果 Anergen に 
は 使用 量 及び 使用 時 間 の 如何 に ょ つて は 抑制 効果 が 認め 
られ る が Benapon, Pyribenzamin 及び Rutin に は 認 
め ら れ な い 。 : 


2 沈降 反応 に 及ぼ ば す 抗 ヒス タ ミ ン 剤 及び Rutin の 
影響 は 認め られ な い 。 


う 


8 抗 ヒ ス タ ミ ン Rutin は 家 及び モル モッ 
ト の 筒 虫 体腔 液 と よる 抗原 抗体 反応 を 抑制 する と は 考え 
られ な い 。 

本 論 区 の 要旨 は 昭和 29 年 日 本 寄生 虫 学会 第 23 回 総会 
及び 昭和 31 年 第 12 回 日 本 寄生 虫 学会 西日本 支部 大 会 に 
於 て 発表 した. 

稿 を 終る に 臨み 御 な 御 指 導 御 校 を 賜 わ や つた を 
師 森 下 薫 教 授 に 深く 謝意 を 表す る . 
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Summary 


The investigation attempting to test the inhibi- 
tory effect of some Antihistaminica and Rutin 
against Arthus phenomenon due to body fluid of 
Ascaris showed that Anergen is more or less 
inhibitory but only when it was administered in 
adequate dosis, while Benapon, Pyribenzamin and 
Rutin did never act effectively. These drugs also 
failed to inhibit precipitation reaction of the . 
serum of sensitized animals. 

These findings reveal that among those used 
in this investigation there is no drug which surely 
inhibitingly act upon the antigen-antibody reac- 
tion due to body fluid of Ascaris. 
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Trichomonas の 多糖 類 要 求 性 に 関す る 研究 


大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 薫 教 授 , 指導 猪木 正三 教授 ) 
(昭和 31 年 2 月 20 日 受領 ) 


言 

Trichomonas tenax, (DT T.t.) Trichomonas 
vaginalis T.v.) Trichomonas foetus (DAT Tf.) 
の 寄生 部 位 及 び 培養 条件 か ら 考 え , これ ら 原 虫 が 糖 成 
分 を 必要 と する と と は 容易 に 根 像 され る 。 了 4. は , 人 口 
腔 内 の 食物 残 多い 歯牙 歯 は 歯肉 近 に 最も 
多く 見 出さ れ ., 了 ., は 共に それ ぞ れ 人 和牛 の グリ 
コー ゲン の 豊富 な 膝 内 に 寄生 し て いる 。 

更に これ ら 原 虫 の 培養 を みて も , 糖類 が 必要 で あり 。 
7.t. は 米粉 を て . . . に て は プ を 必須 成分 
と し て いる 。 

か ょ うに 寄生 部 位 。 及び 培 養 条 件 か ら 原 虫 が , 糖 成分 
を 要求 し , それ を ェ ネ ルギー 源 と し て 利用 する こと は , 
一 応 考え られ る と し て も , 本 問題 に 関す る 研究 は 極め て 
少く , 特に て .4. に 就 て は , 純 培養 が 不可 能 で 常に 細菌 
と の 混合 培養 を 用 いな けれ ば な ら な いた めか , いま だ 糖 
代謝 に 関す る 報告 は な い 。 た だ Tw.T 池 . に つい て は 単 
糖類 の 代謝 に 関す る 若干 の 成績 が 報告 され て いる が , こと 
れ に 反し 多糖 類 と つい て の 報告 は 極め て 少 い 現状 で あ 
る 。 

た また ま 私 は , ペ マ = シ リン カカ 価 検定 法 と し て の カッ プ 
法 を 応用 し て 原虫 の 油 粉 分 解 能 る 知る と 共に , 細胞 化学 
的 方 法 に よ ょ つて 原虫 体内 に お ける 多 精 類 )。 グリ コー ゲン 
等 の 存在 及び 細胞 内 の 分 布 を 観察 し , いさ さか 興味 ある 
所 見 を 得 た 。 


第 1 章 Trichomonas の amylolytic activity 
いて 
実験 内 容 


F. A. Hallman 及び J. N. De Lamater が , 
Endamoeba hitolytica の 湖 粉 分 解 能 を 観察 する の に 用 


Takeshi Kataoka : On the polysaccharides require- 
ment in the trichomonads. 
(Department of Parasitology, Research Institute 
for Microbial Diseases, Osaka University) 


いた ペ マニ = シリ ン 力 価 検定 法 と し て の カッ プ 法 を 応用 し 
て , Trichomonas の アミ ラー ゼ 作 用 を 実験 し た 。 本 法 
は , カッ プ 内 の 被 検 物 が , その 基底 の 可溶性 襲 粉 加 寒天 
培地 に 作用 し て , アミ ラー ゼ 作 用 を 起 し た か どう か を ヨ 
ー ド 反応 に ょ っ て 判定 する の で ある 。 従 つて 被 検 物 す な 
わ ち , 原虫 の 共存 細菌 , 継 代 培 養 に 使用 し た 培地 成分 が 
本 作用 を 有する 場合 と は , 可 及 的 これ を と り 除 く よ う に 
せ ね ば な ら ぬ 事 と , 原虫 の 動 的 な 状態 に 誠 け る アミ ラー 
セ ゼ 作 用 を みる た め に は , カッ プ 内 の 原虫 浮 蓄 液 は , 全く 
本 作用 な く , し か も 原虫 が 生存 せ ね ば な ら な い 。 以 上 の 
条件 に する た め に , 細菌 混合 培養 で ある 了 .t. の 場合 , 
抗生 物質 を 使用 し て 共存 細菌 の み の 発育 増殖 を 抑制 し 
た 。 使 用 し た 抗生 物質 に は アミ ラー ゼ 作 用 が 全然 認め ら 
れ な か つた 。 成 分 の は , 数 回 と な る まで 
心 沈 混 法 に よる 洗 浴 で , ほとん ど 除 去 し 得 た 。 実験 中 の 
カッ プ 内 浮 洲 液 に は , も ち 論 本 作用 な く , し か も 原虫 が 
24~48 時 間 生 存 し 得る も の を 用 いた 。 

第 1 節 実験 材料 及び 実験 方 法 


アミ ラー ゼ 測 定 の 操作 


T. vaginalis 
T. tenax 2448 時 間 
2. 生理 的 食塩 水 又 は Tyrode 液 1~ー2 回 遠心 
(2500 回 数 分 ) 
3. 7.foetus _0.5 タプ ドー 糖 プ ブイ ョ ン 
T. vag. 0.5 タプ ドー 糖 ブ イ ョ ン 
0.2 2 チ テイ ンプ ドー 糖 
プイ ョ ン 
T. tenax プイ ョ ン 
以上 各 


4. a) Penicillin, Streptomycin 添加 
b) Formalin 添加 
c) 加 せ ず 

5. 


6. 原虫 ( 部 ) 対 上 清 部 ) 
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1) 使用 原虫 株 

実験 に 用 いた 原虫 は , 下記 の 38 種類 で それ ぞ れ 人 口腔 
人 膝 , 牛 肛 よ り 本 研究 所 で 分 離し た も の で ある 。 

7richomonas tenax は 吉川 , 北山 株 Trichomonas 
ッ aginalis は 大 久保 , 松本 株 Trichomonas foetus は トリ 
ご , 2600 株 

2) 実験 前 処理 

各 原 虫 培 地 は , は 米粉 加 人 血清 斜面 緩衝 
培地 , .v. で は V. Bouillon, で は F. Bouillon 
(詳細 は 文献 参照 の 事 ) を 使用 し て 87?C24~48 時 間 培 養 
後 心 沈 に よ つて 上 清 部 の と な る まで 数 回 原虫 
を 洗 浴 し , 出来 る 限り 機械 的 に 培地 成分 , 爽 雑 物 を 除去 
する に 努め た 。 また 時 に (T.¢. の 場合 は 毎 常 ) 共存 細 
菌 の 発育 増殖 を 抑制 し , 操作 時 の 雑菌 混入 防止 の 目的 
で , 結 ペニシリン G (以下 P) 及び 結 品 硫酸 ジヒドロ 
スト レプ トマ ャ イシン (以下 8S) を それ ぞ れ 1000u/cc, 
1 mg/cc を 添加 し た 。 とこ うし て 原虫 を 供 試し 得る ほど 集 
め , 各 原 虫 の 生物 学 的 性 捧 よ り 最も 適し て いる と 思わ れ 
る 浮 に 浮 きせ 実験 に 供し た 。 使用 し た 各 
は , に て ブイ ョ ン Zw. に 於 て は , 0.5% 
ブドウ糖 ブ イ ョ ン , 0.22% 塩 酸 チ メス テイ ンプ ブドウ糖 ブ イ 
ヨン , は , 0.5% プ ドウ イ ョ ン で あつ た 。 

38) アミ ラー ゼ 測 定 法 

F. A. Hallman, J. N. De Lamater ら が Enda- 
moeba histolytica の 涯 粉 分 解 能 を 観察 し た 方 法 に 従 
い , 内 径 8~5cm の ペトリ シヤ ー レ に 2 可溶性 泊 粉 
(Merk 製 ) 加 寒 天 培 地 15cc を 平板 と し , その 上 に ペ 
= シリ 検 定 法 に 使用 され る カッ プ ( 外 8 m 
容量 0.25cc) を 静 置 し , 上 記 各 原虫 浮 海 液 及 び 最 後 の 遠 
心 沈 上 清 部 (対照 ) を 菌 ピ ペッ ト に て 採り カッ プ 
内 に 無菌 的 に 注入 充 さ せ , 87°C, に 24~48 時 間 
放置 し , 平板 上 が 無菌 的 で ある る の を 確認 し た 後 静か に ル 
ゴー ル 液 を 平板 全面 に 流し レ , 被 検 液 を 容れ て ある カッ プ 
周辺 部 と ョ ー ド 反応 を 示さ な い 無 色 の 環状 部 (写真 ) が 
生ずる と , その 部 が 被 検 液 に より 小 粉 が 分 解 さ れ た も の 
と 判定 し 計測 し た 。 

その 計 は , カッ プ 外 壁 よ り 状 部 外縁 に 至る 距離 
を 以 て 表現 し た , な お 本 実験 は 常に , 原虫 部 と , その 対 
耶 と し て の 上 上 清 部 を 同一 シヤ ャ ー レ 内 に 億 置 し , 結果 の 判 
定 は 両者 の 計測 を 比較 検討 し て 判定 の 誤認 を 避け た 。 

第 3 節 実験 成績 
1) 予 験 
前 記 実 験 内 容 の 項 で 述べ た 如く , アミ ラー ぞ ゼ 測 定 実験 


(13 ) 


第 1 表 アミ ラー ゼ 測 定 に 就 て の 予備 試験 


アミ ラー ぞ ゼ 判 
定 
F. Bouillon 3.5 
V. Bouillon 5.5 
(No. 2) 4.0 24 
F. Bouillon 
(No. 2) ~~ 
V. Bouillon + 2.5 
(No. 1) + 2.0 間 
(Merck) F. Bouillon 
48 
時 
1 ォ ル マリ ン 加 24 
時 
Penicillin 世 10.0 
Streptomycin } 加 人 9.5 間 


V. B. (No. 1): 肝 抽 出 液 を 基 と する 培地 

V. BB. (No. 2): プイ ョ ン を 基 と する 培地 

Peni. 2000 u/cc Strept. 2 mg/cc 
を 行う に 先立ち , 原虫 の & み の 本 作用 を みる た め に は , 次 
の 条件 を 備え て いな けれ ば ぼ ば ならない 。 

(a) カッ プ 内 の 浮 洲 液 は , 漫 粉 分 解 能 が な くし か も 
培地 の 代用 と し て 原虫 を 生存 させ ね ば ぼ ば ならない 。 

Cb) 区 4. の 場合 と は 共生 細菌 の 作用 を 除去 し な けれ 
ば は ならない が, その た め に 用 うる P.S. に 本 作用 が あつ 
て は な ら な い 。 

(<) 8 種 原虫 の 培地 に は , いづ れ も 本 作用 が ある 事 を 
証明 し た の で , カッ プ 内 に 原虫 を 入れ る 共 培 地 成 分 を 持 
込ま ぬ よ ょ うに し な けれ ば な ら な い 。 

大 体 以上 の 観点 か ら 予備 実験 を 行 つ た が , 第 1 表 の 如 
く (a) に 関し て は 浮 攻 液 は , 継 代 培養 に 用 いた 各 原 虫 の 
培地 を その まま 使用 出来 る と 最も 理想 で ある が , それ ら 
は いづ れ も ア ミラ ー ゼ 作用 を 有する の で , と これら に 代わ 
る も の と し て , 人 血清 及び 肝 抽 出 液 を 除い た 単なる ブイ 
ョ ン を 基 に し た も の を 使用 し た が , と これ に は 本 作用 が 認 
め ら れ な か つた 。 (b) に つい て は 抗生 物質 と し て P.S. 
を 使用 し た が 本 作用 は な か つた 。 (<) に 関し て は , 2500 
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r.p.m. の 遠心 沈 淫 法 を 数 回 繰 返 す こと に ょ っ つて 本 作用 

を 有する 培地 成分 或 は 頑 雑 物 は 除去 され る と こと を 確 め 

た 。 (b, c に 就 て は , 各 原 虫 に 関す る 実験 成績 の 項 に 

於 て 更に 詳 述 する ) 

2) 7richomonas tenax に 於 ける アミラーゼ 測定 予 
備 実験 


第 2 表 . tenax に 於 ける アミ ラー ゼ 


測定 予備 試験 

ミ ゼ 定 

原 ( 沈 部 ) 対 (上 清 部 ) 
ー 5.0 + 4.0 
+ 3.0 + 0 


フォ ル マ リ ン 1 gt/cc 


共存 細 アミ ラー ゼ 作 用 
No. 1 判定 村 外 径 5.0mm 
No.2 判定 十 外 径 3.0mm 
(48 時 間 培 養 共存 細菌 ) 


前 述 の 如く て .#. が 純粋 培養 不可 能 の た め , 共生 細菌 
の アミ ラー ゼ 作 用 を 完全 に 除外 し た 後に 於 て 本 原虫 の 作 
用 を 判定 せ ね ば な ら ぬ 事 は 明らか で ある が , た と え 頻 回 
洗 塗 し て 出来 得る 限り 共存 細菌 を 除外 し て も な お 検定 材 
料 中 に 混入 する と と は 当然 で ある 。 そ こと で 共生 細菌 の 有 
する アミ ラー ギ ゼ 作 用 の 程度 を 知る と 共に , フォ オル マリ ン 
に よ ょ りこ と れ を 減 し て その 作用 の 有無 を 検討 し た と こ 
ろ 第 2 表 に 示す 如く , 原虫 部 と その 対照 で ある 上 清 部 す 
な わ ち 共生 細菌 を 含ん で いる 被 検 液 に は , 87?C, 24 時 間 
後 の 判 定 で は 明らか に と の 作用 が みみ られ た 。 し か し こと これ 
に マオ ル マ リ ン 人 原液 1 gtlec の 割 に 滴下 し , 共生 細菌 及 
び 原 虫 を 完全 に 殺 減 すれ ば , 上 清 部 は 全く 陰性 と な つた 
が 原虫 部 は 弱 陽 性 を 示し た , これ に より 共生 細菌 は 殺 減 
され る と 全く 本 作用 を 示さ な い が , 原虫 は 殺 減 され て ゃ も 
原虫 体 成分 に 本 作用 が 残る こと が 示さ れ た 。 

8) Trichomonas tenax に 関す る 実験 

前 記 4 の ケミ ラー ゼ 測 定 予備 実験 に 於 て は , マオ 
ル マ リ ン を 使用 し て 共生 細菌 の 殺 滅 を する と 本 作用 が 際 
性 と な る 事 を 明らか に し た が , と この 共同 時 に 原虫 の 生存 
も 絶つ っ て し まう の で , 原虫 の 生命 現象 と し て 動 的 な 状態 
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第 3 表 tenax に ける アミ ラー ゼ 
測定 試験 (P. S. に ょ る ) 


P.: 結晶 メニ = シリ ン G カリウム ぇ (1000u/cc) 


S.: 結 品 硫酸 ジヒドロ スト レフ トマ イジ シン 
(1 mg/cc) 


に 於 て 洲 粉 分 解 能 の 有無 を 観察 する た め に , 原虫 に 対し レ 
て は 非 感受 性 で あり , 共生 細菌 に 対し て は 感受 性 が 強く 
と れ の 発育 増殖 を 抑制 する 抗生 物質 すなわち P.S. を そ 
れ ぞ れ 1000u/cc, 1 mg/cc を 原虫 部 及び 対照 部 に 添加 す 
る と と に ょ より , 原虫 部 に 対し て は 成績 判定 時 まで 原虫 の 
純粋 培養 の 状態 を 呈 せ し め る と 共に , 上 清 部 に 対し て な は 
共生 細菌 の 発育 増殖 を 抑制 し て 本 作用 を 出来 る だ け 不 活 
性 と し , 対 辿 と し て の 意義 を 充分 備え る 様 な 状態 に し た 。 

か か る 方 法 に より 得 た 成績 は 第 8 表 に 示す 如く いづ れ 
外 径 4.5mm か ら 最 大 8 度 に わた り 分 解 能 は 強 
く 示 され , し か る も 24 時 間 後 の 判 定時 に は 原虫 が , 明らか に 
発育 増殖 を 示し て いた 。 一 方 対 周 部 に 於 て は , 全く 本 作 
用 を 示さ な いか 或 は 示し て も 1 ~ 2m 程度 の 僅 徴 な 反応 
を 示す に すぎ な か つた 。 た だ 1 例 に 於 て の み 原 虫 部 と 共 
に 対 央 部 に も 両者 殆ど 判別 し 難い 程度 の 分 解 能 を 示し た 
が とれ ら は た と え P.S. を 添加 し て も 常に 共生 細菌 の 増 
殖 が 完全 に 抑制 され る と は 限ら ず , 従 つ て 抗生 物質 の 感 
受 性 の 程度 に 応じ て 反応 を 示し た も の と 思考 され る が , 
原虫 部 の 作用 は な お 対照 反応 と 比較 し て 常に 強く 出現 し 
て いた 。 

4) Trichomonas vaginalis に 関す る 実験 

本 原虫 は 純粋 培養 され て いる の で , 前 記 予 備 実 験 た に 於 
て アミ ラー ゼ 作 用 に は 影響 な くし か も 原虫 に は 24~48 時 
間 生 存 し 得る 事 を 確認 し た 0.5 ブ ドウ 疹 ブイ ョ ン あ る 
い は 0.2% 塩 酸 チ ステ イン プ ブドウ 糖 ブ イ ョ ン に 原虫 を 浮 
さ せ 実 験 に 供し た 。 
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第 4 表 て. vaginalis の アミ ラー ゼ 測 定 


ミ - 


培 判 
No. 加 原虫 ( 光 部 ) 対照 (上 
2 GP.S.+. 838.5 ~ 
4 St 0.5 + 
5 StP.S. 5.5 + 2. 一 
8 StxP.S. 4.8 一 
G: プ ド ー (1.0 ) 加 培地 
St : 可溶性 (1.0 ) 加 
P: 結晶 メニ = シリ ン G カ リウ > へ (1000u/cc) 
硫酸 ジヒドロ スト レプ トマ イシ ン (lmg/cc) 


F: ホル マリ ン (lgt/cc) 
X: V.Bouillon No.2 培地 , 他 は No.1 境地 


原虫 は 前 述 の 如く 培養 中 の 培地 成分 を 出来 得る 限り 除 
去 す る た め に 頻 回 遠心 沈 滋 し て 洗 浴 し , 上 清 部 の アミ ラ 
ー ゼ 作用 が 陰性 に な る まで 同 操 作 を 続け た 。 

その 結果 は , 第 4 表 に 示す 如く 外 径 0.5mm し か 示さ な 
か つた 1 例 を 除い て は すべ て 8.5~ 5 mm に わた る 著 明 な 
反応 を 示し た 。 判 定時 間 は 24 時 間 と 48 時 間 と し た が , 反 
応 の 強弱 は 両者 間 に は 認め られ ず , 48 時 間 経過 する と カ 
ッ プ 内 で の 原虫 の 生存 は , 困難 と 考え られ 24 時 間 後 の 判 
定 に は 原虫 は ほとん ど 発 育 増殖 する の が み ら れ た けれ ど 
も 48 時 間 後 に は 原虫 は すべ て 死 減 し て 昼 催し か みみ られ な 
か つた 。24 時 間 後 の 判定 の 1 例 に 於 て , 対照 部 と も 外 第 
2 面 程度 の 反応 が み ら れ た が , と これ は 原虫 が 死 江 し て い 
る 事 か ら 考 え , 特に この 1 例 た に 於 て は P.S. が 漆 加 し て 
あつ た に も か か わら ず こ と の 反応 が 現われ た の は , 前 述 の 
如く P.S. に よ ょ つて る も 操作 時 混入 し た 雑菌 が 抑制 され 
ず , 従っ つて その 影響 と よる も の と 考え られ る 。 

死 原 虫 に 本 作用 が ある か どう か , ある い は 培養 中 の 培 
地 成 分 が 混入 する か どう か を る た め に フ オ ル マ リ ン 原 
液 1 gtlcec を 添加 , 48 時 間 後 に 観察 し た が , 死 原 虫 に ア 
ミラ ー ゼ 作用 は な く , また 培地 成分 の 混入 も な い 事 を 確 
し た 。 
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な お 各 例 に 於 て 本 原虫 が , 継 代 培 養 中 の 条件 に よっ つて で て 
本 作用 に 影響 が も た ら さ れる か どう か を みる た め に VB 
(No. 1) 培地 に 1.0 ブドウ 加え た も の と , 1.0 
26 可 溶性 粉 を 加え た も の と の 2 種 の 培地 で 継 代 培 養 レ 
て 実験 た に 供し た が , 両者 間 に 著 明 な 差異 は みち れ な か つ 
た 。 

5) Trichomonas foetus に 関す る 実験 


第 5 表 .foetus の アミ ラー ゼ 定 成 績 


ミ ラ ゼ 


No. 加 ( 光 部 ) 対照 (上 
3 GP.S.~ 24 
4 St  -  -— - 
5 StP.S.— + 
3 — — 
14 G F + 3.5 —  -— 
Bt F = 


G: プ ド ー (1.0 ) 加 培地 

St: 可溶性 (1.0 ) 加 培地 

P: メニ = シリ ン G カ リウ (1000u/cc) 

S: 結 晴 ジヒドロ スト レア プ ト マ イシ ン (1mgl/cc) 

F: ホル マリ ン (1lgt/cc) 

本 原虫 は て . ヵ . 同様 純粋 培養 され て いる の で Tw. に 
準じ て 実験 を 行 つ た 。 そ の 結果 は 第 5 表 の 如く , TT.., 
Tw. と 全く 異 り ,。 24 時 間 で は 本 作用 は 全然 示さ れ な い 
が , 48 時 間 後 観察 し た もの で は いずれ る も る 本 作用 を 示し , 
し か も 原虫 の 発育 増殖 を 認め た 。 

な お vw. の 場合 と 同様 供 試 原虫 の 培養 条件 に よる 本 
作用 の 活性 度 の 強弱 を 検討 し た が , ブドウ糖 加 
地 よ り も , 可 性 加 で 培養 し た 原虫 の 方 
が 本 作用 を や や 強く 現 わ す よう に み ら れ た 。 

フ オ ル マ リ ン 深 加 例 は 1 例 を 除き 全く 陰性 で あつ た 。 


¥ 
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第 8 節 考 

人 体 な ら び に 動物 に 寄生 する Trichomonas が 泊 粉 
ある い は 他 の 糖類 を 要求 し , 消費 する と いう 事 は これら 
の 寄生 部 位 や 培養 条件 か ら 明 ら か で あり , て T. ヵ ., 7 げ . に 
炎 て は 既に 単 糖類 の 代謝 に 関し て 若干 の 報告 が ある が , 
と れ ら の 実験 に 供 を なせ られ た Trichomonas は いづ れる も 純 
粋 培養 し 得る 種 の も の に 限 られ, 本 実験 に と 用 いた TT.t. 
の 如き 純粋 培養 の 得 ら れ て いな い 原 虫 に 就 て は , それ が 
淀 に 粉 を 必要 と し , 糖 成分 を 要求 する こと が 想像 され 
て いて も , その 分 解 過 程 を 明確 に 示す こと は 困難 で あ 
る 。 す な わ ち 第 2 節 実験 成績 , 予備 実験 の 項 に 於 て 述べ 
た 如く , 原虫 の み の ア ミラ ー ぞ ゼ 作 用 を 観察 する に は 培地 
成分 に 本 作用 が ある か どう か を みて , 本 作用 が あれ ば こと 
れ を 如 何 に し て 取り 除く か , 次 に 純粋 培養 さき され て いな い 
原虫 種 で は , 原虫 に は 何等 影響 を 及ぼ さき な いで 共生 細菌 
の み の 発 育 増殖 を 如何 に し て 抑制 する か と いう 2 つの 問 
題 を 解決 し て お か ね ば な ら な い 。 し か も 原虫 の 動 的 な 状 
上 惑 に 於 ける 本 作用 を 観察 する に は , 実験 た と 用 いる 原虫 浮 
海 液 に 本 作用 を 有する 要素 が あつ て は なら 事 は も ち 
_ 論 , 24~48 時 間 実 験 観察 中 原虫 が 生存 し 得る よう 培地 の 
代行 する も の で な けれ ば な ら な い 。 

以上 の 観点 を 考慮 し て 本 実験 を 行 つ た 。 すなわち 最も 
'( 困 難 視 され て いた .4. に 於 て は , P.S. が 本 原虫 に 対 
し て 非 感受 性 で あり , 他方 共生 細菌 に 対し て は と これ の 発 
育 増殖 を 抑制 し 得 て , 一 過 的 な 原虫 の 純粋 培養 の 様相 を 
も た ら す こと と が 出来 , その 時 期 を 確実 と 利用 する こと と に 
ょ っ つて 原虫 の 没 粉 分 解 能 を みる と と が 出来 た 。 

.t. の 場合 実験 全 例 に 於 て 24 時 間 後に は 明らか な 涯 
粉 分 解 能 の ある と と を 示さ れ た が , 他方 対照 に も 微弱 な 
作用 が み ら れ た 。 も ち 論 これ は 抗生 物質 に よ ょ つて る も 共生 
細菌 の 発育 増殖 の 完全 な る 抑制 は 困難 な 場合 も 生じ 得る 
か も 知れ な いし ,。 その た め に 常に 対 央 を 厳 に し て 誤認 を 
さけ る ょ うに 努め た 。 1 例 に 於 て 原虫 部 と 対 央 部 と の ほ 
と ん ど 差 異 の な み ら れ な い 結 果 を 得 た が , これ は 原虫 部 に 
於 て 24 了 時 間 後 原虫 が 全く 認め らち ら た な か つた 点 か ら 抗 生物 
質 に ょ つて も 共生 細菌 が 全然 抑制 され ず , 従 つ て 原虫 は 
その 影響 に と よ つ て 死滅 し た 結果 で あろ うと 思わ れる 。 か 
ょ うに た だ 1 例 抗 生物 質 が 共生 細菌 に 対し て 無効 果 で あ 
つた 場合 も & ら れ た が , 他 の 全 例 た に 於 て は 判定 時 に 原虫 
の 生存 を 認め る と 共に 原虫 部 は 4.5~ 8 面 に 至る 著 明 な 
反応 を 示す に も か か わら ず , 対照 部 で は 反応 し て も 最大 
2 串 程度 の 微 な も の で あり 容易 に 判定 は 出来 た 。 

. ゃ ., げ . の 場合 は 原虫 が 純粋 培養 され て いる の で 共 
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生 細 菌 に 就 て の 考慮 は し な く て も よい が , 培地 成分 に は 
既 述 の 如く 本 作用 が 認め られ る の で , と これ を 取り 除く 事 
に 努 め た 。 そ を の 結果 それ ぞ れ の 場合 遠心 沈 湖 最 後 の 上 清 
部 と 沈 湾 部 と に フォ オル マ リン 原液 1 gt/cc を 添加 し て 実験 
し た と こと ろ 浮 洲 液 に は 培地 成分 は 全く 混 入 し な いこ と と が 
確認 され た 。 

Tv. に 関す る 実験 成績 は 既に 述べ た よう に て T.. と 
同様 24 時 間 で 本 作用 を 示し た が , 48 時 間 後 に 於 て は 24 時 
間 後 の も の と 大 体 同 程度 の 作用 を 示す に すぎ ず , し か も 
原虫 は , 43 時 間 後 に は 全く 死 減 し て か な り の 数 の 選 原 虫 
を 認め た 。 と の 事実 は 第 5 表 に 示す 如く て . ヵ ゃ . の 場合 と 
比較 し て て 了 げ . で は 24 時 間 で は 全く 本 作用 を 表わさ ず 48 
時 間 に 至 り , 初め て 本 作用 を 示し , し か を も 原虫 は 全 例 に 
於 て は な お 活 浴 な 運動 状態 を 呈し て いた と と と 上 照 し 合せ 
て の ェ エネ ルギー 源 と し て の 消費 の 速度 が て . . 
より 速く 従 つ て その 生命 周期 も 基 だ 短い も の と な つた も 
の と 考え られ 興味 が ある 。 ま た 継 代 培 養 条件 が 本 作用 の 
強弱 を 左右 する か どう か を 知る た め に て. ヵ ., げ . を 用 い 
て そ それぞれ の 培地 に 1 ブドウ糖 , 及び 可 性 を 
加 し た が , vw.。 に 関し て は 両 培 地 に ょ る 影響 は ほとん 
ど 認 め ら そ な か つた が , げ . で は 1 ブドウ 糖 加 培地 よ 
り も , 1 加 地 の 方 が や 分 解 能 を 促 
進 す る 作用 が 認め られ た 。 : 

三種 原虫 を 通じ , 7. の 場合 に は 抗生 物質 が 完全 な 
効果 を 発現 せ ず 細菌 に よる と 思わ れる 程度 の 作用 を 示す 
と と も あり , エナ ., Tv. の 場合 は 操作 時 に 細菌 を 混入 す 
る お それ も ある が , それ ら は 対 央 を 常に 正確 に する と こと と 
に ょ つて その 差異 は 明瞭 に 示さ れ 結 果 の 判定 は 容易 で あ 
る 。 

か よう に 三種 原虫 と に は いづ れる も 程度 , 時 期 等 に 於 て 多 
少 の 差異 は あぁ つて る も 涯 粉 分 解 能 の 存する こと は 以上 の 実 
験 か ら 明 ら か で ある 。 

第 2 章 Trichomonas tenax, Trichomonas 
vaginalis の 多糖 類 に 関す る 細胞 化学 的 検索 
実験 概要 
第 1 章 に 記載 し た 妃 く Trichomonas tenax, T. 
vaginalis, T. foetus. の 動 的 な 状態 に ける 粉 分 解 
能 の 実験 か ら そ れ ぞ れ の 様相 に は 多少 の 相違 が ある と し 
て る も 結論 的 に は 3 種 共 油 粉 分 解 能 を 有する も の と いえ 
る 。 従 つて 培養 原虫 体 に 多糖 類 が 存在 する で あろ う 事 は 
も は や 疑う 余地 の な いと とろ で あり , か か る 見 地 か ら 細 

胞 化 学 的 方 法 に ょ よ つ て こと これ を 確認 し ょ うと し た 。 
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原虫 の 多糖 類 に 関す る 細胞 化学 的 研究 は , 我国 に 於 て 
は Endamoeba histolytica に つい て の 激 田 氏 の 報告 を 
はじめ, 外国 に 於 て は J. N. De Lamater ら が 同じ く 
Endamoeba histolytica に つい て と れ を 行 つ て いる が 
Trichomonas 特に 4. に 関す る 報告 は いま だ み ら れ 
な い 。 と こと に 於 て 私 は , 了 .£. と 同時 に T.v. に つい て も 
同様 その 生活 機構 を 観察 する と 共に 多糖 類 の 証明 を 行う 
た め 細 胞 化学 的 多糖 類 反 応 を 試み た 。 

第 1 節 実験 材料 及び 実験 方 法 

1) 使用 原虫 株 

Trichomonas tenax 佐野 , 貴 田 , 北山 , 金城 株 

Trichomonas vaginalis T.U.A 株 

以上 各 株 を 適時 えら び 使 用 

2) 実験 前 処理 : 

増殖 発育 の 最盛 期 を えら ちび 原虫 の 内 部 構造 観察 を 阻害 
し な いよ うに 物 を 注意 深く 遠心 沈 に より と り 
いた 。 (操作 方 法 は 前 章 に 於 ける 前 処理 に 準 じ て 行 つ 
た の 

供 試 原虫 を ピペット に て 1 滴 と り 厚 層 標 本 の 場合 と 同 
様 抹 自然 乾燥 し た 。 

4) 固定 

10 フ オル マリ ン ア アルコール, フォ オル マリ ンカ ル ノ ア 
氏 液 等 を と 用 いた が , 特に 相違 は 認め られ な か つた 。 し か 
し レアル コー ルフ オル マリ ン で ご 24 時間 固定 し た も の は い ず 
れ の 染色 法 に も 良好 な 結果 を も た らし た 。 

5) 染色 反応 法 

Hotchkis Mc Manus, Lillie, Bauer, Lhotka, Best 
氏 の Carmin 染色 法 Gomori, 大 野 氏 法 に ょ り 多 糖類 
グリ コー ゲン , ムチ ン , ヒア ルン 酸 に つい て 検討 し 
た 。 

6) 後 染色 

前 記 染 色 反 応 法 を 試み た 後 , 原虫 体 の 核 の 所 在 及 び , 
・ 内 部 構造 の 部 位 的 な 観察 を 容易 に する 目的 で Meyer 或 
は Delafield の Haematoxylin で 30~60 秒 後 染色 を 適 
時 行 つ た 。 

第 2 節 実験 成績 

Hotchkis Mc Manus, Lhotka, Lillie, Bauer 氏 法 
等 , いわ ゆる Periodic acid Schiff 反応 (PAS) 及 
び 他 の Schi 氏 液 に よる 多糖 類 反応 は 種々 な る 酸化 剤 
に ょ つて その 反応 に 影響 を も た ら す こと と は 既に 明らか な 
と と ろ で ある 。 よ つて 本 実験 た に 於 て は , PAS 及 びそ の 他 
の Schiff 反応 と 共に Best 氏 の Carmin 染色 Gomori 
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氏 法 , 大 野 氏 法 を 併用 し た 。 

1) Hotchkis Mc Manus 氏 法 

多糖 類 に 関す る 細胞 化学 的 方 法 と し て は , 代表 的 な も 
の で 過 ョ ヨー ド 酸 に よ ょ つて 附属 水酸基 を アル デ ヒ ー ド 基 に 
酸化 さそ その 多糖 類 の アル デ ヒ ド 基 と Schiff ア ル デ ヒ ド 
試薬 と の 間 に 反 応 を 起 さ せ 発 色 さ せる の で ある 。 

通 法 に ょ り 固 定 は Carnoy 氏 液 で Schiff 反応 後 
Meyer の Haematoxylin で 1 分 間 後 染色 を 行 つ た 。 
と の 後 染色 は 少し 時 間 を 過ぎ る と 過 染 され Schiff の 反 
応 が わか ら な く な る 。 - 

(と れ は 後 の Delafield の 場合 で も 同様 ) 

本 法 に よる と TT.z.,T.v. 共に 反応 は 陽性 で , Haema- 
toxylin 後 染 色 さ れ た 核 は 淡 紫 色 に 染色 され , その 核 周 
囲 部 及び 軸 索 と 思わ れる 部 分 に 沿 つ て 特に 赤 紫 色 の 反応 
が 著 明 に 見 られ る 。 な お 同一 標本 に 於 ける 原虫 で も その 
発育 増殖 の 過程 に 応じ て つた 反応 を 示し と 
われ る 形態 を 呈す る 原虫 は , 既に 変性 期 に ある 原虫 が 綱 
状 淡 染 の 反応 を 示す の に 比較 し て , 内 部 構造 の ほとん ど 
不明 と な る ほど 原虫 体 全 体 が 濃 染 する 。 (と これ は 後記 各 
染色 法 に 於 て どれ も 同 結 果 で あつ た 。) 

染色 反応 と 同時 に , 嘩 液 消化 試験 も 行い 反応 が 陰性 と 
な る の を 確 め 対 を 明らか に し た 。 

2) Lhotka 氏 法 

1-2 Glycols 基 を 合 む 多糖 類 に 関す る 検出 法 で, 
Hotchkis Mc Manus 氏 法 と 同様 Schif ぜ reaction で 
ある が HIO, の 代わ り に 酸化 剤 と し て 20 炎 酸 水 液 に 
蒼 僅 酸 ツ ソー ダ を 1 % と か し た も の を 用 いた 。 原 虫 に 対し 
て は 非常 に よく 反応 し , 赤 紫 色 の 和 題 粒 と な つて 現われ 
る 。 染 色 所 見 は 前 者 と 略 同様 の 結果 を 得 た 。 嘩 液 消化 試 
験 の 陰性 と な る の を 確認 し に 。 

8) Bauer 氏 法 

アル コー ルフ オル マリ ノン 固定 後 4 2 クロム 酸 で 1~32 
時 間 酸 化 Schiff 反応 を 行い Delafield で 後 染 色 を し 
た 。 前 二 者 に 比 し 酸化 作用 が や や 弱い た めか , 反応 は 
か つた が 幼 若 期 の 原虫 も 部 位 的 と か な り 明 確 な 反応 を 示 
す の が 見 られ た 。 : 

4) Lillie 氏 法 

Lillie 氏 酸 化 剤 ( 過 ヨ ー ド 酸 カ リ 又 は ソー ダ 0.8 gr. 
0% 硝酸 0.8cc 水 100cc の 混合 液 ) に よる 酸化 法 で 固定 
に は 通 法 に より 前 記 の 三 法 を 用 いた 反応 状態 は 前 三 者 よ 
り も 弱く 再 慢 性 に 全体 が 淡 赤 色 に 反応 する 。 な お ぉ 酸化 時 
間 反 応 時 間 等 の 影響 が か な り 技 感 に 表 わ れ 反応 結果 が 不 
定 で も ある 。 嘩 液 消化 試 験 の 結果 陰性 と な る の を 認め 
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5) Best 氏 Carmin 染色 法 

前 記 の いわ め ゆる PAS 及び その 変 法 と は 全く 異 り 
Carmin に よる Glycogen の 染色 法 で ある 。 染色 結果 
は 部 位 的 な 濃淡 に と し く , 内 部 構造 の 明確 な 検索 に 
は 若干 不 充 分 で あつ た が , 嘩 液 消化 試験 も 同時 に 行い 
Glycogen の 存在 を 確認 し 得 た 。 

6) Gomori 氏 法 

Glycogen 及び Mucin の た め の 染 色 法 の 1 つ で Ba- 
uer 氏 法 と 同様 4 クロ ム 酸 で 酸化 させ 。 メセナ ミン 銀 
液 で 反応 後 0.12% 塩 化 金 で 調 色 する の で ある 。 そ の 結果 
Glycogen, Mucin の 褐色 或 は 黒色 の 反応 が み ら れ た 
が , その 反応 が 操作 の 結果 と し て 非常 に 不安 定 な も の で 
同一 標本 上 の 原虫 で さえ 異な つた 結果 を 示す こと が あ 
る 。 

7) ヒア ル ロ ン 酸 の た め の 大 野 拓 法 

高 分 子 酸性 基 が 塩基 性 色素 と 結合 し て え メタ クロ マシ ア 
を 表わす こと と は 既に 周知 の 通り で ある 。 従 つて -SO, の 
如き 強酸 は 別 と し て , -COOH, -PO, の 様 な 弱 酸 は 強い 
酸性 溶液 の 中 で は 全く 酸 と し て の 能力 を 示さ な い 。 従 つ 
て ある 下 以 下 で は ヒア ル r ン 酸 は 全然 塩基 性 色素 と の 結 
合 能 力 を 失う 。 そ こと で 0.052 ト ルイ ジン 青 を それ ぞ れ 本 
2.5,。 4.1, 7.0 に 調製 し て 本 に 応じ て メタ クロ マシ ア 
の 有無 を 観察 し た 。 

その 結果 西 7.0 の も の で は 核 周辺 部 並 に 原形 質 部 に も 
点 在 し て 若干 え スタ クロ マシ ア が 認め られ た が , 亜 4.1 で 
は 非常 に 反応 は 微弱 と な り , 2.5 に 至 つ て は 全く 反応 は 
認め られ な か つた 。 と れ ら の 結果 と し て 原形 質 特 に 核 周 
辺 部 に は ヒア ル ロ ン 酸 は 存在 する が , コン ドロ イチ ン 硫 
酸 の 存在 は 認め られ な か つた 。 

第 8 節 考 に 総括 

第 1 章 の 実験 結果 か ら 原 虫 体 に 多糖 類 の 存在 する と と 
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は も は や 疑問 の 余地 な き と こ と ころ で ある 。 そ こと で 細胞 化学 
的 な 方 法 に ょ つて 原虫 体 に 於 ける 形態 学 的 な 面 か ら こ れ 
を 確認 する こと は , その 機構 を 知り 生理 的 な 検索 を 進め 
る 上 に 必要 と 考え られ る 。 

細胞 化学 的 方 法 に よる 多糖 類 の 検出 に は , 誤認 を さけ 
る た め に 種々 の 方 法 を 行い , 同時 に 対照 と し て 嘩 液 消 化 
試験 を 用 いる 必要 が ある 。 か か る 見 地 か ら PAS 及 びそ 
の 他 の 染色 反応 を 試み た 。 固 定 法 は いづ れ ゃ も 大 同 小 異 で 
著しい 影響 が 認め られ な か つた が , 酸化 剤 と し て 使用 し 
た 過 ヨ ー ド 酸 は じ め , 酸 ソーダ, 酸 等 の 間 に 
は か な り 異 つた 影響 を も た ら す と 思考 され た 。 すなわち 
過 ヨ ー ド 酸 , 蒼 鉛 酸 ソノ ソーダ を 用 いた 場合 と に は クロ ム 酸 或 
は 過 ヨ ー ド 酸 カ リ 等 を と 用 いた も の より 反応 が 一 定 に し か 
も 適 確 に 示さ れ た 。 

反応 結果 は , いずれ も 陽性 で あつ た が その 間 強 弱 が み 
られ , Hotchkis Mc Manus, Lhotka 氏 の 方 法 が 最も 
強く , 次 で Bauer, Lillie, Best 氏 の Carmin 染色 の 
順 と な る が , (Gomori 氏 の Glycogen, Mucin の た め 
の 染色 法 は , 結果 不安 定 で あつ た 。) よく 反応 し た も の 
に 於 て は いずれ も 多糖 類 ), グリ コー ゲン は 特に 核 の 周囲 
部 ある い は 原虫 体 の 軸 索 に 沿 つ た 部 分 に 征 粒 状 あ る い は 
湯 慢 性 に 濃 染 し て 表 わ れ た 。 又 原虫 の 発育 増殖 の 時 期 的 
な 変化 に 応じ て , 反応 の 状態 が 変る の も 興味 ある と と ろ 
と 思わ れる 。 す な わ ち 同一 標本 上 に 於 て 内 部 構造 が 全く 
不明 と な る ほど 強い 反応 を 示し 染色 され る 原虫 は , 全部 
糖類 の 要求 消費 が 最大 時 に ある と 思わ れる 極め て 幼 若 な 
形態 を し た 時 期 の も の に 限ら れ , 一 方 逆 と 変性 期 に ある 
と 思わ れる も の に 於 て は , 反応 は 弱く 内 部 構造 に も か な 
り の 部 分 が 不 染 で 網状 を 呈す る の が みみ られ た 。 酸 性 多糖 
類 反 応 と し て 大 野 氏 法 に よっ つて ヒア ルル セン 酸 の 反応 を 試 
みた が , 原虫 核 に は 認め られ ず 原 形質 特に 核 周辺 部 に 若 
干 存 在 す る と 思わ れる 成績 を 得 た 。 


附図 


| Fig. 1 江 粉 分 解 能 実 験 の 1 例 で , A 部 は 原虫 に ょ っ て 基底 部 の 湖 粉 が 分 解 さ れ ョ ー ド 反応 を 
示さ す , カッ タプ の 周辺 に 遮 明 帯 が 生じ た と と ろ 。 馬 部 は 対照 部 で , 全く 透 明 … 帯 が み ら 


れ な い 。 


ig. 2 の Hotchkis McManus 法 Haematoxylin 後 色 
Fig. 3 . ょ . の Lhotka 法 , Haematoxylin 後 染色 


Fig. 4 T.v. の 2 


Fig. 5 ヵ . の Ohno 法 (pH7.0 トル イジ ン 青 ) 
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結 


Trichomonas 類 の 涯 粉 分 解 能 を 観察 する と 共に 糖類 
する か を 細胞 化学 的 方 


が 


京 虫 体内 に 如何 な る 状態 で 存在 3 
決 に よ つ て 観察 し 次 の 結果 を 得 た 。 

(1) Trichomonas tenax, T. vaginalis, T. foetus 
は 何れ も 油 粉 分 解 能 を 有 し て いる 。 

(2) て 7.. で は 24 時 間 で カッ プ 外 径 最小 4.5 mm か ら 
最大 8.0m, 7.v. で は 24 時 間 で 83.5mm か ら 5.5mm, T.f. 
こく は 24 時 間 で は 現われ ず , 18h に 至り 最小 2.5mm か ら 
8.3mm に 人 至る 範囲 に 解 能 の ある 事 を 示し た 。 

(8) 過 ヨ ー ド 酸 Schiff 氏 反 応 及び その 他 の 方 法 に 
まり 細胞 化学 的 方 法 を 用 いて 多糖 類 反 応 を 試み , 各 原 虫 
体 に 多糖 類 ,。 グリ コー ゲン , ムチ ン , ヒア ルビ ン 酸 の 存 

(4) 多糖 類 ) グリ コー ゲン は 原虫 核 周 辺 部 並び に 軸 
索 と 思わ れる 部 分 に 沿っ つて 特に 著 明 に 現われ , ヒア ル ロ 
ン 酸 は トル イジ ン 青 西 7.0 で 細胞 核 周辺 部 及び 細胞 質 例 
般 に メタ クロ マシ ア を 現 わ す こと が み ら れ た 

(5) 以上 の 実験 か ら , これ ら 各 原虫 に 糖 代謝 能 の 
る こと と を 証明 し た 。 

稿 を 終る に 当り 御 御 指 導 及び 御 校 を 賜 つ た 
森下 慕 教 授 , 猪木 正三 教授 及 びに 阪 大 歯学 部 川勝 賢 作 
教授 た に 深謝 し , また 終始 実験 に つい て 御 接 助 を 賜 つ た 
中 林 敏 夫 助 手 に 深 其 の 謝意 を 表し ます . 

な 所 本 研究 は 中 林 助 手 た に 与え そら れ た 方 部 省 科 学研 究 
助成 人 金 た ょ つて 支 され た と と を 附 記 し て 
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Summary 


Considering from the parasitic site and the 
culture conditions of the trichomonads, it is easy 
to suppose that Trichomonas tenax, T. vaginalis 
and T. foetus need the polysaccharides for their 
growth. 

The author tried to test the amylolytic activi- 
ties of these trichomonads, by using the Oxford 
cup-plate method for the assay of antibioticse 
That is, the agar base containing 2% solubl. 
starch was prepared in the Steril Petri dishes 
and the cultured parasites were inoculated into 
the cups. These dishes were incubated at 37°C 
for 24-48 hours. If the parasites have ability 
to digest starch, the area of hydrolysis appears 
around the cup, which is clearly shown by the 
starch-iodine reaction. On the other hand, the 
polysaccharides in the parasites were examined 
by the cytochemical staining methods, including 
Hotchkis Mc Manus, Lillie, Bauer, Lhotoka, Go- 
mori, Best’s carmin, Ohno method. 

The results obtained are summerized as foll- 
ows ; 

1) The amylolytic activities of Trichomonas 
tenax and T. vaginalis were similarly indicated 
within 24 hours after inoculation, and the area 
of hydrolysis were measured as 5-8 mm and 3.5- 
5.5mm respectively, while, the activity of T. 
foetus was shown within 24-48 hours and the 
area of hydrolysis was 2.5-8.3 mm. 

2) By the cytochemical methods, the polysac- 
charides were demonstrated in the perinuclear 
part and along the axostyle of the trichomonads. 
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デリ サン に 依る 卵 試験 に つい て (1) 


木 村 
京都 府立 医科 大 学 衛生 学 教 密 (指導 緒方 教授 ) 
京都 府立 医科 大 学 病理 学 (田中 ) 教室 
伊吹 正 化学 工業 株 式 会 社 
(昭和 31 年 3 月 22 日 受領 ) 


近年 感染 予防 対策 と し て の の 薬剤 処理 法 に 第 1 表 投入 の デリ サン の 
する 研究 並 報 告 は 二 硫 化 炭 素 を は じ め ネ オジ クタ クロン, パパ 
ラチ オク レゾ ー 其他 非常 と ある , 青々 は 中 降 硫黄 


殺 卵 剤 と し て デリ サン に 依る 殺 卵 試験 を 行 つ た の で 報告 0.002% 0.001% 0.01% 
する 。 2 0.001% 0.002% 0.01% 
実験 に と 用 いた デリ サン と は ,。 へ キシ ルレ ゾル シン , ノ Cc 0.008% 0.01% 

4 0.001% 0.001% 0.01% 


ル マ ル カプ リン 酸 , 沈降 硫黄 より 成る る の で 尿 尿 1 石 > 


第 2 表 予備 実験 の 成績 


育 発 育 卵 


発 
No. 作用 薬品 作用 期間 初期 分 仔 虫 単 細 
列 期 卵 卵 卵 期 胞 卵 


観察 (培養) 
発育 指数 数 


へ ヘキシル 24 時間 0 0 34 0 6 

1 VY 0 0 0 46 0 54 230 445 r 

24 » 0 0 0 48 0 52 20 485 

0.01% 48” 0 0 0 17 0 83 85 470 

3 0 % 1 週間 0 0 0 ‘0 46 - 54 0 460 ” 

0 0 0 4 465 30H 

2 3 0 0 46 349 13 
0 0 0 0 10: 0 人 

0 0 0 38 0 62 190 20 

0 0 0 0 61 2 16 


( 180kg) に 対し 25 g を 用 いる が , 其 使用 濃度 に 依り | 
* Shizuko Kimura. ** Shinji Kimura and *** Jsao 表 1 の 如く 1 号 ~ 4 号 に 種別 する 。 | 


Kozai : Ovocidal effects of Derisan on the ascaris 牙 で デリ サン に 依る 殺 卵 試験 成績 を 述べ る 前 に , 予備 
egg. (1) 

(*Dept. of Hygiene, Kyoto Pref. Med. University. 実験 と し て デリ サ ン の 配合 成分 及 基 他 の 薬剤 を 用 いて 行 
**Dept. of Pathology, Kyoto Pref. Med. University, つた 殺 卵 試験 成績 を 記し て お く 。 実験 方 法 は No.1~ 5 
***Ibukisho Chemical Indust. Co. LTD.) に 於 て は 葵 便 に 夫々 薬剤 の 溶液 を 混和 携 拝 し , 作用 時 間 


(21 ) 


i 
3 
| 
& 
| 
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第 3 表 便 内 人 た 対す る 卵 成績 (培養 35 日 目 の 発育 指数 ) 


作用 発 育 発育 
28.8°C 1 週間 1 0 0 0 58 41 2 500 
デリ サン 3 号 ny。 27.9°C 2 週間 0 0 0 0 0 100 0 460 
29:2°C 1 0 0 0 71 29 0 500 
7/。 28.2C 2 週間 0 0 0 0 78 22 0 470 


(日 数 ) 経過 後 水洗 集 卵 し て 培養 し た 。No. 6 ~8 に 於 
て は 無 処置 の 区 便 より 水洗 集 卵 し た も の に 夫々 薬剤 を 加 
え 振 温 混 和 後 直ちに 培養 し た 。 実験 期間 は 8 月 10 日 か ら 
9 月 下旬 で て で, 作用 室温 は 28.8°C~27.9C で あつ た 。 其 
0.0126 の 夫々 24 時 間 作 用 , 48 時 間 作 用 何れ も 余り 有効 で 
は な い 。 唯 0.022 1 週間 作用 の み 比 較 的 有効 で あつ た 。 
カプ リン 酸 10.02 数 分 作用 , 0.012224 時 間 作 用 は 何れ も 
有効 で あり , 沈降 硫黄 10.02 数 分 作用 , 0.12224 時 間 作 
用 も 又 有 効 で あつ た 。 

次 に デリ サン の 殺 卵 試験 成績 に 就 て 述べ る 。 

実験 期間 は 1955 年 8 月 上 旬 よ り 11 月 上 旬 の 間 で , 実験 
は (1) に 於 ける 場合 , (2) 便 池 中 の に 於 ける 場 
合 に 就 て 行っ つた 。 以 下 夫 々 に 就き 実験 方 法 と 成績 を 述べ 

に 於 ける 場合 

1) 実験 方 法 

ー カ ー に 陽性 の を と り に デリ サン 溶液 
を 夫々 表 1 の 濃度 に 加え , 充分 に 混和 携 振 し 1 週間 室温 
に 放置 後 , 検体 の 2~ 8 カ所 を と り , 其 中 の 短 虫 卵 を 2 
% フ オル マリ ン 水 で 試験 管 培養 し た 。 残余 の 検体 は 2 周 
間 薬 剤 作用 実験 の 為 , 更に 1 週間 室温 に 放置 後 培養 レ 
た 。 培 養 温度 は 29 で と し , 密 温 が 其 附近 に 在 る 時 は 室温 
に 置い た 。 

遇 虫 卵 殺 減 効果 判定 は 培養 虫 卵 の 形態 学 的 変化 の 観察 
に 依っ つた が , 其 観 察 (培養 ) 日 数 に 関し て 児玉 (1954) 
は 60 日 と 云い , 久 津 見 (1955・a) は 短 時 日 の 培養 で は 
正常 単細胞 と 死 減 虫 卵 と の 形態 学 的 区 別 が 困難 で ある と 
し て , 全て の 虫 卵 が 仔 虫 包 蔵 卵 と 脂肪 球 変 性 卵 の 2 種 に 
分 れる 和 , 即 生 死 不 明 の 変性 卵 が 脂肪 球 変 性 卵 に 退化 す 
る に 至る 迄 TY0>90 日 間 の 培養 が 必要 で ある と し , 尚 久 津 
見 (1955・b) は 更に 其 後 の 成績 で 殺 卵 率 決 定 に 要する 
培養 日 数 は 殺 卵 剤 の 効果 の 強弱 に 依っ つて 異 り , 様々 な 殺 
卵 率 が 得 ら れる で あろ うと 推定 され る よう な 試験 例 で は 


( 22 ) 


題 粒 変性 卵 の み を 死 減 卵 と する 判定 方 法 に 従わ ね ば な ら 
ず , 約 60 日 以上 の 長期 培養 が 必要 で ある と 報告 し て い 
る 。 胡 に 殺 卵 効果 未定 の デリ サン に 就 て 効果 判定 を 行う 
に は 長期 培養 を する と ょ よい ので ある が , 今回 の 実験 で は 
一 応 , 和泉 (1954) ら の 成績 より し て 少く 共 85 日 以上 と 
し た 。 南 し て 次 回 の 冬期 実験 た に際し て は 60 日 以上 の 観察 
を 行い た いと 考え て いる 。 

培養 卵 の 形態 学 8 稚 な 分類 は 和泉 の 方 法 に な ら つ た 。 友 
績 は 培養 日 数 30 日 以上 の 単細胞 卵 及 変性 卵 を 末 発 育 卵 と 
し 伏見 (1950・a) の 発育 指 炒 , 及 久 津 見 の 仮定 殺 卵 率 
で 表わし た 。 1 回 の 観察 卵 数 は 100 個 と し 観察 後 は 除去 


し た 。 

2) 実験 成績 

表 3 の 如く で 何れ の 場合 も 作用 日 数 1 週間 で 既に 閉 し 
い 発 育 指数 の 低下 が 認め られ る 。 

仮定 殺 卵 素 は 表 4 の 如く で ある 。 

第 4 表 葵 便 実 験 の 培養 35 日 目 の 仮定 殺 卵 率 
1 週 間 99 100 
2 100 100 
便 池 中 の 尿 原 に 於 ける 場合 

1) 実験 方 法 


便 池 に デリ サン を 投入 し , 大 肥 析 に て 充分 に 携 拝 し 1 
週間 後 , 2 週間 後 , 3 週間 後に 再び 携 拝 し て 其 上 層 部 を 
と り 水 洗 集 卵 法 に 依り 得 た 虫 卵 を 培養 し た 。 薬 剤 作用 
中 , 家族 の 排便 且 の 波 は 自由 と し , 週間 中 に 
尿 の 流出 は 約 10 回 で 1 回 の 量 は 便 池 中 民 尿 の 約 リ : 量 で 
あつ た 。 依 て 薬剤 の 作用 濃度 は 相当 に 稀 扱 され て いる 和 
で ある 。 

2) 実験 成績 

表 5 の 如く 何れ の 場合 に 於 て も 既に 作用 日 数 1 週間 で 
発育 指数 の 低下 が 認め られ る 。 仮定 殺 卵 素 は 表 6 の 如く 
で ある 。 
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第 5 表 中 人 た 対す る 成績 ( 境 養 35 日 目 の 発育 指数 ) 


作用 発 育 卵 発育 卵 

2 0 23.2°C 1 週間 0 0 3 0 65 32 12 420 

デリ サン 21.19C 2 週間 0 0 0 40 60 0 
8 19.5°C 3 週間 5 10 0 0 50 35 40 ” 

3 21.1°C 1 週間 2 0 0 0 75 23 4 430 

デリ サン 2 19.5°C 2 週間 6 4 0 0 40 50 24 
りー 16.8C 3 週間 6 3 3 5 43 40 58 ” 

5/。>/。 26.8°C 1 週間 0 0 0 0 20 80 0 500 
24.0°C 3 週間 0 9 0 0 52 39 27 

J;。 24.7°C 1 週間 0 5 0 0 23 72 15 400 

号 23.6°C 2 週間 17 6 0 44 27 87 
21.19C 3 0 10 0 0 49 41 30 

5/3/。 26.8°C 1 週間 0 4 0 0 44 52 12 405 

デリ サン 4 号 リソー 26.0°C 2 週間 0 0 0 0 20 80 0 2 
7) 24.0°C 3 週間 0 6 3 0 49 42 30 ” 


第 6 実験 の 培養 35 目 仮定 殺 率 


ー、 作用 薬物 デン デン (その 1) (その 2) 


1 100 95 96 
2 週 間 100 90 100 
3 聞 91 90 91 
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1) デリ サン の 卵 効果 に つい て 

敬 便 実験 , 便 池 中 尿 尿 実験 の 何れ に 於 て も 其 発育 指 炎 
並 仮 定 殺 卵 率 より し て 殺 卵 効果 の ある 事 が 推定 され る 。 
然 年 ら 今 回 の 実験 で は 遇 虫 卵生 死 判定 の 為 の 観察 日 数 は 
35 日 間 で あつ た の で , 久 津 見 の 成績 も あり , 又 今 回 実験 
中 に 小宮 博士 か ら の 御 教示 も あつ た の で 今後 は 少く 共 60 
日 以上 の 観察 を 行い た いと 考え て いる 。 

2) デリ サン の 有効 濃度 に 就 い て 

現在 で は 末 だ それ を 決定 する 段階 と に は 達し て いな い 。 
向後 更に 実験 と 研究 を 重ね て 明らか に し な けれ ば な ら 
。 レ し て デリ サン の 配合 成 ある へ キシ ルレ ゾル シ 
ン 並 カプ リン 酸 に つい て , 基 環 虫 卵 殺 減 試験 に 関す る 文 
献 を 挙げ て みる と 次 の 如く で ある 。 

ヘ へ キシ ルレ ゾル シン に 依る 遇 虫 卵 殺 減 試験 に つい て は 
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Browu (1981) が 水中 豚 に対する 実験 で 濃度 0.1 
2615 分 作用 で 死 洪 し た と 報告 し , 伏見 (1950・b) は 
0.12% で は 1 時 間 で 殺 卵 する が 0.05 2 で は 24 時 間 を 経 
て も 殆 ん ど 効 果 が な いと 報告 し て いる 。 又 同 じ く 伏見 
(1951) は 88°C に 於 ける 実験 で 1.25% 以 上 な ら ば 1 時 間 
作用 で 全 卵 死 減 し , 0.12% で は 5 時 間 作 用 で 大 部 分 正常 
発育 し た と 報告 し て いる 。 松村 (1951)〉 は 0.1% で 有効 
で ある と し , 伊東 (19512 は 0.12%24 時 間 作 用 で は 殆 ん 
ど の 発育 抑制 は 認め られ な い が 0.02 は 有効 で 
ある と 報告 し て いる 。 又 松村 (1954・a) は 125 分 作 
用 , 0.05% で は 7 時間 以上 , 0.12% で は 24 時 間 で 有効 で 
ある と し し, 大 沢 (1955・a, b) は 中 人 に 対す 
る 実験 で 0.12% 1 週間 作用 で 死 減 率 2 , 2 週間 作用 で は 
死 減 率 28, 1.02 1 週間 作用 で 死 減 率 4 , 2 週間 作用 で 
は 死 率 44 と 報告 し て いる 。 水中 人 卵 対す る 
小 卵 濃度 は 5 で は 0.12% で あつ た と 。 

カプ リン 酸 に 就 い て は 竹山 (1951) が 尿 尿 中 に 含ま れ 
る 物質 の 処 虫 卵 殺 減 作 用 の ある も の と し て カプ リン 酸 を 
指摘 し , 山口 1951) は 1 の Caproin 酸 21 時 間 作 用 
で 殺 卵 効果 あり と 報告 し て いる 。 

沈降 硫黄 を 配 し た の は , 第 一 に は デリ サン を 選 尿 に 投 
入 し た 時 に 携 振 温 合 と 加え て 更に 貯溜 槽 の 底 和 沈 の に 
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役立つ よう に 願う ある 。 第 二 に は 二 硫 化 素 が 
剤 と し て 非常 に 有効 で ある が , 二 硫 化 炭 素 を 尿 尿 に 投入 
する と メル カプ タン や 硫化 水素 を 生ずる 。 布 し て 此 う ち 
硫化 水素 が 殺 卵 効果 を 挙げ る の で は な いか と 考え 選 尿 中 
に 沈降 硫黄 を 投入 し て も 同様 に 硫化 水素 を 生ずる か ら , 
之 を 配合 成分 と し て 用 いた の で ある 。 

8) デリ サン の 実際 的 応用 に つい て 

種々 の 条件 を 満足 させ る も の で な く て は な ら な い 。 

比較 的 短期 間 に 減 殺す る こ 
と 」 で ある 。 デ リサ ン は 上 記 の 各 実 験 に 於 て 作用 日 数 1 
週間 で 殺 卵 効果 を 認め る こと が が 出来 る 。 殊 に 便 池 中 の 民 
尿 に 於 ける 実験 で は 家族 の 排便 を 許し て いる の で ある か 
ら 薬 剤 作用 1 週間 目 の 検体 る 採取 する 当日 の 排便 中 の 虫 
卵 も 培養 され る 可能 性 も ある 訳 で ある か ら 薬 剤 と 虫 卵 の 
接触 さえ 確実 に な され る の で あれ ば 比較 的 短 時 日 で 殺 卵 
効果 を 挙げ 得る の で は な いか と 考え られ る 。 

第 二 に 「 肥 料 的 効果 を 損 わ な いこ と こと 」 で ある が , 之 に 
関し て は 現在 京 大 農学 部 並 滋賀 県 立 農事 試験 場 で 試験 中 
で あつ て , 現在 の 処 で は 少く と も 薄 菜 に 関し て は 薬害 は 
認め られ な いと 云う 成績 を 得 て い る 。 又 塚本 (1951) は 
し て 0.12%% で は 発芽 を 抑制 する が , 0.12% 以 下 の 濃 度 で 
は 発 を みる と 報告 し て いる こ 
尿 中 に 存在 する も の で あり , 沈降 硫黄 及 硫化 水素 は 勿論 
歌 性 を 有する が 此処 で 使用 する 濃度 で は 無害 で ある 。 

第 三 に 「 簡 易 で 取扱 い 上 危険 の 無い こと 」 で ある 。 芝 
に 関し て は 特に 案 ず る 点 は 無い よう で ある 。 

第 四 に 「 安 価 で ある と こと 」 で あぁ る 。 デ リサ ン の 実際 的 
使用 に 当 つ て は 必 尿 約 一 石 に 対し 25 g を 投入 する と すれ 
だ ば 約 50~70 円 で ある と 云う 。 工業 的 に 大 量 生 産 さ れる の 
で あれ ば 更に 安価 に と な る の で は な か ろう か 。 

第 五 に 「 季 人 節 的 影響 を 受け な いこ と と 」 で ある 。 松村 
(1955) 並 柳沢 (19g4) に 薬剤 の 殺 効果 は 作用 温 
度 の 低下 と 共に 減 田 する の で あり , 又 大 沢 は へ キシ ルレ 
ゾル シン の 殺 卵 効果 に 関す る 温度 差 の 影響 を 検 し て 0.1 
%1 週間 作用 で 死滅 率 は 5 で で は 20°C の 0s, 0.12% 2 
週間 作用 で は N20o, 1 % 1 週間 作用 で は “vo, 1% 2 
週間 作用 で は "ze。 即 90C の 方 が 5 C の 場合 より も 高い 
殺 卵 力 を 示す と 報告 し て いる 。 実際 soothdts 
必要 が ある の は 農作物 の 関係 か ふら 寒い 季節 に 於 ける 使用 
が 多く な つて 来る の で 確実 な 効果 判定 を する 為 に は 今回 
の 如く , 比較 的 高温 の 季節 に 於 て の み で な く , 更に 低温 
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の 季節 に 於 ける 実験 も 行わ ね ば な ら 如 。 低 温 の 時 期 に 於 
ける 実験 は 現在 行い つ > あ る の で 次 回 に 報告 する 予定 で 
ある 。 

第 六 に 「 薬 剤 混合 肥料 で 育て た 農作物 が な 人畜 に 無害 で 
ある と と 」 で ある 。 ヘ へ キシ ルレ ゾル シン は 既に 駆虫 剤 と 
し て 使用 され て お り , 又 松 村 (1954・b) ら は 野菜 の 薬 
処理 に 依る 感染 予防 実験 に 此 水 を 用 いて お 
り 。 デリ サン の 如く 非常 に 濃度 の 稀 薄 な も の の 混入 せる 
戻 尿 の 撤 布 に と 於 て は 之 に 依 て 育て た 作物 を 食べ て も 恐 ら 

く 薬害 は 無い と 考え られ る 。 

更に 殺 卵 剤 が 殺菌 的 に も 又 殺 明 的 に も 有効 で あれ ば 良 
い の で ある が , 之 等 に 就 て は 現在 検討 中 で ある 。 唯 到 や 
映 の 成虫 に 対し て は 恐らく 無効 で あろ うと 考え られ る 。 

に 卵 乃至 幼虫 へ の 効果 を 期待 する 訳 で ある が 現在 実施 
中 の 野外 実験 の 中 間 報 告 で は , 冬期 常に 多数 み ら れ る 上 
が 非常 に と 少 い そう で ある 。 

結 

1) ヘキシル レゾ ル シ ン , カプ リン 酸 及 沈降 硫黄 より 
成る デリ サン は 選 中 卵 減 試験 に て , 其 虫 卵 の 
培養 に 於 ける 形態 学 的 変化 か らし て 殺 卵 剤 と し て 有効 で 
ある こと と を 認め た 。 

2) デリ サン を 選 尿 に 投入 し て も 薄 菜 に 対し 其 肥料 的 
効果 を 損 う こと は な い 。 

8) デリ サン の 最 有 効 濃 度 の 決定 に 関し て は 今後 実験 
並 検討 を 加え ね ば な ら な い が , 相当 に 稀 薄 な 状態 で 有効 
で あろ うと 推定 され る 。 

4) 今回 の 実験 は 比較 的 高温 の 季節 で あつ た の で , 低 . 
温 の 季節 に 於 ける 実験 を 引続き 実施 し 報告 する 予定 で あ 
る 。 

稿 を 終る に 臨み 御 指 導 , 御 校 閣 を 賜 わ つ た 緒方 教授 に 
深 基 な る 謝意 を 表す る と 共に , 本 実験 た 関し 種々 御 懇 
第 な る 御 指導 を 賜 わ つ た 大 阪 大 学 徴 研 伏 見 , 西村 両 先 : 
生 に 本 学 胃腸 科 横田 先生 た に 誌上 ょ り 厚く 御礼 上 
ます 。 

本 論文 の 要旨 は 第 25 回 日 本 寄生 躍 学会 総会 に 発表 し 
た 。 
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Summary 


An ovocidal effect of Derisan on ascaris egg 
in feces was tested in Aug. and Sept., 1955. The 
composition of Derisan No. 1 was as follows ; 
hexylresorcin 14.4 %, capric acid 7.2 precipitate 
sulfur 78.4 %. We used 25 gm of Derisan per 180 
kg feces. Moreover, we tested the eftects of the 
Derisan No. 2, No. 3, and No. 4, which are diffe- 
rent from each other in their combination of these 
constituents. The experiment was performed on 
human feces 1? vitro and in night-soil. Periods of 
these experiments i? vitro were one and two 
weeks and those in night-soil were one, two 
and three weeks. The viability of ascaris eggs 
was determined morphological changes after the 
culture of 35 days. of the treated eggs The 
effect was denoted by the Index value of Develop- 
ment and assumptive ovocidal rate. The ovocidal 
efficacy of Derisan on ascaris egg in feces and 
urine was recognized. 
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剤 の vztzo test に 関す る 研究 


第 6 報 , Alkylresorcinol に ょ る 
の 時 間 の 分 布 様式 に つい て の 考 


伏 見 


純 一 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 , 森下 教授 ) 
(昭和 31 年 5 月 12 日 受領 ) 


さき に 私 は cyclohexylchlororesrcinol に 就 て の 実験 
観察 に と より , hexylresorcinol1 に ょ る の i vitro 
の 致死 時 間 に 関 する 諸 傾 向 は 一 般 に alkylresorcinol 系 
薬物 に 適用 され る も の で あろ うこ と と を 知 つ た 。. 

之 に て 大 体 の 傾向 は 判明 し た が , zz vitro test の 方 
法 に つき , 実際 の 駆虫 に し て の 現 の 解決 に つき 
考察 する に は , 今 迄 の 如く 致死 時 間 を 平均 値 と し て の みみ 
把握 する の で は 不 充分 で あり ,。 どう し て る も 致死 時 間 の 分 
布 状 態 を 知ら ね ば な ら な いも の と 考え られ る 。 そ を そのため 
に は , ある 濃度 の み に 相 当 多 数 の 虫 を 用 いて , 長期 間 に 
下り 致死 時 間 を 測定 し な けれ ば な ら な い 。 丁度 isohe- 
xylresorcinol が 晒 虫 駆除 剤 と し て 検討 され る こと と な 
り ,。 その isn vitro test を 行う こと と な つた の で , と の 
機会 と 上 記 の 目的 を 果 そ うと 思い , 例 数 は “ り 2ooo の み に 
て 約 870 例 を あつめ, 期間 は 約 6 ヵ月 を 費 し て こと の 問 征 
を 考察 する こと と し た の で ある 。 

I) Isohexylresorcinol に 就 て の 成績 


HO/ ペ 
iso-hexylresorcinol 

isohexylresorcinol は 上 の 如き 化学 構造 式 有 し , 
P は 68~69C, 88°C の 1 食塩 水 に は 約 の 度 
を 示す 。88°C で は hydrat 形成 に より 水中 の 不溶 分 は 油 
滴 と な る 。 ツリ zoo で は 完全 に 溶解 する 。 実験 期間 は 1950 
年 9 月 上 旬 よ り , 1951 年 2 月 に 下 つ て いる 。 観 察 を 行っ つ 
Studies on in vitro test of 


Junichi Fushimi : 


ascaricides. The distribution of lethal time of 
pig ascaris under the influence of alikylresorcinols. 
(Department Parasitology Research Institute 
for Microbial Diseases Osaka University.) 
本 報告 の 概要 は 昭和 26 年 4 月 . 日 本 寄生 虫 学会 総会 
に て 報告 され を 。 


た 日 に は , その 日 に 得 ら れ た 虫 を すべ て 無 撰 択 に 使用 し 
た 。 但 レー 頭 の 豚 よ り 数 十 も 得 ら れ た 様 な 場合 に は , 条 
件 が 偏 谷 す る の を さけ る た め , 一 部 分 し か 使用 し な か つ 

と うし て 雌 220 例 , 雄 148 例 , 計 868 例 に つい て の 致 
死 時 間 を 測定 し た 。 第 1 表 に は 性 , 体長 別 致死 時 間 の 平 
均 値 を 示し た が , 諸 種 の 点 よ り て も , 今 迄 に 得 ら れ た 
一 般 的 傾向 と 特に 異な る 点 は みとめ られ な か つた 。 


Table. 1. J200 Isohexylresorcinol に ょ る 


の 致死 時 間 

8 
Body length 

L (cm) NM MxzxMm N M Mx Mm 
5.0~ 9.9 440.0 50 35 338.0 50 35 
10.0 ~14.9 841.8 60 28 1242.5 70 25 
15.0 ~19.9 3170.5150 25 9740.0110 20 
20.0 ~24.9 6551.2155 22 3031.0 80 20 
25.0 ~29.9 7537.5 96 22 6 28.0 35 .20 
30.0~34.9 3135.2 50 22 0— — 


( 26 ) 


N number of sample 
Marithmetical mean (minute) 
lethal time 
Mmminimum lethal time 
2) alkylresorcino1 に よる の 致死 時 間 の 体長 
に 関す る 確率 密度 分 布 様式 
isohexylresorcinol の 今回 の 例 に つい て , 各 体 長 区 分 
内 の 致死 時 間 が どの 様 に 分 布 し て いる か を 示し た の が , 
第 2 表 で あり , 之 を 図示 し た の が 第 1, 2 図 で ある 。 ・ 
更に hexylresorcinol 及び cyclohexyl-chlororeso- 
rcinol の 場合 , 特に 比較 的 例 数 の 多 か つ た hexylreso- 
rcinol の り リ ssee の 場合 を 参照 に し て alkylresorcinol に 
ょ る 豚 山 虫 の 致死 時 間 の 体長 に つい て の 密度 分 布 を 概略 
推定 し ,。 之 を 等 高 線 式 に 示し た の が 第 8 , 4 図 で あぁ る 。 
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Table 2. Isohexylresorcinol に ょ る 致死 時 間 の 数 分 布 
Body length | Distribution of frequency of lethal time (minute) N 
L (cm) | 
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 10 20 30 40 50 60 70 80 90 
10.0 ~ 14.9 8 
5.0~ 9.9 0 ofz2 0 1|o 0 0 0 0 000000000|3 
| 
N-number of sample 
Fig. 1. Distribution frequencyYof lethal time Fig. 2. Distribution frequency of lethal time 
30 ト 9 sd 
©o 
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さて 第 1, 2 図 に みる 様 に , 豚 遇 虫 の 致死 時 間 の 分 布 
型 は 体長 こと ょ っ つて 相違 し て いる 様 で ある 。 即 ち 雌 雄 共 15 
cm 以上 の も の で は , 体長 が 長い 区 分 に 入る も の ほど , 分 
布 密度 の 山 が 致死 時 間 の 短い 方 へ 偏在 する 様 に な つて き 
て いる 。 こ と の 様 に 分 布 型 が 異な る と いう と と は , 結局 致 


(27 ) 


00 
LETHAL TIME (minute) 


死 時 間 と いう も の が 確率 的 に は , 成長 する に つれ て 刻々 
変る も の と 考 う べき で あろ う 3。 


即ち 5 cm の 区 分 内 の 分 布 型 は , 多く の 単位 條 布 曲線 の 


重複 し た も の を 示す も の と 見 飼 され る の で ある 。 そ し て 
その 重複 の 仕方 と よ つ て , 図 に 示し た 様 な いろ ん な 分 布 
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曲線 が 得 ら れる も の と 考え られ る 。 し か し レ 特 ら 体長 と い 
う も の は , 第 2 報 に も 一 部 の べた 様 に , 成長 度 を その ま 
ま 現 わす も の で は な い の で ある か ら , と の 5 cm 区 分 内 の 
各々 へ 入る 員 虫 の 致死 時 間 の 母 集団 の 分 布 曲 線 も , 単純 
に は 各 構 成分 布 曲 線 に 分 解 し うる も の で は な く , 複雑 な 
も の と 考え られ る 。 

殊 に 第 8 節 に の べ る 様 に , 致死 時 間 は 宿主 た る 豚 の 個 
体 に より 大 きく 変る も の > 様 で ある の で , 遇 虫 の 致死 時 
間 の 分 布 型 と いう も の は , 非常 に 多く の 要因 が 重なり 関 
与 し て いる も の の 如く , 端的 と 云 *< は し に くい も の と い 
うべ き で あろ 3 う 。 


Fig. 3. Distribution of probable density of 
lethal time (females) 
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Fig. 4 Distribution of probable density of 
lethal time (males) 
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次 に 第 8 , 4 図 で ある が , 之 は 共に 終 軸 に は 単位 時 間 
を と り , 横 軸 に は 体長 も と つて ある 。 単位 時 間 と いう の 
は , 1 を 40 分 と すれ ば 10 は 400 分 を 示す と いう と と で あ 
る 。 即 ち 雌 で 砲 致死 時 間 の 最長 の も の は , 最短 の も の の 
大 体 10 倍 で ある と いう わけ で ある 。 第 8 図 は 雌 に つい 
て , 第 4 図 は 雄 に つい て 示し て ある 。 勿 論 こ の 確率 密度 
の 分 布 と いう こと と は , 決し て 厳密 な 意味 の る も の で は な 
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く ,。 ある 程度 の 確率 の ある 範囲 と いう 漠然 と し た 意味 の 
も の で ある 。 例 えば 今 迄 の 約 1500 例 中 hexylresorcinol 
の リリ sooe に 於 て , 25~80cm の 雌 の 中 で 2 隻 の み が , この 
図 の 9 ~10 単 位 時 間 の と こと ころ に 来 た こ と が あつ た が , とこ 
うい う 例 は 考慮 に 容れ も てい ない ので ある 。 

な お 今 致死 時 間 測 定 は 一 当り 約 40cc の 薬液 
量 と し て 行 つ て 来 た も の で ある か ら , 薬物 の 虫 体内 透 入 
に ょ る 薬液 の 濃度 減少 の た め , 致死 時 間 の 伸長 は さけ が 
た いも の と 考え ね ば な ら な い 。 従 つて 致死 時 間 の 確率 密 
度 分 布 曲 線 は 時 間 の 長い 方 へ ある 程度 は 伸び て いる も の 
と 考え る 必要 が ある 。 

さて 図 に 見 る 如く 豚 の は 10~15cm の 間 ょ り 致 
死 時 間 の 分 布 上 限界 は 急 に 伸長 し , 20cm 前 後に 於 て 最長 
点 に 達し , 又 短 縮 し て 25cm 位 か ら ゆる や か に 短 か く な 
り , 大 体 40cm 附 近 が 体長 の 最長 の 様 で ある 。 

一 方 下限 界 は 図 の 如き 態度 を と り , 15cm 位 より 一 定 値 
と な り , 以後 体長 が 長く な つて も 変ら な い 様 で ある 。 

一 方 この 分 布 範囲 内 の 分 布 密 度 は , 第 1, 2 図 に 見 る 
如く , 体長 が 短い 間 は その 範囲 内 に 下り 丘陵 状 に ゆる や 
か な 分 布 を 示し , その 和 密度 の 山 が 特に 一 方 に 偏 す る と こと と 
は な い 。 と こと ろ が 15~20cm の 区 間 , 殊 に 20cm 附 近 より そ 
の 和 密度 は 致死 時 間 の 短い 方 へ 偏在 する 様 に な る 。 一 方 を 
れ に つれ て 上 述 の 如く 致死 時 間 の 上 限界 も 短縮 し て 来 

雄 で も と の 傾向 は 大 体 同様 で ある , 只 分 布 の 上 限界 が 
短 か く , 上 且 全体 と し て 分 布 限界 , 分 布 密度 の 形 が 雌 よ り 
も 体長 の 短い 方 へ 移動 , 縮 少 し た 殿 好 と な つて いる 。 致 
死 時 間 の 上 限界 は , 雌 の 10 に 対し て 大 体 6 位 で , 体長 の 
方 は 駿 の */: 位 に な つて いる 。 雄 の 入手 度数 の 多い 区 間 
は 15~20cm で ある が 之 は 体長 と 成長 度 と の 関係 より み 
て , 雌 の 18 ~ 28cm 位 に 当る も の と 思わ れる が , 図 の 致 
死 時 間 の 最長 点 の ある 体長 と 最も 入手 密度 の 多い 点 の 訂 
係 か ら み て も , と の と と は うな ずく と と が で きょう 。 

元 来 標 本 分 布 よ り 母 集団 の 分 布 型 を 推定 する に は , 本 
例 の 如き 場合 に は , まず 虫 の 盟 化 後 の 日 数 を 知り , 一 定 
成長 度 の も の に つい て 無 作為 標本 を と り , それ を 一 定時 
間 宛 薬液 に 浸し て , 各 潰 間 致死 率 (又は 生存 
率 ) を と り , それ か ら 一 定 の 計算 方 法 に より 推定 する わ 
け で ある 。 と こと ろ が 豚 目 虫 で は , 一 定 成長 度 の も の を 無 
作為 的 こと と る と いう こと こと が すでに 不可 能 な の で ある 。 そ を 
の 上 本 例 で は 連続 浸漬 法 を と り , 階段 的 浸漬 法 で は な い 
の で ある か ら , 炭 密 な 意味 に 於 ける 母 集団 の 分 布 型 の 推 
定 と いう と こと は で き な い 。 た ささ 便宜 的 と こう いう 場合 に 
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は どう な る か と いう と と に すぎ な し 

と に か く と うし て 得 ら ちら れ た 致死 時 間 の 大 体 の 分 布 型 
は , 上 述 の 如く , 体長 と に ょ よっ つて 異 つ て お り , 上 且 多く 入手 
し うる 比較 的 体長 の 長い 虫 で は その 分 布 型 は 対数 正規 型 
に 近い も の で ある と と が わか る 。 

私 は 本 観察 開始 に 当り , 母 集団 の 型 が 不明 で あつ た か 
ら , 之 を 正規 型 と 見 館 し て 観察 値 の 処理 を 行っ つて 来 た の 
で ある が , 雌 の 25cm 以 上 の も る もの で は , 大 体 に せ ょ 母 集団 
の 分 布 型 は 対数 正規 型 に 近い も の で ある と いう こと と が も ゎ わ 
か つた か ら , 今後 は 平均 値 を と る と き に は , 対数 平均 値 
を と る べき で ある と 考え る 。 

8) 宿主 個体 の 相違 と 豚 血 虫 の 致死 時 間 と の 関係 

今 迄 に 数 多く の 豚 遇 虫 に つい て alkylresorcinol に よ 
る 致死 時 間 を 測定 し て きた が , その 間 に 気 の っ いた と と 
は , 豚 の 同一 個体 と 寄生 する 遇 虫 は 外観 的 諸 形 質 並 びに 
致死 時 関 が 大 体 等 し いと いう と と で あつ た 。 そ し て 致死 
時 間 を 支配 する も つと も る 大きな 要因 は その の 宿主 
の 如何 で ある 様 に 考え られ て 来 た の で ある 。 

そ と で こと の 点 を 少し で も あき らち か に する た め に iso- 
hexylresorcino1l に つい て の 観察 を 行 つ て いる 間 に , あ 
きら か に 一 頭 の 豚 か ら 得 られ た と いう と と が わか つて い 

る 多数 の 遇 虫 が 得 ら れ た 場合 と , その 一 部 分 を isohexyl- 
resorcinol の リ 25oo に て 致死 時 間 を 測定 する と 共に , 残 
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り の も の を 以 て 宿主 別に と ょ る 致死 時 間 の 分 散 の 大 き さ を 
みる た め , 致死 時 間 の 長い hexylresorcinol の リリ see に 
て 致死 時 間 を 測定 し て た 。 

例 は 4 例 で あぁ つて , 第 1 例 は 一 頭 の 豚 ょ より 40 隻 (? は 
80 令 ), 第 2 例 は 45 令 (29 隻 ), 第 8 例 は 32 隻 て ? は 19 
隻 ), 第 4 例 は .18 隻 (? は 10 隻 ) で あり, 第 1 例 , 第 2 
例 , の 虫 は すべ て 帯 肉 紅色 を し , 第 8 例 , 第 4 
例 は 大 体 肉 紅色 乃至 帯 神 肉 紅色 を 呈 し て いた 。 

体長 の 短い も の は な く , 皮 で は 19cm 乃 至 83cm, 雄 で は 
16cm 乃 至 26cm で あつ た 。 

致死 時 間 の 測定 は , 雌 で は 任意 に 10 隻 , 雄 で は 5 隻 を 
えら ん で 行 つ た 。 致 死 時 関 が 長 い の で , 5 分 以下 の 時 間 
間隔 で は くわ し いと と は わか ら な い が , 大 体 の 時 間 を 示 
し た 。 体長 は 1 例 , 2 例 で は ? は 20~28cm。 る は 16~22 
cm, 38 例 , 4 例 で は ? は 25~80cm, $ は 16 ~ 24cm で あ 
っ だ 

その 結果 は 第 8 表 に 示し た 通り で あぁ つて , 第 8 例 の 一 
示し て いる と と が わか る 。 体長 も 相当 違う も の も ある の 

が ,。 殆 ん ど 変 ら な ない 時 間 を 示 し て いる こと と は 注目 
る べき で あろ う 。 た さく 第 8 例 で 285 分 を 示し た も の 
は , 特に 異な る 点 は られ な い の で , 何故 この 様 に 特異 
的 に 長い の か と いう と と は わか ら な い 。 


Table 3. 宿主 個体 別に ょ る 豚 申 虫 の 致死 時 間 の 分 散 の 大 きき 
On the ssoo Solution of Hexylresorcinol 


| II III IV 
ま 125 120 130 130 95 100 65 70 
2 125 120 130 130 95 100 65 70 
3 125 125 130 130 95 100 65 70 
4 125 125 130 135 95 100 70 75 
5 125 125 135 135 100 120 70 75 
6 128 135 100 70 
7 128 135 100 70 
8 128 140 105 75 
9 128 140 105 75 
10 130 : 140 285 80 
M 126.7 123.0 134.5 132.0 117.5 104.0 70.5 72.0 
UF 3.6 7.5 19.2 7.5 34079.6 82.5 26.9 7.5 


Unit is minute Marithmetical mean 


unbiased estimate of distribution 


Latin letters indicate the number of host pig. 


( 29 ) 
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と の 成績 を 第 8 報 に て の べた hexylesorcinol の soc。 
の 場合 の 成績 と 較べ て みる と , 豚 の 同一 個体 ょ り 得 ら れ 
. た 虫 が 如何 に 致死 時 間 に つ いて 均質 な も の で ある か と い 
うと と が よく ぐ くわ か る と と と 。 

之 だ け の 例 か ら た ゞ くち に 豚 遇 虫 の 外観 的 諸 形 質 並 びに 
致死 時 間 を 左右 する も つと る も 大 き な 要 因 は 宿主 の 如何 で 
ある と は 断言 で き な く と も , そう いう 推定 は 非常 に 大 き 
な 確率 を も つて いる と は 云え る で あろ う 。in vitro test 
に 於 て 二 薬 物 の 致死 時 間 を 比較 する 場合 と に は ,。 と こう いう 
艇 の 同一 個体 より 得 ら れ た 映 虫 に つい て 行う の が も つと 
や る 合理 的 で て ある と いう と と が 云え そう で ある が , た ゞ 残 
念 な こと に と の 様 に 数 多く 得 ら れる と と は 少 い し ,。 その 
時 期 が 予測 し 得 な い の で , 実用 上 に は 大 き な 期 待 は お き 
に くい 。 た くそ うい 3 うぅ 機会 は 大 い に 利 用 すべ き で ある と 
考え られ る 。 双 こう いう 現象 は 人 間 に 於 て も 見 られ る も 
の と すれ ば , 駆虫 薬 の 効力 と つい て 種々 の 問題 を 提出 す 


1) 第 1 報 ~ 第 5 報 に 互 つ て は , 2, 8 の alkyl- 
. resorcino1l に つい て , 諸 種 の 外観 形質 と 致死 時 間 の 算 
術 平均 値 と の 間 の 関係 を の べ て 来 た の で ある が , 本 報 で 
は 更に 各 体 長 区 分 内 に 於 け を 分 布 様式 と いう 見 地 よ り 逐 
を 考察 し , 既往 の 諸 知 見 を 総括 し た 。 

2) alkylresorcino1l に よる 豚 の 致死 時 間 の 分 布 
型 は 体長 , 性 別に ょ り 異 つて お り , 一 概 に は 云え な い 。 
し か し も つと も 度数 分 布 の 多い 雌 の 25~80cm の 虫 に つい 
て は , 大 体 対数 正規 型 に 近い も の と 見 仔 し うる 様 で あ 
る 。 . 

83) も つと る も 致死 時 間 の 長い 虫 は , 雌 で は 20cnm 前 後 , 
雄 で は 15~20cm の 体長 の も の の 中 に ある 。 但 し 致死 時 間 
の も つと る も 短い も の は 体長 , 性 別に 殆 ん ど 拘 りな い 。 

4) これ ら の 観察 の 期間 ( 約 1 ヵ 年) に 於 て , 豚 の 同 
ーー 個体 に 寄生 する 上 遇 虫 は , 体 色 等 の 外観 的 形質 並び に 致 
死 時 間 が 殆 ん ど 等 し ぃ 様 だ と いう こと と に 気がつい た が , 
. 之 を 簡単 な が ら あ ら た め て 検討 し て みた 。 そ の 結果 映 虫 


(30 ) 
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の 致死 時 間 の 変異 に は , 宿主 た る 豚 の 個体 の 如何 と いう 
条件 が 大 きく 関 選 し て いる も の で あろ うと いう と と が 考 
えら れる に 到 つ た 。 

する に 当り , 御 指導 御 賜っ つた を 森下 教授 に 
意 を 表す る . 
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Summary 


Following the investigations reported bsfore, 
an observation was made in order to know the 
distribution of lethal time of pig ascaris affected 
by alkylresorcinol. 

A large number of worms (368) and half an 
year were devoted to the observation which was 
carried out with a concentration, 1/2000, of iso- 
hexylresorcinol. (Table 2) 

Basing on the criticism of the results obtained 
by the present as well as previous observations, 
the mode of general distribution of the lethal 
time was estimated, as are shown in Figs. 3 and 
4, in which the contour-like lines mean the isof- 
requency lines. 

From these observations it was cleared up 
that the distribution curves of lethal time differ 
according to the sex and the length of the worms, 
and in the case of female worm, 25-30 cm. in 
length, it shows nearly the logarithmic normal 
distribution. (Fig. 2) 

It has also been known that in large number 
of cases the worms obtained from a individual 
host show a very small variance in the lethal 
time and body colour, inspite of the difference 
in their length, in contrast to the cases consisted 
of the worms from many different sources. Four 
examples are shown in Tab. 3. 


I る も の と 云う べき で あろ う 。 
ま と め あめ 
そま 
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ゥ エス テル マン 吸虫 セル カリ ャ の | 
1 
“ Mucoid glands ” に 関す る 研究 : 
千葉 大 学 医学 部 寄生 学 教室 
(昭和 31 年 5 月 12 日 受領 ) と | 


まえ が き 

ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 セ ルカ リヤ の 形態 に 関し て は 既 
に 小林 ?, 横川 吉田 及び 伊藤 等 の 優れ 
た 業績 が ある が 之 等 は 主として 生鮮 標本 或 は 生体 染色 標 
本 に お ける 所 見 を も と に し た も の で あっ た 。 然 る に 近 来 
組織 化学 的 検索 方 法 が この 方 面 に も 氷 適 用 され る に 及 ん 
で 械 多 の 新しい 知見 が 加え られ つ ゝ ある 。 特に Krui- 
denier, の メタ クロ マジ ー(Metachromasy) を 適用 し た 
セル カリ ヤマ 内 の 特殊 な 腺 組 織 で ある “Mucoid glands” 
に 関す る 一 連 の 研究 に は 注目 すべ き も の が ある 。 即ち 
Kruidenier は 種々 の セル カリ イヤ ーVirgulate cercariae 
1951, Monostome cercariae 1953, Opisthorchoid 
cercariae 1953, Non-Virgulate xiphidiocercariae 
1958 一 に 就 い て ,。 更 ら に ケリ ニッ ト 肺 吸虫 セル カリ ヤ 
(Paragonimus kellicotti) に つい て も る Toluidin Blue 
及び Thionin 等 の 色素 に 対し て メタ クロ マジ ー 一 を 起 
す 腺 組織 の ある 事 を 認め , その 形態 及び 形成 過程 を 明か 
に する と 共に , その 機能 と に つい て は 本 組織 か ら 人 分泌 さ れ 
る “Mucoid-substance” が セル カリ ヤマ 自身 の 防 人 的 役 
割 を 演ずる と 共に , 本 セル カリ ヤ が 第 2 中 間 宿 主 の 外部 
ょ り 侵 入 す る 共に , 何等 か の 役割 を 果す も の で あろ うと 
推測 し て いる 。 著者 の 一 人 横川 ? (1952) は 先 に ウェ ス 
テル マン 肺 吸 虫 セ ルカ リヤ の 第 2 中 間 宿 主 え の 侵入 経路 
と し て は , 第 2 中 間 宿 主 に と 本 セル カリ ヤ が 経口 的 に 摂取 
され て 感染 する こと と を 実験 的 に と 明か に し , 北米 種 の ケリ 
ッ ト 肺 吸虫 セル カリ ヤ が 第 2 中 間 宿 主 で ある ザリガニ = の 
外部 か ら 侵 入 す る と いう Ameel” 等 の 説 と 異な る こと を 
報告 し た 。 然し これ 以外 に は ケリ コッ ト 肺 疲 虫 及び ウェ 
Muneo Yokogawa and Hiroyuki Yoshimura: Stu- 
dies on ‘Mucoid glands’” in the cercaria of 
Paragonimus westermani. 

(Department of Parasitology, School of Medicine, 
Chiba University.) 


ステ ルマン 肺 吸虫 両 種 の セル カリ ヤ に は 向 等 形態 学 的 の 
差異 は 認め られ て 居 ら な い 。 そ こと で Kruidenier が ケリ 
コッ ト 肺 吸虫 セル カリ ヤ に つい て 観察 し た 所 見 を ,。 ウデ 
ステ ルマン 肺 吸虫 セル カリ ヤ に つい て の それ と 比較 考察 
する こと と は 極め て 重要 な 意義 の ある も の と 考え 本 実験 を 
行 つ た 。 その 結果 は ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 に つい て も 
Kruidenier の 云う “Mucoid glands” の 存在 を 確認 し 
た が , 細部 の 点 に 於 て Kruidenier の 所 見 と 異な る 所 も 
ある の で , 以下 基 の 成績 と つい て 報告 する 。 


実験 材料 並 に 実験 方 法 

a) 実験 材料 : 使 用 し た ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 セル 
リヤ は 本 吸虫 の 流行 地 で ある 静岡 県 狩野 川 流域 並 に 最近 
(1955) 著者 等 の 発見 し た 新 流 行 地 で ある 伊豆 下田 地 
方 に 於 て 採集 し た 河中 子 CSemisulcospira libertina) 
を 潰し て 得 ら れ た レデ ヂ デア (Redia) 内 セル カリ ヤ 及 び レ 
ヂ ア より 遊離 の 状態 で 貝 体内 に 存 し て いた 横川 の 所 調 成 . 
カリ イヤ (遊離 セル カリ を 用 いた 。 メタ セル カ 
リ ヤ は 上 記 流 に する モク ズブ ガニ (Eriocheir japon- 
icus) の 採 取 し た も の を 直接 針 に て 脱 
た も の 及び 大 島 法 ”, 即ち 89°C pH 8.4 の Tyrode 液 中 
に 一 夜 静 置 し て 脱 概 させ た も の を 用 いた 。 尚 脱 雷 効 虫 を 
yrode 液 中 に 数 日 間 飼 育 し た も の を る ぁ も 実験 に 使用 し た 。. 
b) 固定 方 法 並 に 固定 液 

(1) う セル カリ ヤ の 固定 法 

レ ヂ ア 内 の セル カリ ヤ を 用 いる 場合 は , 感染 貞 の 肝 虚 
か ら レ デア の み を 取出 し , これ を スラ イド に 少量 の 水 と 
共に 載せ , 解剖 鏡 下 に 針 に て レデ ア の 破り 
し て くる も の を 用 いた が , 所 調 遊 離 セ ルカ リア は 感染 貝 . 
の 肝臓 を 静か に 時 計 皿 の 水中 に 入れ て レ ヂ ア を 傷つけ る 
と と の な いよ うに し , 解剖 顕微 鏡 下 で 活 浴 に 水底 で 運動 
し て いる セル カリ ヤ を 一 匹 づ つ ピ ペッ ト に て 吸い 上 げた 
も の で レデ ヂ ア 内 の セル カリ ヤ と 混同 する 事 の な い ょ よう 和 注 
意 し た 。 セ ルカ リヤ の 固定 の 要領 は , 一 滴 の 水 と 共に セ 
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ルカ リヤ を スラ イド に お と し , カバ ー グ ラス で 被っ た 後 , 
と の カバ ー グ ラス の 四隅 に 少量 の 溶融 パラ フィ ン を 滴下 
し て , カペー グラ ス と スラ イド と を 固着 せしめ る 。 次 い 
で 薄 紙 の 小片 を 以 て カバ ー グ ラス の 一 例 よ ょ り 水 分 を 吸い 
取る 一 方 , 他 側 よ り 固 定 液 を ピペット に て 滴下 し て ゆけ 
ば , カバ ー グ ラス 内 の 水 は 完全 に 固定 液 と 交代 させ 得 
る 。 然 る 後 , 静か に 固定 液 中 に その ま > 浸漬 な し め れ ば 
月 的 を 達し うる 。 

b メタ セル カリ ヤ の 固定 潜 

脱 寺 直 後 の メ タ セ ルカ リヤ を 得る た め に は 人 工 的 に 被 
脱出 しめ る 必要 が 生ずる 。 著 者 等 は 解剖 
鏡 下 に 日 本 紙 の 如き 紙 を お き そ の 上 に 一 ケ の メタ セル カ 
リヤ を 含む 液 を 滴下 し , な る べく 余分 の 水 を 濾紙 を 以 て 
取れ ば 被 た メタ セル カリ ヤ は その 有する 
粘 閉 性 の た め に 紙面 と よく 粘 著 し て 固定 する の で , 失 敵 
の 余 鋭 な る 針 に て 被 概 の 一 部 を 突き さす と 幼虫 は 直ちに 
その 部 か ら 脱 出し よう と する 。 そ を こと で 直ちに 被 吉 の 他 敵 
を 静か に 圧 排 し な が ら ピ ペッ ト に て 一 滴 水 を 注 加 すれ ば 
比較 的 容易 に と メタ セル カリ ヤ を 肢 内 より 完 会 に 脱出 遊離 
させ る 事 が 出来 る 。 脱 電 幼 虫 の 固定 は 前 述 の セル カリ ヤ 
の それ と 全く 同じ で ある 。 固 定 液 と し て 著者 等 が 試み た 
も の は 以下 の 4 種 で ある が , 染色 に 際 し て 固定 剤 の 析出 
を 来 さ 且 染 色 成 績 の 良好 な の は アル コー 
液 で ある 事 を 認め た の で 本 実験 の 大 部 分 は と この 固定 液 を 
使用 し た 。 

固定 液 

(1) アル コー (無水 アル コー ル に 昇 
を 飽和 せしめ る ) 

(2) 昇 氷 和 水 溶液 水 昇 結 末 を 飽和 せ し 
め る ) 

(8) Carnoy 氏 液 ( 純 ア ルコ ー ル , クロ ロホ ルム , 
水 酢 酸 を 6 : 8 : 1 の 容量 に 混和 し た も の ) 

(4 塩基 性 酢酸 飽和 液 

(蒸溜 水 を 加 温 し , 充分 塩基 性 酢酸 鉛 を 飽和 せしめ 
液 で 使用 時 微 温湯 と し て 固定 に 供する ) 

c) 固定 時 間 

8 ~12 時 間 

(前 日 固定 液 に し , 翌朝 する も 差 支え 
な い 。: う 

染色 液 染色 手技 : 

染色 原液 : 0.126 Toluidin Blue アル コー 溶液 
(Toluidin Blue に 代 る に Thionin を 用 いる も 可 ) 一 
一 落 媒 と し て の アル コー ル は 80% ア ルコ ー ル と する 。 
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染色 

使用 に し て 上 記 色 原 液 を 水 と 2 へ ~ 8 倍 に 
し て 用 。 

( 猫 メ チル 縁 一 ピロ = ン 染 色 及 び Dilafield の へ マト 
キシ リン 染色 を も 併せ 行 つ た 。) 

染色 手技 : 

1) 固定 標本 を 100 ア ルコ ー ル に 況 漬 し た ま ゝ 静か 
に に 針 に て パラ フラ マ ィ ン を 除去 レ 双 方 の ガケ ラス を 静か に 離す 
と 固定 され た 材料 は カバ ー グ ラス か 又は スラ イド の 何れ 
か の 面 に 固く 附 着 し て いる 。 を こと で こと の 附 着 面 を 上 向け 
て 2~38 分 放置 する 。 か く て 標本 に 附 着 せる 昇 来 の 結 品 
は 完全 に 溶解 除去 され る 。 

2) 802, 6026, アル コー ル に 夫々 8 分 宛 
する 。 

8) 染色 液 に て 約 1~ 2 時 間 染 色 す る 。 

4) 80 ア ルコ ー ル に て 1>~ 2 分 間 分 別 。 

5) 100 ア ルコ ー ル に て 分 別 兼 脱水 し 最早 や Tolui- 
din Blue の 青色 が 標本 より に じみ 出 な い 程 度 ま で 行う 3。 

6) 1002 ア ルコ ー ル I, I に 各々 2~ 8 分 間 通 す 。 

7) キシ ロー ル に 潰し 徹 し め る 。 各々 5 
分 間 宛 行う 。 

8) 中 性 ツェ ー デ ル 油 に て 封入 し 鏡 検 する 。 
楽 色 成績 : 

“Mucoid glands” は 鮮 か な メタ クロ マジ ー を 起 し , 
赤 紫 色 に 染め 出さ れる 。 : 
虫 体 の 爾 余 の 部 分 は 色素 の 本 来 の 青色 を と つて メタ ク 
ロマ ャ ジー を 起 え な い 。 
吟味 : 

a) 固定 液 は 何れ を 用 いる る も 染色 され うる が 上 昇 永 アル 
ニー 溶液 を と 用 いる の が 最も 良好 で あつ た 。 

b) 染色 時 間 は 可 成 り 長 時 間 を か け , 奉 後 の 分 別 を 売 
分 行う 方 が 鮮明 に 染色 され , 且 叉 透 徹 封 入 に 便利 で ある 。 

( 附 メチ 緑 一 ピロ = ン 色 

(1) (2 は 前 に 準ずる 。 

8) 染色 液 に て 1~ 2 時間 染 色 

4) 1 級 ブ タ ノ ー ル ー ア ルコ ー ル に て 瞬時 分 別 す る 。 
(830 秒 ~ 1 分間 

5) 一 度 濃 紙 に て 注意 深く アル コー ル を 除去 する 。 
6) 100% ア ルコ ー ル I, I に て 瞬時 脱水 する 。 ( 約 
1 分 間 宛 ) . 

7) 濾紙 に て 注意 深く アル コー ル を 除去 。 

8) キシ ロー ル 1, 1 各々 5 分 間 宛 通す 。 

9) 中 性 シェ ー デ ル 油 に て 封入 し 鏡 検 する 。 


- 


昭和 31 年 12 月 (1956) 


世 績 : “Mucoid glands '” は 濃 紫 赤色 に 染め 出さ れる 。 
実験 成績 

1. 成 カリ ヤ の “Mucoid glands ” の 形態 の 
概要 。 

レデ ヂ デア ょ り 自 然 に 出 遊離 し た 成 ルカ リヤ に 認め 
られ る Toluidin Blue に 対し て メタ クロ マジ ー を 星 し レ 
た 腺 組 織 Mucoid glands は , セル カリ ヤ の 体 の 中 心 線 
の 両側 に 左右 対称 性 に 6 対 の も の が 前 方 は 口 吸盤 後 か 
ら 始 まり , 後方 は 尾部 附 着 線 の 到 る 規則 正 
く 極 め て 大 な る 集 塊 を な し て 存在 する 。 6 対 の 腺 組 織 の 
内 , 第 8 対 時 に 第 4 対 の 一 部 に 路 る も の は 常に 腹 吸 盤 
(Acetabulum) の 前 方 に 位置 し , 以下 は Acetabulum 
の 後方 に 位置 する 。 各 々 の 形態 は , 何れ も 西洋 弄 形 或 は 
星 芯 状 , 不正 円 形 の 塊状 を な し , 何れ も 夫々 より 後述 す 
る 導管 (duct) を 分 岐 し 有 突 起 性 を 示す 。 特 に 第 6 対 の 


如き は 細長 き 三 角形 を し , 辺 も 状 で 


形状 を と る 場合 が 多い 。 大 き さ は 一 般 に 後方 に 位置 する 
に 従 つ て 増大 し , 時 に 第 8 対 と 第 4 対 , 第 4 対 と 第 5 対 
の 夫々 の 一 部 が 相 重なっ つて あたかも ーー つの 不 規 則 な 境界 
明確 な ら ざ る 塊状 を 呈す る 事 が あり , 第 6 対 も 可 成 り に 
変異 に 富み 大 きき が 最も 大 で ある 。 芝 等 の 6 対 の 腺 組織 
か ら は 各々 特徴 的 な 導管 を 分 岐 す る が , その 状況 は 次 の 
如く で ある 。 

第 1 対 の Mucoid glands の 導管 は 極め て 特異 的 で あ 
る 。 即 ち そ の 数 も 最も 多く , 主 な る 導管 は 前 方 並 に 側 方 
に 沿 つ て 前 進 し , 走行 の 途中 に 必 々 多数 に 存在 する 導管 
の 膨大 部 , Kruidenier の 云う Mucoid 物質 の 貯溜 池 た 
る “Mucoid-reservoir ”” を 介し て , 又は 直接 に セル カ 
リヤ の 背 側 方 に 回 し て 走行 し , の 背 側 に す 
る 状況 が 明らか に 認め られ る 。 他 の 大 部 分 の る も の は 上 述 
せる が 如く 前 走 し , 口 吸 盤 の 前 縁 並 に 側 に 相互 に 関連 
を 保ち つ ゝ 口 吸 磐 の 入口 部 た る Kruidenier の 指摘 し た 
buccal cavity に 開口 する 模様 が 追究 され る 。 疾 一 部 の 
導管 は 側 方 に 走り , 後述 する 両側 部 に 散在 する lateral 
mucoid-reservoir 並 に 口 吸 磐 よ り 後方 前 側 部 に 存在 す 
る ventral mucoid-reservoir に 連絡 する も の も 認め ら 
れる 。 前 述 し た 口 吸盤 の 背 側 に 辻 回 し た も の は , 背 側 に 
散在 する dorsal mucoid-reservoir に 分 岐 す る も の が 
存在 する 。 猫 か > る Mucoid-reservoir は セル カリ ヤ の 
体 の 後方 で Mucoid glands の 第 6 対 に 対す る 部 に も 左 
右 夫 々 僅か 和 古 ら 認 め ら れ , caudal mucoid-reservoir と 
称す べき も の も 明らか に 存在 し て いる 。 
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第 3 対 の Mucoid glands は その 形態 大 いさ 共に 略 々 
第 1 対 の も の に 類似 し , 不正 円 形 若 く は 西洋 梨 形 を 星 し レ 
第 1 対 の Mucoid glands の 後方 に 位置 し 左右 対称 性 で 
ある 。 導管 も 之 よ り 分 岐 レ ー 部 は 側 方 に 一 部 は 前 方 に 
走行 し , 第 1 対 の Mucoid glands と は 直接 或 は 間接 に 
連絡 し , 或 は 上 述 の lateral mucoid-reservoir 及び 
ventral mucoid-reservoir に 人 分岐 し , 更 ら に 之 等 を 介 
し て 細 導 管 は 側 前 方 に 走行 辻 回 し , dorsal mucoid- 
reservoir に 注ぐ る の も 追究 され る 。 lateral mucoid- 
reservoir は 次 ぎの 第 8 及び 第 4 対 の Mucoid glands よ 
り 数 多 の 導管 を 受け て セル カリ ヤ の 側線 に 治っ つて 長 秩 円 
形 , 有 突 起 不正 円 形 の 塊状 を 呈し て 島 只 状 に 配列 し , 等 
相互 の 連 細 に つて 行わ れ て いる 事 が 解る 。 

第 8 対 及 び 第 4 対 の Mucoid glands は Acetabulum 
の 前 方 に 位置 し , 上 述 し た 導管 を 以 て 左右 略 々 対称 性 に 
lateral mucoid reservoir に 人 分岐 し て いる 。 第 5 対 の 
一 部 の 導管 は Acetabulum の 側 方 に 分 岐 す る も の も 認 
め ら れる 。 第 6 対 の Mucoid glands は Acetabulum 
の 後方 で ventral groove の 側 縁 に 囲 続 す る が 如く 位置 
し その 形態 は 先述 し た 如く 逆 三 角形 を , 辺 も 
歯 状 に し て 奇異 な 感 を 与え る 。 少 数 征 ら 之 よ り 導 か れ た 
吉 管 は 左右 対称 性 に 夫々 の caudal mucoid-reservoir 
に 連絡 する も の が れる 。 (Plate 及び 

以上 の 所 見 は セル カリ ヤ を 凡 て 腹 側面 より 平面 的 に 観 
窓 し た る の で あつ て , 之 等 Mucoid glands, mucoid- 
reservoir 及び 導管 (duct) の 立体 的 位置 を 見 ん が た め 
に は 之 等 の 側面 像 に 依ら ち ね ば な ら な い 。 地 に し て 履 々 標 
本 中 に セル カリ ヤ の 側面 位 に 固定 され 得 た セル カリ ヤ の 
多数 が 認め られ , 何れ の 場合 も 等 の 腺 組 織 は セル カリ 
ャ の 体 の 中 心 軸 よ り 前 方 に 位置 し て いる 事 が 確認 され , 
後述 する Mucoid glands の 形成 過程 に と 於 ける 所 見 も 赤 
全く 同一 で ある 事 を 知り 得 た 。 (Plate I の 2, 8, 4 
及び Plate I の 8) 

2. 末 成 熟 セル カリ ヤ の Mucoid glands 形成 過程 の 
概要 

解剖 鏡 下 に 種々 の 発育 階 程 に ある レ ヂ の 針 
に て 破り 洲 出 せる セル カリ ヤ 群 に つい て 観察 すれ ば , 種 
々 な る 発育 段階 と 於 ける セル カリ ヤ の Mucoid glands 
の 形成 過程 の 概要 を 追究 する 事 が 出来 る 。 即ち レデ ヂ デア か 
ら 洗 出 せ そし め た セル カリ ヤマ の 内 , 極め て 未 熟 な も の に 於 
いて は 未だ 全く Toluidin Blue (又は Thionin) に 対 
し て メタ クロ マジ ー を 示す 物質 乃至 組織 の 存在 し な い 事 
が 明らか で ある 。 従 つて か > る セル カリ ヤ の 極め て 未 部 


. 
3 


452 


で ある と いう 判断 に は セル カリ ヤ の 大 き さ , 及び 形態 の 
みな ら ず , Toluidin Blue (又は Thionin) に 対す る オ 
ルト クロ マチ ツク (Orthochromatic) な 強 染色 性 , 及 
び Dilafield の へ マト キシ リン 単 染色 に ょ る 対照 標本 , 
並 に メチ ルル 緑 一 ピロ = ン 染 色 等 に よる 染色 成績 か ら 検 対 
を 加え る こと こと が よい 。 や > 発育 し た 段階 に お ける セル 
カリ ヤ 内 に は 辛うじて Mucoid glands の 原 基 と も 称す 
べき 物質 塊 が Acetabulum の 上 部 或 は 側 部 に , 時 に そ 
の 背 側 部 に 出現 し 始め , 突起 を 有する 星 花 状 形態 を 星 す 
る 2~38 人 箇 の メタ クロ マジ ー を 示す 組織 が 認め られ る 様 
に な る 。 耐 か も メタ クビ ロマ ジー を 示す 染色 性 は 不 均等 に 
し て 粗 な る 天 粒 状 を 旦 し , 染色 性 も 概して 弱い 。 か ゝ る 
組織 の 原 基 は 次 第 に 大 き さ を 増大 し 可 成 り 太 い 容 起 を 出 
し 導管 の 原 基 を 形成 する に 至り , 次 第 に 星 世 状 乃 至 紡 舞 
形 の Mucoid glands の 完成 され た 形態 に 近く 発育 し , 
突起 も 赤 太 く 短 きも の の 数 を 増加 する に 至る 。 か ゝ る 時 
期 に 至れ ば , その 法 色 性 も 均等 に し て 鮮明 な メタ クロマ 
ジー を 示す に 至る 。 更 ら に 発育 せる セル カリ ヤ で は 新 く 
前 述 し た 如き 腹 側 部 に ventral mucoid-reservoir 及び 
lateral mucoid-reservoir の 塊状 染色 物質 が 出現 し 散在 
する 様 に な る 。 然 し 征 ら その 形態 も 不正 形 滴 状 を な し 数 
も 。 更 ちら に 成就 すれ ば Mucoid glands は その 大 き 
を 増し 有 性 の 太く 且 短 い 導管 は 寧ろ 退化 
し , 之 れ に 代 る に Mucoid glands より 直接 繊細 な 数 多 
の 細 導 管 が 発達 し , 特に 第 1 対 の Mucoid glands に 由 
来 す る 導管 は 上 述 の 如き 一 見 複雑 で は ある が 載 然 と し た 
走行 を 取る に 至る 。 か くし て 次 第 に 成熟 段階 に 移行 する 
に 従 つ て Mucoid glands は 形態 並 に 大 き さ を 完成 する 
状態 が 確認 され る 。 (Plat 1 の 2, 8, 4 及び Plate 
の 6, 

8. 分 泥 相 に 於 ける セル カリ ヤ の 観察 所 見 : 

セル カリ ヤ の Mucoid glands が その 必要 に 応じ て 内 
容 物 で ある Mucoid-substance を 分 泌 す る で あろ う 事 は 
当然 考え られ る 所 で ある 。 著 者 等 は 上 述 せ る 実験 標本 の 
中 に レ ヂ ア よ り 海 出し た セル カリ ヤ , 或 は レデ ア 内 セル 
カリ アァ の 或 る も の に 於 いて , 比較 的 多数 に その 体 表面 に 
メタ クロ マジ ー を 示す 慢 性 乃至 微細 状 に 染色 され 
た Mucoid-substance の 出現 する こと を 必 々 認め る 事 が 
出来 た を が, その 分 泌 像 に 可 成 り 特徴 的 な 所 見 が 得 ら れ 
た 。 こ とこ に 意 すべ き は か る 未成 セ ルカ リヤ に 見 
られ る 分 泥 相 は 必ず し も 生理 的 な 分 泌 相 で ある と は 言 
い 難 く , 常識 的 に Mucoid glands の 完成 され た 成熟 
セル カリ イヤ に 就 い て 充分 に その 機能 を 発揮 出来 る る の で 
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ある と する な ら ば , 寧ろ 話 々 標本 中 に 見 られ る レデ ヂ ア 店 
の 未成 熟 な セル カリ ヤ に 於 ける Mucoids-substance の 
分 泌 は , 生理 的 な 分 泥 相 と 云う より も 実験 操作 に よ ょ る 機 
de 感受 し て の 特殊 な 要因 に ょ っ つて 起 

され た 分 泌 像 を る 俳 せ を 考 典 し な い 訳 に は いか な い 。 と も 
完成 に 近 き セル カリ ヤ の 分 泌 像 と は 可 成 り 著 明 な 差異 が 
認め られ る 。 即 ち 前 者 に 於 て は Mucoid-substance は 
セル カリ ヤ の 体 表面 に ん ど セ ルカ リヤ を が 如 
く , Kruidenier の 云う 封入 され た (envelopmental) 状 
態 で 認め られ , 限局 的 な 濃 染 部 は 認め 難い の に 対し て , 
後者 に 於 て は 夫々 完成 され た Mucoids glands の 導管 
(ducts) を 通じ て , 或 は mucoidreservoir を も 関与 し て 
分 泌 さ れる が 故に , その 上 部 に 於 いて は Kruidenier の 
述べ る 口 部 の 開口 部 た る buccal cavity に 分 
六 さ れる で あろ うか ら こ と の 想定 を 裏書 きす る が 如く , と 
の 部 に 特に 強 染 性 mucoidsubstance の 貯留 が 見 られ 
る 。 同様 に 体 中 央 部 及び 後方 に 於 いて は 恐らく 第 4 , 第 
5, 第 6 の Mucoid glands 及び それ に 附属 する laterat 
及び caudal mucoidreservoir か ら 分 泌 さ れる mucoid- 
substance は , 大 部 分 が ventral groove に 集積 する 千 
で , 之 れ も 赤 所 見 が 乏 れ に 裏 府 け を 与え て いる 。 即ち と 
の 二 箇 所 に 就 い て は 最も 高度 に 見 られ る が , 更 ら に 或 者 
に 就 い て は セル カリ ヤ 頭 部 両側 辺 縁 , 体 表側 緑 等 に 強 染 
する も の も 存在 する が , Mucoid glauds の 分 布 , 形態 
な から 理 解 出来 る も の と 考え られ る 。 ((PlafeI の 5, 6 
及 Plate I の 9) 猫 か > ゝ る 強 染 部 位 を も つ セ ルカ リヤ 
は 同時 に 体 表 面 は 所 調 envelopmental な mucoid- 
substance の 膜 に より 包ま れ て いる の が 通常 で ある 。 
と ゝ に 注目 す ぶ き は Ameel (1934) 及び Kruidenier 
が が 記載 し た セル カリ ヤ の 人 後 端 よ り 紐 状 の “" Mucoid st- 
rand”” も し く は “Mucoid tether ”” と 称す る も の の 
存在 に 対す る 疑義 で ある 。 即 ち 著 者 等 は 本 実験 標本 を 詳 
細 に 観察 し た が , か ゝ る 物質 の 存在 する セル カリ ヤ は 一 
箇 す ら 認 め ら れ な か つた こと と で , これ に つい て は 後に 紫 
か 考 拉 を 試み る 積 り で ある 。 

4 : メタ セル カリ ヤ に 於 ける 観察 成績 : 

脱 雷 直 後 の ス タ セ ルカ リヤ に 於 ける 実験 に は 実験 方 法 
の 項 で 詳 述 し た 方 法 に ょ よ つて えた 幼虫 を 用 いた 。 次 ぎ に 
脱 井 操作 (大 島 法 〕) を 行 つ た 幼虫 を Tyrode 液 中 に 数 
日 間 飼 育 し た も の に つい て る ゃ も 同様 に 染色 を 施し , 両者 を 
観 窒 し た が 何れ も Toluidin Blue (又は Thionin) に 対 
し て メタ クロ マジ ー を 示す 物質 乃至 組織 の 存在 を 証明 す 
る と と が 出来 な か つた 。 
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者 接 


先 に Kruidenier は Pomatiopsis lapidaria か ら 得 
れ た ケリ コッ ト 肺 吸虫 セル カリ ヤ の 体内 に , Toluidin 
Blue 及び Thionin 応対 し て メタ クロ マジ ー を 示す 
組織 の 存在 する 事 を みとめ , その 形態 を 明らか に し , 
“ Mucoid glands ” な り と し , その 形成 過程 の 研究 に 
及 ん だ 。 著 者 等 は こと > に ケリ コッ ト 肺 骸 虫 の それ と 比較 
する た め に , ウェ ステ マン 肺 吸虫 セル カリ ヤ を 取り あ 
げ , セル カリ ヤ 内 に は ケリ コッ ト 肺 吸虫 セル カリ ヤ の 
それ と 同様 の 態度 を 示す 極め て 特異 的 な 構造 を 有する 
Mucoid glands の 存在 する と こと を 確認 し , その 形態 を 
明らか に し た 。 柄 も 一 見 複雑 に 見 える か ゝ る 腺 組 織 は , 
セル カリ ヤ の 可 成 り 幼 若 な 時 期 に 於 いて 既に その 原 基 が 
出現 し , セル カリ ア の 発育 階 程 に 応じ て 次 第 に 完成 し 極 
め て 整然 と 且 規 則 正しき 構造 を 完成 し て 行く も の で ある 
と と を 追究 する 事 が 出来 た 。 上 且 赤 之 等 の 附属 器官 及び 導 
管 も 赤 そ の 位置 的 関係 及び 走行 形態 等 特徴 的 な も の が 
あり , 何れ も 立体 的 位置 を 決定 する こと に 成功 し た 。 之 
等 Mucoids glands は 本 来 そ の 内 容 物 で ある mucoid- 
substance を 分 泌 す る 事 に 依っ つて その 意義 が 認め られ る 
る ゃ の で , 更 ら に セル カリ ヤ の 分 泥 相 に 於 いて も 孤 か 知見 
を 得 た 。 と ゝ に 興味 の ある の は メタ セル カリ ヤ に か く ゝ る 
腺 組 織 の 存在 し な い 事 で , セル カリ ヤ に 特有 の も の で 
ある と いう 事実 で ある 。 元 来 生体 内 の Mucopoly- 
saccharide も し く は Mucoprotein の 生 機 的 意義 に 関 
し て は 未だ 明らか に 解明 せら れ て いな い 点 が 多い 。 従 つ 
か > ゝ る 物質 の 存在 が セル カリ ヤ に 如何 な る 意義 を 有 
する も の で あぁ る か は 遣 民 ら 憶測 の 域 を 脱し 得 な い 。 
Kruidenier に よれ ば , セル カリ ヤ 全 表面 に 分 泌 さ れ た 
mucoid-substance 乃至 Mucoid sheath は その 有する 
物理 化学 的 な 特性 と に よっ つて , その セル カリ ヤ の 民 境 と す 
る メ ヂ ウム に 於 ける 小 透 圧 的 条件 , 機械 的 影響 , 或 は 蛋 
白 分 解 酵素 等 に よる セル カリ ヤ に 不利 を もたらす 諸 条 件 
に ょ く 適 応 せ しめ, セル カリ ヤマ 自体 を 防 貸し , 或 は 抗 酵 
素 的 (antienzymatic) 役割 を 与え る と 共に , ケリ コッ ト 


肺 吸 虫 セ ルカ リヤ に 見 られ た と する “Mucoid strand ” 
若しくは “Mucoid tether ” の 存在 を 重視 し , セル カ 
リヤ の 第 2 中 間 宿 主たる ザリガニ = (crayfish) に 附 着 し 
て 感染 を 全う する の に 好都合 を ちえ て いる も の と 述べ て 
いる 。 何 れ に し て も Mucopolysaccharide 若く は Mu- 
coprotein は その 分 子 中 に は 一 般 に N-acetyl 化 さ れ た 
Hexosamine 


NHCOCH, 

の 存在 する 事 が 明らか に きれ て いる か ら , 一 般 に 組織 化 
学 的 に 他 の 多く の 細 若 く は 組織 内 に 見 出さ れる 該 物 質 
が , その 機能 と 密接 な 関係 を 有 し て いる 事 が 明らか に さき 
れ て いる 現在 。 セ ルカ リヤ マ 内 に も 了 同 様 の 物質 が 見 出さ 
れる と いう 事 は 極め て 興味 が あり , 一 方 Kruidenier の 
いう が が 如き 単に protective な 役割 の み と は 考え 離 く , 
恐らく は セル カリ ヤ に 対し て 何等 か の 生 機 的 乃至 は 生物 
学 的 (biochemical or biological) な 意味 を 有 し て いる 
も の で は な か ろう か 。 の みな ら ず こと ゝ > に 注目 すべ き は , 
第 2 中 間 宿 主 で ある ザリガニ = に 附 着 する に 好都合 を 与え 
る と する “Mucoid strand の 存在 は く と も ウェ 
テル マン 肺 吸 虫 セ ルカ リヤ に は 全 伏 認め る 事 が 出来 な か 
つた 事 で , 先 き に 横川 ? が 肺 吸虫 セル カリ ヤ の 第 2 中 間 
宿主 え の 移行 に 関す る 実験 に 於 いて 証明 し た 如き 事実 を 
想起 する な ら ば , 極め て 興味 の ある と こと ころ で あろ 5 う 。 即 
ち , か > る 附属 器官 の 必要 性 は 准 も 存在 し な い 事 が 解 
る 。 

以上 を 要約 すれ ば , “Mucoid glands ” は セル カリ 
ヤ に 特有 な 腺 組 織 で あり , その 形態 は 特異 性 を 有 し , そ 
の 形成 過程 は セル カリ ヤ の 発育 過程 と 関連 し て 完成 され 
る も の で あり , 恐らく は セル カリ ヤ に 対し て 防食 的 役割 
を 果す と 共に , 何等 か の 生 機 的 乃至 生物 学 的 意義 を 有 す 
る も の で ある こと と が 推定 され る 。 


ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 セ ルカ リヤ の “' Mucoid gla- 
nds ” に 関す る 実験 か ら 次 の 結論 を 得 た 。 

(1) ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 セル カリ ヤ に は Toluidin 
Blue, Thionin 等 の 色素 に 対し て メタ クロ マジ ー を 示す 
腺 組 織 "Mucoid glands '” の 存在 する 事 を 確認 出来 
た 。 

(92) “Mucoid glands ”” の 形態 は 本 吸虫 セル カリ ヤ 
に 特有 で , 体 の 中 心 軸 に 対し て 左右 対称 性 に 6 箇 宛 存在 
し , 等 に 附属 する 導管 (duct) 及び mucoid-reservoir 
の 走行 , 位置 , 形態 等 に つい て も 興味 ある 知見 を 得 た 。 
猫 之 等 の 腺 組 織 の 総 て は 体 の 中 心 軸 に 対し て 。 セル カリ 
ヤ の 前 半 部 に 認め られ , その 立体 的 位置 に つい て も 明 
ら か に する 事 が 出来 た 。 

(8) Mucoid glands は 極め て 未成 セル カリ 
ヤ に は 未だ 発生 ず , 一 定 の 発育 段階 に 達し た セル カリ 
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ヤ に 出現 し 始め , その 成熟 と 共に 発育 完成 され , 両者 の 
間 に 秘 接 な 関連 性 が 認め られ た 。 

(4) 分 泌 相 に 於 ける mucoid-substance の 出現 部 位 
に は 特徴 が 見 られ た 。 

(5〕) “" Mucoid glands '” は メタ セル カリ ヤ に は 発見 
さき れず, 従 つ て セル カリ ヤ に 特有 な 腺 組 織 で ある こと と が 
解っ つた 。 

(6) Ameel, Kruidenier の 指摘 し た セル カリ ヤ 尾 部 
に 見 られ た と する “' Mucoid strand ” は 見 出す 事 が 出 
来 ず , 従 つ て mucoid-substance が か ゝ る 形 に 於 いて 第 
2 中 間 宿 主 え の 移行 に 直接 的 な 意義 を 有する も の で な い 
と と は 注目 すべ き で ある 。 

(の “Mucoid glands” の 機能 は その 内 容 た る 
Mucoid-substance の 物理 化学 的 作用 に ょ り 。 セル カリ 
ヤマ に 対し て 防 側 的 役割 を 果す の みな ら ず ,。 セル カリ ヤ の 
発育 及び 爾 後 の 進 展 に 何等 か の 生 機 的 乃至 は 生物 学 的 な 
意義 を る も 有 し て いる も の と 考え た い 。 
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Summary 


The histochemicai and morphological studies 
of Mucoid cells’”’ Mucoid glands of cer- 
cariae of Paragonimus westermani were conducted 
in order to compare with those of cercariae of 
P. kellicotti in the manner described by Dr. Krui- 
denier. It was found that the glands of the 
cercariae of P., westermani were nearly homo- 
logous to those of the cercariae of P. kellicotti ; 

1) The six pairs of ‘'' Mucoid glands ”’ are dis- 
tributed parallel to the midventral axis of the 
mature cercariae. Many ducts and the reservoir 
of mucoid substance — mucoid reservoir — which 
were connected to the mucoid cells were clearly 
seen in the ventral part of the cercaria to its 
central axis. 

2) ‘' Mucoid cells’”’ were not found in extre- 
mely immature cercariae which were removed 
from the young second generation rediae. 

The formation of the ‘‘ mucoid cells ”’ seemed 
to be closely related to the grade of development 
of the cercariae. 

3) The situation of the appearance of ‘** mucoid 
substance ”’ in the secretion stage were charac- 
teristic. 

4) Mucoid strands or Mucoid tethers in 
the tail part of the cercariae of P. kellicotti which 
were believed to have the function of contact 
with the second intermediate host by Ameel and 
Kruidenier were not found in the cercariae of P. 
westermani. 

It is very interesting to recall the experiment 
on the invasion of the second intermediate host 
of P. westermai by M. Yokogawa (1953), one 
of the authors. Yokogawa reported that the 
route of invasion of the cercariae of P. Wester- 
mani into the crustacean host was made clear by 
successfully feeding cercariae to the crustacean 
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host. 

5) '' Mucoid glands ’’ and their appendix were 
not found in the excysted metacercariae. The- 
refore '' Mucoid glands ’”’ would be the special 
organ of the cercariae. 


Explanation of Plates 


The formation of Mucoid glands in the 
cercariae of Paragonimus westermani. 
(All drawings were made from many prepara- 
tions fixed in mercury bichloride alcohol 
and stained in Toluidin blue.) 


Plate I 
Explanaton of Figures 


l: Mucoid glands in the mature cercariae of 
Paragonimus westermani. 
2-4: The formation of Mucoid glands in the 
various stages of the development. 

5-6: Secretion stages from Mucoid glands. 
(Mucoid glands and their ducts were stained 
in Toluidin blue metachrorsatically. 

The scale indicates 20 microns.) 


Abbreviation 


.: Stylet 
Os.: Oral Sucker 
Ac.: Acetabulum 


Plate I 
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Mg.: Mucoid glands 

Dm.: Dorsal Mucoid reservoir 

Ta.: Tail 

Vm.: Ventral Mucoid reservoir 

Im.: Lateral Mucoid reservoir 

Cm.: Caudal Mucoid reservoir 
d.Mg.: Duct from Mucoid glands 


Plate II 


(All photographs are contact prints of nega- 
tives produced by the enlargement of positive 
color transparencies; their magnifications are 
approximate. ) 

1-2: Mucoid glands of mature cercariae of Para- 
gonimus westermani. 

3: Ducts of Mucoid glands in anterior part of 

mature cercariae. 

4-5: Mucoid glands of mature cercariae. Note 
ventral, dorsal and lateral Mucoid Reser- 
voirs. 

6-7: The formation of Mucoid glands of imma- 
ture cercariae. 

8: Lateral view of Mucoid glands of imma- 

ture cercariae. 

9. Discharging stage of Mucoid glands. 
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犬 4ncyZostoma caninum 成虫 の 
2 vtro で の 行動 に 関す る 研究 


安 岡 一 
(国立 予防 衛生 研究 所 等 生 貝 部 ) 
(昭和 31 年 5 月 12 日 受領 ) 


まえ が き 種々 の 温度 に お ける 自発 運動 停止 時 間 


鋼 虫 成虫 の 行動 に 関し て は , 西 (1988) ” の in vivo 飼育 容器 と し て D 3.5 カ レル マフ マラス ご を 用 い , 種々 の 
で の 観察 が ある が , 以来 生体 外 飼 育 が な され な か つた た 温度 下 で 自発 運動 が な く な る きま で の 時 間 を 測定 し た 。 鋼 
め に , sz vitro で の 行動 に つい て の 記載 は 全く な い 。 等 虫 は 1 回 の 実験 と それ ぞ れ 10 個 体 を 用 い , 運動 の 状態 は 
者 は さき に 佐藤 , 小宮 ら と 共に 犬 釣 虫 成虫 の 生体 外 飼 育 弱 拡 大 の 倒立 顕微 鏡 を 用 いて 観察 し た 。 

を 試み , 87C の 犬 血清 中 で 雄 虫 の 最長 生存 期間 35.5 日 , 自発 運動 が 消失 する まで の 時 間 は , 46C で 8 1.8 分 , 
平均 24.2 日 , 雌 虫 の 最長 84.5 日 , 平均 68.2 日 で , し か も ゃ "8 分 ,。 44C で 8 8.5 時 間 , ? 8.0 時 間 と 2C の 温度 療 
飼育 初期 に は 交尾 が 行わ れ , 雌 虫 は 飼育 開始 後 8 週 まで で いち じ る し い 差 を 示し , 42C 以 下 で も 温度 の 下降 と 共 
受精 卵 を 産出 する とこ と を 報告 し た 。 ? 叉 。 一 方 人 工 合成 と その 自発 運動 時 間 は 延 長く され , 28C で は 8 181 時 間 , 


育 液 と し て 
し て Hrebe eol. に 0:5 Fig. 1 The time-interval from the beginning 


添加 し た medium 中 で , 28C で は 雄 虫 は 最 of the test until the worm showed no 
長 9.5 日 , 平均 8.2 日 , 雌 虫 は 最長 21.5 日 , 平均 12.0 日 spontaneous movement at various te- 
まで 生存 させ 得る こと を 見 出し た 。 こ の よう に 多 虫 成虫 mperatures of the solution. 

Survival time 


を iz vitro で , ある 期間 生存 させ る こと と に 成功 し た の 
で , 筆者 は 犬 釣 虫 成虫 の x vitro で の 行動 に つい て 種 


々 の 実験 的 研究 を 行っ つた 。 6 上 
4 上 

材料 お よび 方 法 よ 

犬 多 虫 感染 仔 虫 100~ 150 個 体 を 生後 2 ヵ月 の 犬 に 径 uo 
口 感 染 さ せ , 4 週間 後 小腸 を 誠 出 し , 87C の Krebs 8L 


Ringer bicarbonate sol. (pH 7.4) 中 で 切開 し て 得 た § 


6 
成虫 を 用 いた 。 8 邊 
飼育 medium と し て Krebs Ringer bicarbonate 
sol. に と な る よう 添加 し , 更に Peni- § ) 
cilline 500 u/cc, Streptomycine 100 rlcc お ょ び De- 8 al 
hydro acetic acid 50 g/cc を 加え , 西 は 7.4 に 調整 レ & 
た 。 て その 他 の 方 法 の 細部 に わた つて は , 各 章 に お いて 人 述 台 
べ る と と する 。 
Kazuo Yasuraoka: Behavior of Ancylostoma 20 
caninum in vitro. C。 0 2 3 
(Department of Parasitology, National Institute Log (Duration of maintaining movements in 
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310 時 間 と 最大 値 を 示し た 。 そ を し て それ 以下 の 温度 で 
は 再び 自発 運動 時 間 は 短縮 し , 20 で で は る 8 1 分 50 秒 , 2 
2 分 40 秒 。 そし て 19 で で は ほとん ど 投 入 直 後に 運動 は 消 
失 し た 。 温度 と 自発 運動 停止 時 間 の 対数 値 と の 関係 は 図 
1 に 示す 通り で ある 。Krebs Ringer bicarbonate sol. 
十 0.5% の 8 中 で は , 24 時 間 以 内 に 虫 の 運 
動 は 削 出 直後 と ほとん ど 変 らち な いか ら , 比較 的 短 時 間 に 
認め られ る 運動 の 停止 は 温度 の 影響 と よる も の と 考え ら 
れる 。 そ を し て こと の よう に 成虫 の 運動 の 温度 範囲 が , 自由 
生活 期 仔 虫 の それ に くら べ て せま く , そし て 6 て ~ "© 
高温 部 と ずれ て いる の は , 成虫 が 恒温 動物 の 腸管 内 と い 
う 陣 境 に 生存 , 適応 し て いる と と に 基 因 する と 考え られ 
る 。 

低温 の 場合 は 自発 運動 が 停止 し て も ,。 それ を た くち に 
死 と 判定 する こと は 出来 な い の で あつ て , た と えば 19C 
の 飼育 液 中 に 投入 する と ほとん ど 直 後に 運動 は 見 られ な 
く な る が , 数 時 間 後に 再び 87'C に も どす と 活 浴 な 運動 を 
眉 復 する の を 認め た 。 自 発 運動 停 止 時 間 と 生存 時 間 の 相 
異 を 各 温 度 で 比較 し た の が 図 1 の 点線 で 示し た 部 分 で , 
82°C 以 上 で は 両者 の 差 は 小さ く ,。 すなわち 自発 運動 が 停 
止 し て か ら 短 時 間 の うち に 死 減 する 。 し た が つて 数 値 の 
対数 を と る と 両者 は ほとん ど 一 致し た 。 そ し て 32°C 以 下 
で は その 差 は 次 第 に 大 きく な り , 対数 値 を 比較 し て も 差 
が 認め られ る よう に な つた 。 

Lamson お よび Brown (19836) は , 生死 判別 
に あ た つ て , 60°C の 液 中 に 投入 し て 自発 運動 の 有無 を 見 
る と と を 提唱 し た が , 板東 , 石崎 (1952 う ” は 60C で の 和 虫 
の 自発 運動 停止 時 間 は 平均 5.8 秒 で , その 間 に 見 られ る 
わずか の 運動 も 自発 的 な 運動 で ある か どう か 疑わ し いと 
述べ て いる 。 そ と で こと の 点 に 関し て 釣 虫 で は どう ぅ か を 調 
べ て みた 。 釣 虫 る ? 6 対 を 60°C の 液 中 に 投入 する と , 一 
を 収 せる 運動 が 見 られ た が , ほとん ど 直 後に 
例 共 運動 は 消失 し 伸展 し た 。 し た が つて 自発 運動 停止 時 
間 は 測定 し 得 ず , 投入 後 5 秒 で 87C の 液 中 に も ど し て も 
運動 は 全く 硫 復 し な いこ と か ら 投 入 直 後に 見 られ た わ ず 
か な 運動 が 果して 自発 運動 で ある か 否 か 相当 疑問 の 余地 
が ある と 考え られ る 。 し か し 熱 あ る い は 薬剤 等 に よっ つ て 
明らか に 死 減 し た 虫 体 を 投入 し た と き は 全く 運動 が 認め 
られ な い の で , 生死 の 判別 に は と の 方 法 を 用 い 得 る と 考 
えら れる 。 一 方 枝 端 な 低温 と し て 0°C の 液 中 に 投入 する 
と や ゃ やはり 直後 に 虫 体 は 伸展 し , 運動 は 見 られ な く な つ 
た 。 し か し 38 時 間 後 に 再び 87C に も どす と , 運動 を 硫 復 
する も の な お ぉ 1 例 あ る の を 認め た 。 


(40 ) 


運動 量 に だ よ ぼ す 温 度 の 影 絡 

筆者 は さき に 仔 虫 の 運動 量 を 頭 端 の 動 あぁ ら む 
すこ と と を 提唱 し た が , 成虫 に つい て る を も 同 様 に , 頭 端 の 
扶 動 10 回 に 要する 時 間 を 測定 し , これ を 運動 量 と し て あ 
ら わ すこ と と に し た 。 成虫 る ? 5 対 を 1"C 間 隔 の 所 定 の 温 
度 を 示す 液 中 に 投入 し , 扶 動 10 回 の 所 要 時 間 を スト ッ プ 
ウツ オッ チ で 測定 し , その 平均 値 お よび 標準 偏差 を 算出 し 
た 。 (第 1 表 ) 。 成虫 の 実験 前 の 適応 温度 は すべ て 28"C, 
1 回 実験 に と 用 いら れ た 材料 は す て ゝ >, 各 温 度 に お いて 常 
に 新しい 材料 が 用 いら れ た 。 

Table 1. The time required for ten strokes 


of head of Ancylostoma caninum 
in several temperatures. 


Time required for ten strokes of head 
Tempera- $ 


ture Average Standard Average Standard 
(Sec.) deviation (Sec.) deviation 
29 — — — — 
30 37.4 15.37 30.5 10.04 
14.10 26.4 7.62. 
22 26.2 4.72 3.54 
33 19.9 2.83 20.7 2.10 
34 17.2 2.42 20.3 2.05 
35 14,5 2.72 16.7 1.99 
36 1.30 15:3 1.08 
7 12.0 1.41 16.1 1.22 
38 11.9 1.18 14.4 0.90 


前 述 し た よう に 成虫 は 20C 以 下 で は 全く 運動 せ ず , 21 
°C へ ~28°C 附 近 か ら か すか な 頭 端 の 模索 運動 を 見 せる が , 
体位 置 の 移動 は 全く 認め られ な い 。25°C~29C で は 体位 
置 は わずか に 移動 する が , 不 規則 な ノ フタ クリ 運動 で , 虫 
体 は 状 ある い は 状 を する 。80"C 附 近 か ら や ゝ 規則 
的 な 運動 と な る が , 頭 端 の 持 動 10 回 に 要する 時 間 は 30°C 
で , 887.4 秒 , 980.5 秒 , 81C で 3 る 387.5 秒 , ?26.4 秒 を 
示し , し た が つて 相当 緩徐 な 運動 で あり , し か も 標準 偏 
差 は それ ぞ れ 15.87, 14.10 を 示し て 相当 に ば ぽ ばら つき の 
多い と と が 分 る 。 し か し 温度 の 上 昇 と 共に その 運動 も 活 
洪 と な つて , 標準 偏差 も 小さ くく, い ゝ か えれ ば 規則 的 , 
律動 的 な 運動 と な り , 86C~88C は お いて ほ さ 安定 し た 
最も 活 浴 な 運動 を 示す 。 ( 図 2) 。 そ し て 38389C 以 上 に な 
る と 再び 虫 体 は y 状 ある い は ご 状 を 量 し , 体 方 向 の 変換 
の 度合 が は げ し く ,。 41°C 附 近 で は さら に けい れん 的 な し 
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Fig. 2 Correlation between the time required 
for ten strokes of head and temperature. 


Time required for ten strokes of head (Sec.) 


Temperature (°C) 


が 加わ つて くる 。 し た が つて 運動 量 の 測定 は 
来 な か 
°C の medium 中 に お ける 行動 
上 に 述べ た よ ょ うに, 成虫 は 86C~838C に お いい 
深 な , ほ く 安 定 し た 運動 を 見 せる の で , 特に 
medium 中 で その 人 行動 を 観察 し た の が だ が 図 8 で ある 。 図 中 
A は oem 体 を 左右 に 屈曲 さそ る 運動 が 主 と な り , 
まし ば 尾部 を 基点 と し て 頭 部 を 1809° 廻 転 させ る 。 
か ら は な れ て , 新しい 咳 着 科 に ぶつ か る 
Fig. 3 Locomotion of Ancylostoma caninum 


ina Carrel flask filled with Krebs-Ringer 
bicarbonate solution. 


B 
A: Bird’s-eye view. 
B: Side-view. 
C: Progressive movement. 


を とめ に 好都合 な 運動 と 考え られ る 。 図 B は 容器 の 側面 か 
も 見 た と きょく 見 られ る 行動 ご , 頭 部 を 上 方 に あげ た 
血 と いう 過程 の た め に 本 隊 る 行動 と 
は これ ら の 人 行動 と 共 こ , 図 C の よう 
行 さ す て medium 中 を わずか に 前 進 す る 。 又 medium 
ト た の 内 臓 組織 片 。 血 鮮 ある い は 条 虫 体 片 節 等 を 
する と ,。 し ば し ば これ に 咳 着 する 虫 が ある ie 
筆者 は ed た 血清 を 入れ た 87C の カレ ルフ ラス え スコ 
内 ご 交尾 す を た が , Krebs Ringer sol. の 
そこ で 虫 と 虫 を さけ 接触 させ る よう に , Chu 
(1938) 日 本 で 用 いた の と 同様 に , 図 4 に 
示す よう な 改変 カレ ルフ ラス コ を 用 いて 観察 し た 。 す な 
わ ち こと の 容器 内 に 誠 出 直後 の 釣 虫 る ? 8 対 を 入れ て 
部 が 下 に な る よう 支持 する と , 虫 は 下 の 突起 部 に 入 つ 
で る" ys 体 が ょ よく 接触 する よう に な る の で ある が , 
数 回 実験 を くり 返し て も や は り 交 尾 は 認め られ な か つ 


双 )。 カレ ルフ ラス コ 内 で 3 1 対 の 釣 虫 を 飼育 し て 毎 
日 飼育 液 を 更新 し , その 度 に 液 中 に 沙 卵 され た 虫 卵 を 調 
べた の が 第 2 表 で ある 。 飼 育 後 1 日 で は 写真 1 に 示す よ 
うな いろ いろ な 発育 段階 の 受精 卵 を 産出 し , し か も 既に 
し て 活 運動 する 仔 虫 も 認め られ た 。 し か し 第 2 


\ 認め られ カ な か 
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Table 2. Egg laying of A. caninum living 日 に なると, 写真 2 の よぅ な 不 受精 卵 と 考え られ る 卵 を 
in Krebs-Ringer bicatbonate solution. 少数 産出 する の と な つて , 38 日 以後 で は 産卵 は 会 く 認 
No.of / No. of No. of め ら れ な く な つた 。 
Days eggs ((embrzonated Total 

1 459(117 41 500 犬 釣 虫 成虫 の zm vitro で の 行動 を 観察 する に ある た つ 

38( 0 ) 0 38 て , 筆者 は その medium と し て 終始 Krebs Ringer 
0 0 0 i solution に 0.5 2 glucose を 加え た も の 
0 0 0 を 用 いた 。 そ の 生存 期間 , 交尾 お よび 産卵 状態 等 か らし 
\ vy ° て , 釣 虫 の 飼育 液 と し て な は 犬 血清 を 用 いる より も は る か 


に 劣る に ぁ あか ゝ わら ず , な お Krebs Ringer を 用 いた 
の は こと を 多 虫 の 行動 に お ぼ す 各 種 剤 の 影響 の 


iz vtro test に , medium と し て 用 いよ うと し た か ら 
れ 


吉 ゅ る 。 た し か に 血清 は すぐ れ た 釣 虫 の 飼育 液 で あ る 
が ,。 そ の 採取 は 人 工 合成 液 に く ら べ て 手数 が が かかり, 叉 
成 に は 種々 の 変動 を ま ぬ が vitro で 体 
が , 少く と て 出 直後 と ほとん 4 ん ど 
っ な い 運 動 を 約 持 する こと が 出来 れ ば ,。 それ ds 


こ お い て 薬剤 作用 の 影 畠 を 知る こと が 出来 る と 考え ら 7 

る 。 これら の 見 地 か らし て , Krebs Ringer bicarbonate 
十 0.522 glucose は , medium と し て 充分 に その 
目的 に 合致 する も の と 思わ れる 。 そ し て 種々 の 薬剤 が ど 
の よう な 機構 で 虫 体 に 作用 し , 影響 を 与え る か を 知る に 
。 輝 ず 虫 の 正常 の 状態 が よく 把握 され な けれ ば な ら な 

い 。 

動物 の 行動 を 規定 する 外界 の 要因 は , 数 多く 存在 する 
が が, その 物理 的 要因 の 中 で , 温度 は 特に 大 き な 位 置 を 占 
め て いる 。 特 に 釣 虫 の 仔 虫 は 温 血 動物 皮膚 へ の 侵入 感染 
と いう こと と か ら ,。 そし て 又 成 虫 は ほとん ど 温 度 一 定 の 温 
血 動物 体内 に 寄生 し , し た が つて 適応 温度 範囲 も せま い 
と いう こと か ら , 特に 温度 の 影響 は 大 きい と 考え られ 
の Thermo-kinesis に つい て 観 
し , 双 こ ゝ に 成虫 の 如 vitro で の 行動 に 対す る 温度 の 
影響 に つい て 竹 々 の 実験 的 研究 を 生 つた 。 と これ ら の 結果 
を control と し て , 次 に 釣 仔 , 成虫 の 行動 に 及ば す 各 種 
江 虫 剤 の 影響 に つい て 実験 を 行う 予定 ご ある 。 

要 約 

成虫 を Krebs-Ringer bicarbonate 液 に 0.5 
22 glucose を 加え た medium 中 で 飼育 し , iz vitro で 
の 行動 ) お よび それ に 及ば す 温 度 の 影響 等 に つい て 観察 


1) 種々 の 温度 に お け ける 釣 虫 の 自発 運動 を 停 凸 する 演 
Microphoto. 2 で の 時 間 を 測定 する と, それ は 28°C で 最長 を 示し た 。 温 
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度 と 自発 運動 停止 時 間 の 対数 値 の 関係 は 図 1 と に 示す と お 

り で ある 。 

2) 温度 と 運動 量 の 関係 は 図 2 に 示す よう に , 温度 の 
上 昇 と と も に 運動 量 は 増加 し て , 86°C~88°C で 最も 活 池 
な 安定 し た 律動 的 運動 を 示し た 。 

8) 特に 87'C に お ける 行動 の 形態 を 詳細 に 記述 し , さ 
ら に 交尾 の 有無 , 産卵 状態 符 に つい て 観察 し た 。 

稿 を 終る た にあたり, 終始 御 指導 を た まわり , 御 校 閣 の 
労 を と られ た 部 長 小 宮 義 孝博 士 に 深く 感謝 の 意 を 表す 
る . 種々 援助 を 与え られ た 佐藤 温 重 氏 に 感謝 
する 

(本 研究 の 要 引 は 第 25 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 に た 抄 い て 
発表 し た ) 
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Summary 


The author studied on the behavior of the adult 
of Ancylostoma caninum living in Krebs-Ringer 
bicarbonate solution contgining 0.5% glucose in 
Carrel flask. The results obtained were as 
follows : 

1) The highest and lowest temperatures of the 
solution in which few worms could hardly move 
were 46°C and 20°C respectively. The time- 
interval from the beginning of the test until the 
worm ceased completely its movements, was 
measured in the solution of various tempera- 
tures. It was longest at 28°C, and became 
shorter in living at any other temperature higher 
or lower. 

2) The quantity of the movement of the worm 
was markedly influenced by changes in the tem- 
perature of the solution in which it was tested. 
Most rhythmic and active movement of the worm 
was observed between 36°C and 38°C. 

3) The pattern of behavior, copulation and 
egg-laying of the worm was observed, especially 
at 37°C. 
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赤痢 アメ ー バ の 免疫 学 的 研究 


(1) 体 を 腹腔 内 に 注射 し た に モル ト 


佐 治 
慶応 義 学 医学 部 寄生 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 31 年 5 月 21 日 受領) 


アメ ー ペ 症 の 免疫 に 就 て は 既に 20 年 前 より 幾 多 先 人 に 
依り 研究 され て 来 た 。 し か し その 免疫 反 応 に 就 て は その 
当時 と 現在 を 比較 し て 著しい 進歩 を 遂げ た と は 思わ れ な 
い 。 

その 最大 の 原因 は 赤痢 アメ ー バ が 現在 に 至る も 純 培 養 
が 不能 で あり , 従 つ て 細菌 及び その 代謝 産物 が 混在 する 
た め に 純粋 な 抗原 を 作る 事 が 不可 能 な 状態 に ある と 云う 
と と で あろ うぅ 。 即 ち 免疫 反応 に 欠く 事 の 出来 な い 特 異性 
に 関し て , 尚 不安 定 な 面 が 多い 。 更 に 赤痢 アメ ー バ の 株 
に ょ よる 抗原 性 の 相違 も 考え に 入れ る 必要 が ある で あろ 
う 。 

従来 本 アメ ー バ ー の 免疫 反応 に 於 て 最も よく 研究 され 
て 来 た る も の は 補 体 結合 反応 で ご ある 。 そ の 最初 の 目的 は ア 
メー 性 肝炎 及び 肝 の 早期 診断 で あつ た 。 の 疾患 
で は 体 が 中 に 排 され る 事 無く , 臨床 的 に 重 
症状 が 発現 し て 来る 包 気がつか れ な い 事 も る ある 。 此 の 様 
な 場合 に 補 体 結合 反応 の 利用 価値 が ある わけ で ある 。 
1927 年 に Craig は 赤痢 アメ ー バ を 感染 せしめ た 動物 
の 血清 中 に 補 体 結合 を 起す 抗体 の ある 事 を 認め て 居る 。 
彼 の 用 いた 抗原 は Boeck & Drbohlav の Lock-egg- 
serum medium の 改良 型 に 増殖 し た 赤痢 アメ ー バ の ア 
ルコ ー ル ・ エ キス で ある 。 彼 は 此 の 抗原 を 用 いて 実験 的 
に 感染 させ た 犬 の 血清 及び アメ ー ペ バ 症 の 患者 の 血清 で 補 
体 結合 反応 を 行っ つて 11.5% の 陽性 を 得 た 。 
その 後 Paulson & Andreus (1938) は 150 例 の アメ 


Reiji Sato: Immunological studies on Entamoeba 
histolytica. (1) ITmmunological reactions with se- 
rums of guinea pigs which were intraperitoneally 
injected with living amoebae. 

(Department of Parasitology, School of Medicine, 
Keio University, Tokyo, Japan) 
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ー バ 症 の 血清 に 就 て アセ トン (Sherwood-Heathman 抗 
原 〕 ・ ア ルコ ー ル (Craig 抗原 ), モ ェ ー テ ル (Arnold 抗 
原 〉 を 用 いて アメ ー バ より 抽出 し た 抗原 で 補 体 結合 反応 

を 試み た 結果 85.822 の 陽性 を 得 て 居 る 。 と これ は 同じ 患者 
を 検便 し て 得 た 42. マ の 陽性 と 比較 し て , 補 体 結合 反応 
は 誤り が 多く , きしろ 種々 の 欠点 は ある に し て も , 尚 反 
和 首 し た 検便 の 方 が 価値 が ある と 述べ て 居る 。 

Magath & Meleney (1940) も 同様 に 各種 抗原 を 用 
い , 且 二 つの 研究 室 に 分 け て "0 例 の アメ ー バ 症 と 確認 さ 
れ て 居る 患者 の 補 体 結合 反応 を 行 つ た 結果 僅か 82 例 に 陽 
性 を 認め , 叉 70 例 中 16.72 が 両方 の 研究 室 に 於 て 共に 陰 
性 の 結果 で あつ た こと と を 報告 し て 居る 。 

Bée (1945) は 培養 アメ ー バ を 著 燥 させ 。 こと これ を すり 
つぶ し , 食塩 水 で 抽出 し た も の を 抗原 と し て 121 人 の 血 
清 で 試験 し た 結果 5 名 に 検便 で 虫 体 を 発見 し , 2 例 に 補 
体 結合 反 応 陽性 で あつ た 。 こ と の 2 例 中 1 例 は carrier で 
あぁ あり, 他 の 1 例 で は 反 徐 し た 検便 で も 虫 体 は 見 つか ら な 
か つた 。 

以上 は 抗原 と し て 総 て 培養 アメ ー バ を 用 いた も の で 
ある が , Rita (1947) は 急性 アメ ー バ 赤痢 の 状態 に あ 
る 動物 か ら 得 た 血清 及び 腸 粘 膜 の アル コー 抽出 物 を 用 
いて , 68 例 の アメ ー バ 症 の 補 体 結合 反応 を 試み て 92% の 
陽性 を 得 て 居 る 。 紫 の 場合 の 抗原 は 恐らく 非常 に 特異 性 
が 少 い の で あろ うと Anderson は 述べ て 居る 。 

此 の 他 に Ghosh, Ghosh & Ray (1948) の 如く 培養 
アメ ー バ を 蒸溜 水 で 抽出 し , これ に 石炭 酸 を 加え た 抗原 
を 用 いた り , Teery & Bocicevich (1948) の 如く 単 一 
細菌 「Organism t」 を も つ 赤 滴 ア メー バ よ り 抗 原 を 作 つ 
た り し た も の も ある が , 何れ も 特別 優れ た 成績 を 得 た と 
は 云え な い 。 

Wagener (1924), Spector (1932) は 反 応 を 行 
つて 或 る 程度 の 成績 を 上 げ て 居る 。 前 者 は 濱 瘍 の 近 破 物 
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より , 後者 は 虫 体 の Coca 氏 液 抽出 物 よ り 抗原 を 作 つ 
て 居る 。 

本 研究 の 目的 は 免疫 を 与え た 動物 に 赤痢 アメ ー バ を 感 
染 せ し め , どの 程度 に 病変 が 抑制 され る か を 調べ る に あ 
る 。 従 つて 免疫 反応 は 実験 動物 に 免疫 が 成立 し て 居る か 
否 か を 知る 為 め の 方 法 で ある 。 此 の 様 に 免疫 と 病変 と の 
関係 を 調べ た 報告 は 未だ 少く 僅か に Swartzweder & 
Muller の 報告 が ある の み で ある 。 彼 等 は 幼 若 ラッ テ を 
用 いて 実験 し た が , 免疫 操作 は 3 回 の 免疫 原 皮 下 注入 で 
あり , 免疫 成立 の 有無 は 検討 し な か つた 。 

材料 と 方 法 

2) 実験 動物 は 250~ 800 g の モル モッ ト を 用 いた 。 

2) 免疫 原 は Balamuth 培地 に 48 時 間 増 殖 し た 赤痢 
アメ ー バ を 集め , これ を ガー ゼ 38 枚 を 以 て 演 過 し , 粗大 
な る 米粉 を 除去 し た 。 こ と これ を 遠心 沈 没 管 に 入れ , 5 分間 
1000 回 転位 で 緩 速 遠心 沈 泊 す る 。 次 で 上 清 を 捨て , 沈 
源 の 上 に 生理 的 食塩 水 を 加え て 良く 携 拝 し , 更に 凛 沈 を 
行う 。 此 の 操作 を 8 ~5 回 反 御 し , 共 棲 細菌 を 出来 得る 
限り 除去 する 。 の を 生理 的 食塩 水 で 5 倍 に 
する 。 

8) 上 記 免 疫 原 を モル モッ ト の 腹腔 内 に 注入 する 。 即 
ち 5 日 毎 に 8~5 回 注入 する 。 第 1 回 は .0.5cc, 第 2 回 
は 0.75cc, 第 8 回 以後 は 1.0cc を 与え る 。 

4) 最終 免疫 後 5 日 目 に 心臓 宰 刺 に 依っ つて 採血 し , 血 
清 を 分 離し た 。 

5) 対 し て Balamuth 培地 に 増殖 し た 共 細菌 
の み で 同様 に 免疫 し た 動物 の 血清 を 用 いた 。 


名 応 


免疫 反応 と し て は 補 体 結合 反応 , 沈降 反応 , 赤血球 疾 
集 試 験 , Immobilization test を 行 つ た 。 


I) 補 体 結合 反応 。 

a) 補 体 , 溶血 系 , 抗 血 清 は 型 の 如く 作 つ た 。 

b) 抗原 は 培養 赤 導 ア メー バ の アル コー ル ・ エ キス で 
ある 。 即 ち Balamuth 培地 に 増殖 し た 赤 導 アメ ー バ を 
遠 沈 し , 免疫 原作 人 製 の 所 で 述べ た 如く 生理 的 食塩 水 で 数 
回 洗 浴 し て 共 棲 細菌 を 除去 する 。 得 た 沈 湾 1 に 対し て 無 
水 ア ルコ ー ル 10 を 加え , 三角 マル ベン に ガラ ス 球 と 共に 
入れ , パラ フィ ン で 密栓 。 こ と これ を 87°C の 器 内 に 入 
れ 1 日 数 回 振 湯 を 与え て 虫 体 の 破壊 を 助長 せしめ る 。 約 
10 日 間 問 入れ , 後 細菌 過 器 で 引き 内 に 保存 
する 。 

c) 施行 せる 補 体 結合 反応 の 様式 を 述べ れ ば 次 の 如く 
で ある 。 先ず 使用 する 抗原 が 特殊 な も の で ある 故 , 抗 補 
体 作 用 を 調整 し た 。 即 ち 抗 原 の 原 液 は 抗 補 体 作用 が 強く , 
補 体 を 増量 し て も 溶血 を 示さ な いた め , 5 倍 笑 抗 原 を 
用 いた 。 之 に 対す る 補 体 の 補正 量 を 検討 し た 結果 10 倍 笑 
恋 補 体 0.04cc が 必要 で ある こと と が 判明 し た 。 ( 表 1) 

d 此 の 補正 量 を 加え て 補 体 結合 反応 を 実施 し た 成績 
は 表 1 に 示す 如く , 人 金管 溶血 を 示し , 抗原 性 に 関し て は 
不明 の 成績 で あつ た 。 

沈降 反応 

前 述 の 方 法 即 ち 生 鮮 貝 体 の 腹腔 内 注入 法 に 依る 免疫 法 
で は 動物 の 死亡 率 が 非常 に 高い の で , 此 の 場合 は 生鮮 虫 
体 に 依る 以外 に 凍結 融解 法 に 依り 虫 体 及び 共 棲 細菌 を 破 
壊し た も の も 免疫 原 と し た 。 検査 は 血清 減量 法 に 依り 行 
つた 。 用 いた 抗原 と 成績 は 次 の 如く で ある 。 

a) アル コー 抽出 抗原 

前 述 の 補 体 結合 反応 の 項 で 述べ た 如く 作る 。 此 の 抗原 


に 依る 時 は 5 例 の 免疫 血清 に 於 て 1 例 も 陽性 を 認め な か 


つた 。 


第 1 表 補 体 結合 反応 


1 2 3 4 5 6 対照 対照 
Mag 食塩 水 0.25— 0.25 0.25 0.25 

清 0.25 0.25—| 0.25—| 0.25| 0.25 0.25 0.25 
補 価 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 025 0.25 0.25 
抗原 (5X) 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 
補 体 (10x) 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 004 0.04 

20 分 

系 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 
結 果 L L L L L L L L 


. 

| | 
(45 ) 
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bp) Coca 氏 抗 原 

本 抗原 は Craig, Menendez, Wagener, 白 男 川 等 に 
依り 用 いら れ た も の で , 沈降 反応 用 抗原 と し て は 生々 優 
良 な る も の と 伝え られ て 居る 。 

その 製法 は 培地 より 集め た る 貝 体 を 只 一 回 軽く 遠心 沈 
濃 し , 此 の 沈 湾 1 に 対し て Coca 氏 液 (NaCl 0.7%, 
NaHCO; 0.0522, Phenol 0.42% の 10 を 入れ て 卵 器 
入れ , 更に 氷室 に 入れ , 時 々 振 洛 を 加え る と と 1 週間 ~ 
10 日 間 で 濾過 し て 氷室 に 貯え る 。 此 の 抗原 を 用 いて 行っ つ 
た 実験 で は 25 例 中 僅か 6 例 が 陽性 で あつ た 。 そ の 程度 も 
少く 原 血清 及び 2 倍 稀釈 血清 迄 し か 陽性 は 認め ちら れ な か 

c) 凍結 融解 抗原 . 

本 抗原 は 凍結 融解 法 に 依る 免疫 原 と 同じ も の で ,。 その 
製法 は 赤痢 アメ ー バ を 共 棲 細菌 と 共に 梨子 型 コ ル ベ ン に 
入れ , これ を ドラ イア イス を 合 む アセ トン 中 に 潰 け 速 に 
凍結 せしめ る 。 次 で 流水 で 融解 し , 再び 凍結 する 。 此 の 
操作 を 5 回 以上 反故 , 後 し て な も の を 得る 。 
と の 抗原 で 10 例 の 試験 を し た 所 , 2 例 陽 性 で あつ た 。 そ 
の うち 1 例 は 原 血清 で あり , 他 の 1 例 は 16 倍 稀釈 血清 迄 
陽性 で あつ た 。 

d) 対照 と し て 共 楼 細菌 の な で 免疫 し た 血清 を 上 記 3 
種 の 抗原 で 試験 し た が , 何れ も 陰性 で あつ た 。 

赤血球 試験 

本 法 は 原虫 類 と に つい て は 現在 迄 に トリ パ ノ ソ ー マ , 膝 
トリ コモ ー ナ ス の 寄生 の 有無 を 調べ る た め に 用 いら れ た 
報告 が ある 。 本 実験 で は M. G. Entegart が 膝 ト リコ 
モー ナス で 実施 し た 方 法 を 応用 し た 。 

a) 免疫 法 

上 記 の 通り 生き た 洗 浴 アメ ー バ を 腹腔 内 に 5 回 注入 す 
る 。 

b) 感 作 血 球 の 製法 

1) 48 時 間 し た 体 (培養 基 約 5 本) を 菌 沈 


管 中 に , 減 菌 ガ ー ゼ を 以 て 濾過 し て 可 及 的 米粉 を 除去 レ 


て 集め る 。 と これ を 生理 的 食塩 水 で 8 ~ 4 回 洗 浴 する 。 
2) こと の 洗 塗 沈 洗 に Formamide 0.1cc を 加え て 充分 
振 る 。 

8) 150C の 流動 パラ フィ ン 中 で 15 分 間 加 熱 ( 150'C 
を 5C 以 上 上 下 せ 紋様 ) 後 急 に 流水 で 冷や す 。 

4) 0.25cc の アル コー ル を 加え て 遠心 , 上 
清 を 他 管 に 移す 。 

5) 0.5cc の アセ トン を 加え よく 振 湯 し , 遠心 沈 滅 後 
持 清 を 捨て る 。 此 の 際 沈 洗 は 極少 量 で ある が , と の 中 に 


Group antigen が ある 。 と の 沈 流 より アセ トン を 可 及 的 
捨て 残り は 重 湯前 で 蒸発 させ る 。 

6) 此 の 沈 流 に 1.0cc の 生理 的 食塩 水 を 加え て 十分 に 
携 拝 する 。 弱 アル カリ 性 と する 。 

の 赤血球 は 細 羊 の も の を 用 い ,。 と これ の 2 浮 海 液 を 
同 量 の 上 記 抗 原液 と 温 じ , 87C の 温浴 中 に 1 時間 入 れ て 
感 作 する 。 

e) 被 検 血清 

心 に つて 得 た 血清 0.5cc を 5 倍 に て 総 
量 2.5cc と し て 56C80 分 で 非 動 性 に する 。 と れ に 0.1cc 
の 正常 ( 非 感 作 血球 を 加え 87C の に 20 分 入 れ 
後 血球 と 血清 を 分 離し て の 吸収 を 行い , 
使用 する 。 

d) 術 式 

披 検 血清 及び 感 作 血球 抗原 を 5 倍 か ら 10 倍 迄 稀 札 し , 
両者 と も 0.3cc 宛 を 混合 する 。 対 凡 と し て 非 感 作 血 球 を 
血清 に 加え た も の と 感 作 血 球 に 食塩 水 を 加え た も の を 用 
意 し た 。 と これ を 87?C の 温浴 中 に 1 時 間 又は 2 時 間 入 れ 
る 。 判定 は 温浴 中 ょ り 取 出し た 直後 と 更に 18 時 間 後 に 内 
眼 的 に 行 つ た 。 

e) 成績 

5 回 免疫 の も の で は 10 例 中 3 例 陽性 で あつ た 。 そ の 程 


2 表 赤血球 集 試験 


Immune serum dilution 


Controls 
5 
25 
100 
cell 
表 赤血球 試験 
Antigen Immune serum dilution Controls 
5 
cell 
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第 表 赤血球 試験 


Immune serum dilution 
50 


Antigen 


dilution Controls . 


5 
10 
25 
50 

100 


Normal 
cell 


ト 

l 

l 


度 は 血清 , 抗原 と も る 25 倍 迄 よく 反応 し て 居る 。 し か し 措 
即ち 赤血球 の 例 凝 塊 は 認め られ な か つた 。 ( 表 2, 8, 
4) 。 

8 回 免疫 の も の は 8 例 試み た が 総 て 陰性 で あり , 対照 
も 同じ く 陰 性 で あつ た 。 

IV) Immobilization test 

トリ ボネ ー マ ・ パ リー ダ に 免疫 血清 を 混ぜ る と , その 
運動 が 不 活 浴 に な り , や が て 静止 し て 仕舞 うと 云う 実験 
は 既に 知ら れ て 居る 。 

此 の 方 法 を アメ ー バ に 利用 し た の は Cole 及び Kent 
で ある 。 し か し トリ ポ ネ ー マ ・ パ リー ダ と 赤痢 アメ ー パ 
の 相違 は 前 者 が 一 度 運動 不良 と な っ つっ たら 最後 迄 その 運動 
性 を 硫 復 し な い が , 後者 で は 時 間 の 経過 と 共に その 運動 
性 が 以 復 し て 来る 事 が ある と 彼 等 は 述べ て 居る 。 

a) 免疫 法 。 従来 と 同じ 方 法 で 5 回 免疫 し た 。 

b) 術 式 。Tube methode と Slide methode の 二 方 
法 を 行 つ た 。 前 者 は 赤痢 アメ ー バ の 増 称 し て 居る Bala- 
muth 培地 に 血清 1.0cc を 加え て 87°C に 保っ , 後者 は 培 
地 より 約 0.1cc の 沈 採り これ を Slide の 上 に 
き , と これ に 約 0.05cc の 血清 を 温 じ , カカ バー グラ ス を 乗せ 
て パラ マ ィ ン で 封じ 87°C に 保つ 。 の 体 血清 混合 液 
を 30 分 後 よ り 観 察し 4 時 間 包 見 る 。 各 時 間 毎 に 虫 体 100 
を 数 え , その 中 の 運動 不良 と な り 円 型 化 し た 貝 体 の 百 分 
率 を 求め る 。 

対 照 に は 正常 モル モッ ト 血 清 を 虫 体 に と 加え た も の を 用 
いた 。 

成績 Cole Kent (1985) の 報告 に と ば 80% 
以上 も の 貝 体 が 円 型 化し て いる が , 本 実験 に 於 て は 40 
位 が その 最高 値 で ある 。 そ の 最高 値 も 大 体 初め の 80 分 に 
認め られ , その 後 は 次 第 に 或 は 急速 に 運動 性 を 眉 復 し て 
来 て 居る 。 此 の 様 な 傾向 は 全 例 に 於 て 認め られ る 。 そ し 
て 一 部 の 例外 を 除い て は 4 時 間 後 に は 対照 と 殆ど 同じ に 
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成る 。 Tube methode より Slide methode の 値 が 高 
い の は 矢 張 パラ フィ ン で 封じ て 内 部 は 十分 流動 性 に し て 
ある が , 87'C に 保つ 間 に 乾 燥 する た めで あろ うと 考え ら 
れる 。 ( 表 5 一 8 。 表 中 番号 と ある は 全て 動物 の 番号 で 
あり , 各 数 字 は 不動 化し た アメ ー バ の 百分率 を 示す )。 

8 回 免疫 と 5 回 免疫 で は 後者 の 方 が 爺 か に 免疫 度 が 強 
力 で ある 事 を 示し て 居る 。 図 1 に は 各 試 験 の 平均 値 の 時 
間 的 推移 を 示し た 。 


第 5 表 5 回 免疫 に 依る 血清 の Tube-methode 


2 . 4. MV 
MM 


策 6 表 5 回 免疫 に 依る 血清 の Slide-methode 


9 48 40 38 32 35 32 36 30 28 25 
10 38 36 30 29 26 32 34 21 21 18 
11 46 38 28 16 16 22 18 10 10 8 
2 12 10 17 10 7 


第 7 表 3 回 免疫 に 依る 血清 の Tube-methode 


番号 
13 18 15 18 14 10 15 16 15 12 8 
14 10 9 10 10 8 


第 8 表 3 回 免疫 に 依る の Slide-metode 


17 24 26 18 19 22 21 22 12 16 20 
18 14. る 69 10 


(‘47 ) 


. 
験 対 


1 Immobilization test 


50 
a 
40 b 
30 4 
a' 
20 
10 
0,5 1 2 3. 4 
a 5 回 免 液 Slide methode 
a/ 
b 5 回 免疫 Tube methode 
b′ 対 
c 3 回 免疫 Slide methode 
co/ 対 
d 3 回 免疫 Tube methode 
d 対照 
総 括 


以上 種々 な る 免疫 反応 を 行 つ て 見 た が , 期待 し た 成績 
は 得 ち られ な か つた 。 

過去 に 於 て 最も 喧伝 され て 来 た 補 体 結 合 反 応 は 1 例 る も 
陽性 は 無 か つ た 。 と これ は 抗原 が 適当 で な い 為 か, 或 は 先 
人 の 研究 で は 家 第 を 用 いて 居る に 反し , 本 実験 で は モル 
モッ ト を 使用 し た の で , その 免疫 獲得 が 弱 か つ た 為 か 不 
明 で ある 。 

沈降 反応 は 種々 な る 抗原 を 以 て 試み た が , 比較 的 良好 
な 成績 を 得 た の は Coca 氏 抗 原 で あっ つた 。 し か し その 上 成 
績 は Wagener の 報告 に は 及ぼ ば ず 多 く は 非 稀釈 の 血清 
に 陽性 を 認め る の みみ で あつ た 。 

赤血球 首 集 試験 で は 10 例 中 8 例 に 陽性 を 得 た が , と れ 
は 5 回 免疫 の も の で あり , 8 回 免疫 の も の で は 総 て 陰性 
で あつ た 。 
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Immobilization test で は 5 回 の 免疫 反応 を 行 つ た も 
の で は , 全 例 に お いて , 対照 より も 高 率 に 不動 化 が 見 ら 
れ た 。 即 ち 陽 性 の 成績 が 得 ら れ た 。 従 つて 本 研究 に 於 て 
試み た 如き 免疫 方 法 に よる 時 は , 種々 な る 免疫 反応 の う 
ち , Immobilization test が 最も 高 率 に 陽性 成績 を 示し 
た こと と に な る 。 

た に た 当り, 御 指 導 , 御 校閲 を い た 松林 教授 
致し ます . 赤 種 々 御 助言 を 頂い た 浅見 助教 授 , 都立 衛生 
研究 所 松井 先生 , 在原 病院 斎藤 先生 に 御礼 申 上 げ び ま す . 
本 論 の 要旨 昭和 30 年 4 月, 24 回 日 本 寄生 学会 
総会 に 於 て 発表 し た . 
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Summary 


Guinea pigs were injected intraperitoneally 
with suspension of E. histolytica growing in 
Balamuth’s medium, after they were repeatedly 
washed with normal saline by centrifugation to 
eliminate as much associated bacteria as pos- 
sible. The injection was repeated 3 or 5 times 


with interval of 5 days. The animals were killed 
5 days after the last injection and the serum was 
tested with several immunological procedures. 
The complement fixing reactions, carried on 
with alcoholic extract of 32moebae as antigen, 
was always negative. The precipitation test was 
carried on with several different antigens, such 
as extracts of amoebae in alcohol, Coca’s solu- 
tion, or by freezing and melting method. No 
positive reaction was obtained with alcohol ex- 
tract antigen. Only a small number of cases 
gave a positive reaction with other kinds of 
antigen, but the titre was very low. Erythrocyte 
aggulutination reaction was also tried. Among 
10 serums of guinea pigs which had received 5 
injections, 3 gave positive reaction by 25 times 
dilutions. Immobilization test was carried on by 
mixing the suspension of living amoebae and 
test serum and estimating the percentages of 
immobilized amoebae. Serums obtained from 
animals which had received 5 injections of amoe- 
bae all gave positive reactions. 
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銅 虫 子宮 肉 卵 の 発育 及び その 抵抗 性 に 関す る 研究 


第 2 報 各種 濃度 フォ ル マ リ ン 水 浸漬 後 の 豚 遇 虫 子宮 内 
各部 位 卵 の 発育 経過 に 関す る 得 究 て 2) 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 
(昭和 31 年 5 月 25 日 受領 ) 


言 
私 は 各種 濃度 の フォ ル マ リ ン 液 中 に 保存 し た 環 虫 子宮 
内 卵 が 保存 期間 に ょ る その 発育 能 を 系 統 的 に 検索 せん と 
し て , 豚 遇 虫 体 を 各種 濃度 の フォ ル マ ャ リン 中 に 浸漬 , 一 
定期 間 後 その 子宮 内 虫 卵 を 培養 し その 発育 経過 を 観察 
し ,。 その 低温 時 に お ける 成績 に と つい て は 既に 之 を 発表 し 

た (斎藤 , 1955) 。 

本 報 で は その 高温 時 に お ける 成績 と つい て 報告 する 。 

実験 材料 及び 方 法 


実験 材料 ・ 既 報 第 2 報 (2 うと 同様 , 芝浦 層 殺 場 よ り 採 
取 し た 体 を 使用 し た 。 

実験 方 法 : 上 述 の 豚 岬 虫 体 を まず 各種 濃度 の フォ ル マ 
リン に 27'C で 一 定期 間 浸漬 し た 。 フ ォ ル マリ ン 濃 度 は , 
局 方 フォ ル マ リ ン (C 了 HO352%) を 蒸溜 水 と て と て そ れ ぞ 
れ , 1%, 5%,10%,15%,20%,802%,402%,60% に 稀釈 し 
た も の と し , 浸漬 時 間 は 各 濃 度 の も の に つい て それ ぞ れ , 
1 ヵ月 , 2 ヵ月 , 8 ヵ月,4 カ月,5 カ月 及び 6 ヵ月 と し た 。 
浸漬 容器 , 豚 咽 虫 各 子 宮部 位 よ り の 貝 卵 採取 , 各種 フ 
ォ ル マリ ン に 一 定期 間 虫 卵 浸漬 後 の こ れ の 培養 方 法 な ど 
は , 凡 て 第 2 報 (1 う と 同様 な の で , その 記載 は 之 を 省 
路 す る 。 な お 対照 実験 群 と な すべ く , 同様 に 所 定期 間 水 
中 に し め た 体 の 子宮 より 得 ら ちら れ た 如 上 各部 
の 虫 卵 を 互 培養 法 を 行 つ た が 高温 (27C) の た め 腐 敗 し 
Toshiaki Saito: Study on the development and 
resistance of ascaris eggs from the uterus of 
Ascaris suilla Duj (swine ascaris). 

lI. The development of pig ascaris eggs from 


various paft of the uterus after immersing them 
into formalin solution of various concentration. 
(2), 

(Department of Parasitology, National Institute 
of Health Tokyo, Japan.) 


て 使用 に 堪え な か つた の で , フォ ル マ リ ン 一 定時 浸漬 直 
後 の る の を 以 て 之 と あて た 。 

培養 虫 卵 の 観察 : 所 定期 間 培 養 後 各 標本 に つき 前 回 同 
様 虫 卵 各 100 個 を 鏡 見 し て その 発育 , 変性 状態 を 検 レ 
た 。 な お 発育 の 指標 と し て は 仔 虫 形成 率 及び 変性 率 を 以 
て し た (斎藤 1955 第 1 報 (1 参照 )。 

実験 成績 

1、 所 定期 間 浸 潰 直後 に お ける 仔 虫 形成 

上 銅 虫 卵 を 各種 濃度 の フォ ル マ リ ン 水 溶液 中 に 温度 10°C 
に お いて 一 定期 間 則 潰 し た 既報 の 実験 に お いて は , 何れ 
の 濃度 , 何れ の 浸漬 期間 の も の に お いて る も , 浸漬 直後 九 
細胞 が 卵 割 を 行い すでに 成長 レ し つつ ある も の を 認め な か 
つた 。 し か る に 今回 の 高温 浸漬 実験 に あつ て は , 所 定期 
間 の 浸漬 と ょ より, 卵 割 の 開始 され る も の も あり , 中 に は 
漫 漬 直 後 仔 虫 形成 の 見 られ る も の る も 相当 存在 し て いた 。 

いま , 子宮 各部 位 (上 部 中 部 下部 
内 虫 卵 の 所 定期 間 浸 漬 直 後に お ける 仔 虫 形成 率 を 表示 す 
れ ば 第 1 表 の ご と く で ある 。 即ち 所 定 高温 時 に あつ て 
は , フォ ル マ リ ン 濃 度 5 以上 と な る と き は その 浸 潰 期 
間 の 如何 を 問わ ず 常 に 仔 虫 形成 卵 は 認め られ な い 。 一 方 
フォ ル マ リ ン 濃 度 1 の 場合 と ちあ つて は , 浸 潰 期間 一 ヵ 
月 の 場合 に お いて の みみ 浸漬 直後 の 仔 虫 形成 が 認め られ 
ず , 同期 間 2 ヵ月 以後 と あつ て は その 各部 位 卵 と を も に 多 
か れ 少 か れ 仔 虫 形成 が 認め られ る 。 を し て その 仔 虫 形成 
率 は , 子宮 各部 位 に 関し て は 上 部 ょ り 下 部 の 方 が 各 時 期 
と も に 高 率 で あり , また 浸漬 期間 に つい て 云え ば 期間 の 
延長 する に 従 つ て 和 之 が 増加 を 示し て いる 。 

な お 今回 の 高温 浸漬 の 場合 に あつ て は , 1 2 フォルマ 
リ の 虫 卵 お よび 約 5 1 ヵ月 の も の を 除い 
て , 仔 虫 形成 を 見 ざる 大 部 分 の 虫 卵 は , すでに 明か な 変 
性 像 を 示し て あつ た 事 は 注目 に 価 す る が この 点 に 関し て 
は 項 を 改め て 記す る こと と と する 。 
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子宮 各部 位 別 各種 フォ ル マ リ ン 
2 週間 形成 率 


"RR 1% 5% ~ 60% 
0 0 0 
ヵ 中 0 0 0 
月 \ 0 0 0 
“ 上 2 0 0 
カ 中 21 0 0 
月 27 0 0 
3 上 4 0 0 
ヵ 中 33 0 0 
月 F 54 0 0 
6 0 0 
カ 中 41 0 0 
月 53 0 0 
上 5 0 0 
カ 中 51 0 0 
月 64 0 0 
13 0 0 
カ 中 54 0 0 
月 F 68 0 0 


子 フォ ル マ リン 

期 1 5 1015203040 60 
1 
カ 
月 
3 
月 
0 
4 
カ 
月 
5 
カ 
a 


2. 次 に 各種 フォ ル マ リ ン 濃 度 水溶 液 に 所 定期 間 浸漬 
後 刻 培養 を 用 いて 2 週間 培養 し た 成績 を 表示 すれ ば 第 2 
表 の 如く で ある 。 

I ) 期間 1 ~ 2 ヵ月 の 場合 

a) フォ ル マ リ ン 濃 度 1 の も の 

浸漬 期間 1 ヵ月 の 場合 と お いて は , 排出 され た 完全 卵 
と 全く 同 と 見 館 さ れ て いる 子宮 下部 虫 卵 は その 殆ど 全部 
の 虫 卵 が 仔 虫 形成 を 示し て いる に 拘ら ちず, 同 中 部 内 卵 の 
仔 虫 形成 率 は 全 卵 の 半数 に も 満た ず ま た 同上 部 内 卵 は 殆 
ど 仔 虫 形成 を 示さ ず ( 仔 虫 形成 素 4 2 う , と これ を 既報 低 
温 浸 漬 時 の それ と 比較 する と き は ( 図 1 a.), 子 宮下 部 内 
卵 の 仔 虫 形成 率 に と は それ ほど 著しい 相違 は 認め られ な い 
が , 同 中 部 内 卵 と な る に 従 つ て 同率 の 低下 に は 著しい も 
の が 認め られ る 。 

則 漬 2 ヵ月 後 の 卵 の 仔 虫 形成 率 に お いて も , 低温 時 に 
比 し て 高温 時 に お ける 各 子 宮部 位 内 九 の それ が 著しく 低 
下す る と いう 関係 は , 浸漬 1 ヵ月 後 の る も の と 同様 で ある 
が , こと の 場合 に は 子宮 下部 内 卵 の 仔 虫 形成 率 が 1 ヵ月 後 
の も の に 比 し て 著しく 低い 点 が 異 る 。 な お 浸漬 2 ヵ月 直 


( ) 


第 1 図 温 1 フォ ル マ リ ン 濃 
後 2 週間 仔 形成 率 ) 


後 の る の に あつ て は , 子宮 上 , 中 部 内 卵 は 既に 培養 前 に 
お いて 或 程 度 の 仔 虫 形成 を 示し て お り ,。 その 形成 素 は 培 
養 後 の そ れ と ほ ゞ 同様 で ある 。 即 ちこ れ ら の 部 位 内 卵 の 
同率 は , 浸漬 後 の 培 養 と に と よ つ て 増加 し な い 。 た だ し 子宮 
下部 内 卵 の & み は 培養 直前 は 28 な の が 培養 後 は 48 と 若 
干 の 増加 を 示し て いる 事 が 注目 され る 。 

b フォ ル マ リ ン 濃 度 5 2 以上 の も の 

漫 潰 フ ォ ル マリ ン 濃 度 が 15% ま た は ぞ を れ 以 上 の 場合 に 
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あつ て は 子宮 各部 位 内 卵 と も に 浸漬 3 ヵ月 以上 に 及 べ ば 
全く 虫 形成 を 示さ な い 。 これ は か > る 場合 虫 卵 は 
中 な いし 浸漬 後 培 養 時 に お いて , た と え 卵 割 を 開始 する 
も の が あつ て も , と これ ら は 仔 虫 期 と 到達 する こと な く 系 
く 死 滅する こと を 意味 する 。 

フォ ル マ リ ン 濃 度 5 % な いし 10% の 1 ヵ月 浸漬 の 場合 
に あつ て は 子宮 下部 内 卵 が わ づ か に 仔 虫 形成 を 示す ( 濃 
度 5 仔 虫 形成 率 5 同 10 で 2 %) に り , 子宮 
内 中 部 卵 は 10 の 場合 と は 全く 仔 虫 形成 を 示さ な い 。 
また 2 カ月 当 潰 の 場合 に あつ て は , フォ ル マ リ ン 濃 度 
10% で は 何れ の 部 の 貝 卵 も 仔 虫 形成 を 示さ ず 。 5 に い 
た り , 子宮 下 , 中 部 内 卵 の 極め て 小 部 分 ( 各 1 及び 8 
26) が 辛うじて 仔 虫 を 形成 する に 止 る 。 

I) 浸漬 期間 8 ヵ月 な いし それ 以上 の 場合 の 仔 虫 形成 
a) フォ ル マ リ ン 濃 度 1 の 場合 

と の 場合 と こち つて は 子宮 各部 内 卵 の みそ の 上 部 に 到 る 
ほど 形成 率 は 低下 し て は いる が , いずれ も 多かれ 少 か れ 
の 仔 虫 を 形成 し て いる 。 し か し いきま こと こと の 各々 の 形成 率 を 
漫 漬 直後 の 各々 の それ と 仔細 に 比較 し て る に , その 
各々 の 場合 に お ける 両者 の 仔 虫 形成 率 に は 殆ど 相違 は な 
い 。 即 ち 直 後に お ける 虫 形成 率 は その 後 培養 に ょ 
つて 増大 し レ た と は 考え られ な い 。 と の と と は 高温 時 3 カ 
月 以上 の に お いて は , 形成 すべ きも の は 既に 
漬 中 に 之 を 形成 し 終っ て り し た が つて の 
卵 は , 況 潰 終 了 後 に あつ て は , 発育 途 次 に ある も の と 氏 
る 既に 仔 虫 を 形成 する 能力 を 失 つ て いる も の と 解釈 し え 
られ る 。 

b フォ ル マ リ ン 濃 度 5 2 な いし それ 以上 の 場合 
高温 浸漬 8 カ月 な いし それ 以上 の 期間 の 場合 と に あつ て 
は , フォ ル マ リ ン 濃 度 5 な いし それ 以上 の 場合 と は 子 
宮 各 部 内 卵 と も に 仔 虫 を 形成 する まで に 至ら な か つた も 
の は 全く 認め られ ず , 低温 時 浸漬 の 場合 に あつ て は ( 既 
報 (1 う ) 12 ヵ 月 浸漬 の る も の で フォ ル マ リ ン 濃 度 5 2 以上 
の も の に お いて 子宮 上 部 位 卵 に お いて も 尚 若干 の 仔 虫 形 
成 が 認め られ る た 比 し て , 著しい 対 央 を な し て いる 。 
.8. 直後 に お ける 変性 の 状況 

さき に 触れ た 如く , 低温 浸漬 時 に 比 し て 今回 の 高温 漫 
に あつ て は , 1 浸漬 の フォ ル マ リ ン 時 の 
お ぉ ょ よび 同 5 % 浸 潰 1 カ月 の も の を 除い て , 仔 虫 形成 を 見 
ざる 大 部 分 の 貝 卵 は , 所 定期 間 浸漬 後に お いて すでに そ 
の 大 部 分 な いし その 全部 が 明らか に 変性 像 を 示し レ し てい 
た 。 第 8 表 は 27"C 浸 潰 時 子宮 内 各部 位 別 虫 卵 浸漬 直後 に 
お ける 全 虫 卵 に 対す る 変性 像 の 比率 を 示し た も の で あ 
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る 。 即ち この 表 を 見 る と , 特に 子宮 下部 内 卵 と あつ て は 
浸漬 1 カ月 の も の に あつ て は フォ ル マ リ ン 濃 度 15 以 
上 , 2 ヵ月 の それ に あつ て は 同 濃度 10 以 上 , 8 ヵ月 の 
それ に あつ て は 同 濃度 5 以上 の 場合 に は 橋 く の 虫 卵 が 
既に 変性 を 示し て いる 。 こ の 事 は 云う まで も な く , 以上 
の 場合 に お いむ 完成 度 の 最も 高い 子宮 下部 内 卵 に お いて 
すら も , すでに 所 定 条件 浸漬 中 に 全 虫 卵 が 死 減 し て し ま 
つて いる と と を 裏付け る も の で ある 。 

な お 子宮 上 中 部 内 卵 に と あつ て は , 変性 卵 像 を 示さ ず 爺 
育 上 単細胞 の まま の 状態 の も の が 可 な り 多 か つた が , 之 
等 の 卵 は 培養 後 と 信 その まま に り , 既に 死 レ 
た も の と 考え られ た 。 一 方 か よう な 貝 卵 の 存在 は 子宮 上 
方 の 未定 成 卵 は 死 減 後 も 受精 完成 卵 に お ける の と 同様 の 
形態 的 変性 像 を 示さ な いと と を 示唆 する 。 ; 

また 変性 九 の 程度 は フォ ル マ リ ン 濃 度 が 高度 に な る に 
し た が つて 増進 し , 例え ば 当 潰 期 間 6 ヵ月 の 子宮 下部 内 
部 に お ける 状況 を 見 る に 第 8 表 の 如く に な る 。 


第 表 温度 27°C に 期間 別 子 
各 部 位 別 各種 フォ ル マ リ ン 
直後 形成 率 表 
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考察 お よび 小 括 

私 は 本 報 第 2 報 1 に お いて , 豚 遇 虫 子宮 内 卵 を 低温 
(10°C) に お いて 各種 フォ ル マ リ ン 濃 度 に 所 定期 間 漬 
し , これ を 培養 し て その 仔 虫 形成 の 状態 を 見 た 。 そ の 結 
果 に よ ょ る と 子宮 内 何れ の 部 位 卵 を 問わ ず そ の 仔 虫 形成 率 
は フォ ル マ リ ン 濃 度 5 附近 で 最高 に 達する 。 し か し そ 
の 度 は 同 濃度 の それ 以上 の 上 昇 と た したがい, つい に 一 定 
濃度 に お いて その 仔 虫 形成 は 認め られ な く な る 。 ま た 子 
宮部 位 別 に 見 れ ば その 上 方 内 卵 ほ ど , 更に 則 潰 期間 別に 
見 れ ば その 期間 の 延長 する に し た が つて , その 仔 虫 形成 
率 の 低下 の 度合 が 著しい ょ う で あつ た 。 

本 (第 2 報 2) に あつ て は , 子宮 各部 位 内 
を 前 報 (1 うと 同様 に 各種 フォ ル マ リ ン 濃 度 に 所 定期 間 浸 
漬 し , た だ 浸漬 温度 を 高温 (28C) と な し , 同様 に し て 
培養 後 の 仔 虫 形 成 を 検 し た の で ある 。 が , と の 場合 に あ 
つて は , 低温 浸 潰 時 に 比 し て 著しい 相違 の 1 つ は , フォ 
ル マ リ ン 濃 度 1 2% の も の に あつ て は , 浸漬 1 ヵ月 の も の 
を 除き , 同 2~6 ヵ月 の も の に あつ て は , すでに 所 定期 
間 浸 潰 直後 (培養 前 ) に お いて , 大 な り 小 な り の 程度 の 
仔 虫 形成 が 認め られ た と ころ で ある 。 然 し て その 度合 い 
は , 概して 子宮 部 位 が 下方 に 至る ほど , また 浸漬 期間 が 
長期 に と わた る ほど 著しい 傾向 が 見 られ る 。 但し レ し フォルマ 
リン 濃度 5 以上 の も の に あつ て は 浸 潰 期間 の 何れ を も 
問わ ず , か よう な 事 は 認め られ な い 。 

次 に 第 2 の 注目 すべ き 点 は , フォ ル マ リ ン 濃 度 5 の 
も の に あつ て は , 梁 漬 期間 1 ヵ月 お よび 2 ヵ月 の も の の 
場合 は その 中 , 下部 内 卵 の 僅か に , また 濃度 10 の も の 
に あつ て は 漬 期間 1 ヵ月 の も の の 子宮 下部 内 卵 の 極め 
て 僅か に 仔 虫 形成 を 見 る の み で ある に 過ぎ な か つた 事実 
で ある 。 換 言 す れ ば , フォ ル マ リ ン 5 2 濃度 に て は 38 カ 
月 以上 浸漬 時 , 同 10 で は 2 ヵ月 以上 浸漬 時 , 同 15% 以 
上 の 濃度 の も の に あぁ つて は 浸 潰 期間 の 長短 を 問わ ず , 培 
養 と に と ょ る 何れ の 部 位 卵 に お いて も その 仔 虫 形成 は 全く 行 
われ な いと いう 事実 で ある 。 

な お こと の 場合 注意 すべ き は , フォ ル マ リ ン 濃 度 1 の 
も の に あつ て は , 浸漬 直後 の 各部 位 。 虫 卵 と も に 浸漬 期 
間 2 ヵ月 以上 の も の は その 仔 虫 形成 率 は 漫 潰 直後 に 比 し 
て ほとん ど 著 明 な る 増加 を 示し て いな いと と が ある (第 
4 表 参 照 ) 。 

然し と の 場合 特に 中 下部 子宮 内 卵 の うち 仔 虫 形成 卵 以 
外 の ほとん ど 大 部 分 が 著 明 に 変性 し て いる 事 は 上 に 述べ 
に 通り で ある 。 た だ 子宮 上 部 内 卵 も 受精 後 の 完 成 卵 特有 
の 変性 像 を 示し て は いな いも の が 多数 認め られ る が , 選 
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第 4 表 フォ ル マ リ ン 濃度 27°C 豚 
子宮 内 卵 の 直後 よび 培養 後 の 


仔 下 成 率 (%) 
間 位 

控除 し た も の 

0 4 4 
ヵ 中 0 42 42 
月 0 97 97 
上 2 3 1 
2 23 2 
月 て 48 21 
月 54 54 0 
カ 中 4 45 4 
月 53 52 
s 上 5 6 1 
月 66 2 
11 
カ 中 54 52 
月 68 72 4 


等 は 培養 後 る 単細胞 形 の まま 止 る こと , お よび 一 般 に 受 
精 後 未完 成 卵 は 完成 卵 に と 比 し て その 抵抗 力 は むき しろ 弱 か 
る べき と と と を 考え 合せ る と き は , 当然 死 減 卵 と 考え て 
然るべき で ある 。 か よう に 考え て みる 時 は , 高温 C2C) 
当 漬 時 に お ける 虫 卵 は , フォ ル マ リ ン 濃 度 1 の 場合 に 
あつ て も , 3 ヵ月 に お いて 虫 形成 に 至ら ざる 
卵 の 殆ど 大 部 分 は 変性 , 死 江 し レ て し まつ て いる も の と 見 
仔 し て 大 過 は な いと 考え られ る 。 

な お か ゝ る 場合 仔 虫 形成 卵 自体 も 長期 間 之 を 浸漬 する 
と き は 変性 死滅 する 可能 性 も ある の で , 試 に と 1% フォ 
ル マ リ ン に (27°C) 6 ヵ月 浸漬 直後 の 仔 虫 形成 卵 68= に 
つき その 運動 性 を 検 し た と ころ, その うち 12 ご () は 
運動 を 示す 事 を 認め た 。 すなわち 浸漬 6 ヵ月 後に お いて 
る 少し は その 仔 虫 形成 卵 の 1 部 は 生存 し て いる も の と 者 
えら れる 。 

以上 を 小 括 すれ ば 次 の 如く な る 。 す な わ ち 各種 フォ ル 
マリ ン 度 に 所 定期 間 高温 (28"C) 潰し た 子宮 
内 卵 は . 同様 に 低温 浸漬 の 場合 と 比 し て , フォ ル マ リ ン 
濃度 が 著しく 低い 場合 (て この 場合 1 ) を 除い て , 浸漬 
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1 ヵ月 に し て 殆ど 大 部 分 の 虫 卵 は 変性 死滅 する 。 一 方 低 
フォ ル マ リ ン 度 (この 場合 1 の 場合 に あっ つて 
は , 浸 漬 2~ 8 ヵ月 に し て その ある 部 分 は 既に 仔 虫 期 卵 
と な る 。 

し か し て こと の 場合 仔 虫 期 な る も の の 全 に対する 
比率 は , 子宮 部 位 別 に は その 下位 部 内 卵 の 方 が 大 で あ 
り , 又 漫 潰 期間 別に 見 れ ば ょ り 長 期間 浸漬 の も の の 方 が 
大 で ある 。 な お 浸漬 期間 が 長期 に 至る に し た が つて , 仔 
虫 形成 卵 以 外 の 殆ど 凡 て の 虫 卵 は 浸 潰 期間 中 に 変性 死 減 
する に 至る も の と 考え られ る 。 


第 2 報 の 要約 

豚 遇 虫 子宮 内 卵 を その 部 位 別 (上 , 中 , 下部 ) に , 各 
種 フ ォ ル マリ ン 濃 度 に 低温 (10C) 及び 高温 (2 で C) に 
お いて 一 定期 間 浸 潰 し , その 後 培養 に と より その 仔 虫 形成 
状況 を 検 し た 。 そ の 結果 を 要約 すれ ば 次 の 如く な る 。 

1 低温 浸漬 時 に お ぉ お いて は 豚 遇 虫 子宮 内 卵 の 仔 虫 形成 
は , その 何れ の 部 位 の も の た る を 問わ ず フ ォ ル マリ ン 濃 
度 5 附近 で 最高 に 達する が , その 後 は フォ ル マ リ ン 濃 
度 の 増大 と 共に その 率 は 低下 し , 一 定 濃 度 に 至る と 仔 虫 
形成 は 全く 認め られ な く な る 。 又 子宮 内 各部 位 内 卵 E つ 
いて みれ ば , フォ ル マ リ ン 濃 度 が 一 定 な る 時 は , その 仔 
虫 形 成 率 は 子宮 上 部 内 卵 た に いた る ほど 低く , 双 そ の 浸 潰 
期間 が 延長 する に し た が つて その 仔 虫 形成 率 の 度合 が 著 
し ょ で ある 。 

2 高温 浸漬 時 に お いて は , 既に 浸漬 直後 に お いて フ 
ォ ル マリ ン 濃 度 が 著しく 低い (と の 場 合 1 %) 場合 に お 
いて は 浸漬 2 ヵ月 以後 は 大 な り 小 な り の 程度 に お いて 仔 
虫 形成 卵 が 認め られ る 。 然 し て その 後 之 を 培養 する も 仔 
虫 形成 卵 の 比率 は あま り 増 加 し な い 。 フ フォルマ リン 濃度 
が や や ゃ 増加 (5 以上 ) する 時 は , その 浸漬 期間 の 如何 
を 問わ ず 浸 潰 直 後 お ょ び 培 養 後に お いて も , 殆ど 仔 虫 形 
成 は 認め られ な い 。 すなわち と の 場合 に は 虫 卵 の 抵抗 力 
は 低温 浸漬 時 に 比 し て 閉 し く 減 弱 さ れ て いる 。 

8. 一 般 に 子宮 下部 内 九 た 比 し て 上 部 内 卵 E に いた る 医 
ど フ ォ ル マリ ン 濃 度 の 増加 , 浸漬 期間 の 延長 , 浸漬 温度 
の 増大 等 に し た が つて その 仔 虫 形成 度 が 減弱 し て いる 。 
こと これ 恐らく は 子宮 下部 内 卵 に と 比 し て 上 部 内 卵 と に いた る ほ 
ど 未 完成 卵 が 多い た めそ の 抵抗 性 が 弱い こと に 基く も の 
で あう ろう 。 

稿 を 終る に 臨み 終始 御 な 御 指導 校 を 賜 
わ つ を 恩師 小宮 義孝 及び 石崎 士 に 深 基 の 
を 捧げ る. 
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Summary 


l. When preserved at a lower temperature 
(10°C) the larval formation of pig ascaris from 
every parts of its uterus showed the highest 
efficiency in 5% formalin solution. But as the 
concentration of formalin became higher its rate 
decreased gradually and in a certain high con- 
centration of formalin they showed no larval 
formation. When preserved in the same con- 
centration of formalin eggs from the upper part 
of uterus showed rather lower rate larval for- 
mation as compared with those from the lower 
portion. Generally speaking the rate of jarval 
formation tends to increase as the time of the 
preservation prolonged. 

2. When preserved at a higher temperature 
(27°C) a considerable portion of eggs was found 
already developed up to their larval stage in the 
lowest, i. e. 1 % concentration of formalin during 
the preservation. And after the cultivation of 
those eggs the increasement of the rate of their’ 
larval form was found increased relatively few. 
As the concentration of formalin increased to 
more than 5% no larval form was recognized 
regardless the time of preservation. At the 
higher temperature the resistance of eggs 
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was considered to be much decreased as com- was seen to be much decreased as the time of 
pared with those at the lower temperature. the preservation prolonged, the concentration of 

3. Generally speaking the rate of larval for- formalin increased and the temperature became 
mation of eggs of the upper portion of uterus higher. 
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言 

端 虫 寄生 に 於 て は , 関 由 する 因子 が 極め て 多い た め 
に , その 動 的 な 実体 を 正しく 把握 する 事 は , 今日 で は , 
極め て 困難 な 問題 で ある 。 

と れ が , 現行 の , 寄生 予防 並び 治療 対策 
は , 消極 的 , 且 , 妖 息 的 な ら ざ る を 得 な い の で ある 。 
最近 に 至 つ て , 推計 学 の 方 法 が , と この 方 面 の 研究 に も 
用 いら れ 始 め , 既に 葵 便 内 に 於 ける 寄生 虫 卵 の 分 布 型 等 
に 関し て , 二 , 三 の 知 見 が 報告 され て いる が (石崎 1958 ; 
佐藤 1958 ; 守屋 1956), 匠 様 な 傾向 は , 徒 ら に 事実 を 積み 
重ね る ば か り で あっ つた 従来 の 研究 態度 か ら す れ ば , 画 期 
的 な 進歩 で ある 。 

さき に 著者 の 1 人 は , 貝 卵 検査 に 関す る 数 学 模型 を 設 
定 し て , 母 集団 に 於 ける 特定 虫 卵 陽性 率 並 に 検出 率 を 推 
定 す る 極め て 実用 的 な 公式 を 導い た が (杉山 守屋 , 1956 ; 
守屋 , 1956), 以下 , 本 公式 の 実験 例 に つい て 述べ る 。 諸 
穴 の 御 批判 を 賜 れ ば 幸 で ある 。 


虫 贅 検 査 に 関す る 数 学 模型 と 推計 公式 


苗 便 を 検査 試料 と する 寄生 虫 卵 は 普通 有形 便 内 で , ポ 
アッ ジン 型 に 近い 分 布 を する (石崎 1958; 佐藤 , 1954; 
等 屋 1956) 。 従 つて 第 様 な 寄生 虫 卵 を , 検査 の 対象 と す 
る 場合 , 検査 試料 を , どの 部 分から と つて も, 
卵 検出 率 は 変ら な い 。 同 時に, ボア ッ ン ン 型 分 布 で は , 
寄生 母 虫 数 が 少 い た め , 或 は 母 虫 の 産卵 能 が 低い た め 
に 卵 関す る 母 平均 が 小さ い 時 に は , 当然 , 
ラス , 即ち , 見 か け 上 , 標本 中 に は 貝 九 が 証明 され な 
い 場 合 が 起り 得る (小宮 , 1952。 1955; 小宮 ・ 佐 藤 , 19 
54 ; 佐藤 1953), 事実 な 現象 は , 釣 虫 卵 , つ 
いて 日 常 経験 する と ころ で ある 。 

Shooji Meriya, Junji Fukushima, Masamichi Fu- 
kuda, Sadakazwu Isokawa and Masatake Oka : Stud- 


ies on the helminth egg examination. 
(Department of Medicine, Osaka City University, 
Asahi-machi, Abeno-ku, Osaka, Japan.) 


従 つ て , 各 検 体 に ついて, 例え ば 直接 法 に よる 
抹 標 本 , 何 枚 づつ を 検査 すれ ば , 対象 母 集団 に 於 ける 特 
定 虫 卵 陽性 率 を 正確 に 知る こと が 出来 る か と いう こと と 
は , 寄生 虫 卵 検査 に 際 し て , 最も 重要 な 問題 の 1 つ で あ 
る 。 こ と の 為 に は , 検体 母 集団 に 関す る 特定 虫 卵 陽性 率 
と , 特定 虫 卵 陽性 の 検体 か ら 作 られ た 1 枚 の 塗 抹 標 本 検 
査 と よ つ て , 陽性 と 判定 され る 確率 p を , 同時 に 推定 す 
る こと と の 出来 る 方 法 を 工夫 する と と が 必要 と な る 。 

さて , 対象 と し て 考え る 検体 母 集団 を 特定 の 寄生 虫 卵 
に 関し て 陽性 群 と , 陰性 群 の 2 群 に 分 け , 陽性 群 の 母 集 
団 に 於 ける 割合 を «と する (陰性 群 の 割合 は (1c@ う ) 
次 に 陽性 群 か ら 無 作為 的 に 抽出 され た 検体 の , 任意 の 人 筑 
所 か ら , 一 定量 の 試料 を と つて 1 枚 の 疹 抹 標 本 を 作製 , 
検査 レ し て , これ に よ つ て 特定 虫 卵 陽性 の 正しい 判定 を 行 
い 得 る 確率 を p と する 。 尚 陰性 群 に 属す る 検体 か ら 葵 抹 
標本 を 作 つ た 場合 に と に は, 標本 に 基 い て 陰性 と 判定 され る 
確率 , 即ち 正しい 判定 の 確率 は 1 と 仮定 する 。 匠 様 な cd 
と p の 推定 値 さ と 5 を 求め る に は , Neyman の B-A-N 
推定 (Best Asymptotically Normal Estimate) の 理論 : 
を 応用 すれ ば ょ よい (杉山 ・ 守 屋 , 1956, 守屋 , 1956) 。 即 
ち 各 検体 に つい て 8 枚 宛 の 標本 を 作 つ て 貝 卵 検査 を 行 
い , 8 枚 中 丁度 E 枚 が 特定 虫 卵 に つい て 陽性 で あぁ つた 
検体 数 を Nr (但し k 三 0, 1, 2,。 8 う と し レ 


N 
と お く と , qx は 実測 値 に ょ つて 求め る と と が 出来 る 。 
続い て 
ai=3gqgs 
| 
as=3qi 
更に 
(8) 
k=1 
C4) 
k=1 
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F*=3q, qs —q3 (5) 
に よ ょ つて, a, の 2, F* の 値 が 求め られ る か ら , と これ ら 
の 値 を 
1— pk 6 
k ax} (6) 


に 代入 し て i の 値 を 求め た 上 で 


= P,(P, + EP,) 3 
53 
(8) 


を 解け ば よい 。 
次 に , 8 枚 の 標本 検査 で 夫々 0, 1, 2, 8 枚 に 特定 虫 卵 
を 検出 する 確率 の 推定 値 Pc は , 上 記 &, 5 の 値 を 用 い 


か ら 求 め ら れる 。 衛 くし て 実測 度数 Nk に 対応 する 期待 

度数 Nk は, N. PL (但し k 三 0, 1, 2,。 3) に ょ っ て 求め 

られ る が , 実測 ・ 期 待 両 度 迷 の 適合 性 を 検討 する 旋 に は 
(10) 


の 値 を 計算 し て , これ と , 自由 度 1 の %〆* 分 布 の 臨界 値 
(危険 素 5 な ら ば , 臨界 値 は 3.481 ) と を 比較 すれ ば 

夫 る 及び 5 の 値 に つい て , 凡そ の 見 当 を つけ る だ け 


で ょ よい 場合 と は, N 例 の 各 検 体 ご と に 2 枚 づ っ つ 疹 抹 標 本 


を 作 つ て 虫 卵 検査 を 行 つ た 結果 か ら 次 式 を 用 いて 求め る 
と と が 出来 る 。 即ち , 2 枚 中 , Ek 枚 に 特定 虫 卵 を 検出 し 
た 検体 数 を Nr (但し , k 三 0, 1, 2 う と し , 

Nk 


と お け ば 
2 
(12) 
2q, 
q+2gqgz 


但し , この 2 枚 線 返 法 の 場合 に は 。 上 記 8 枚 繰 返 法 の 
場合 の 如く , 理論 値 と , 実測 値 と の 問 に 有意 差 が ある か 
否 か の 検定 を 行う こと は 出来 な い 。 

と れ ら の 推定 公式 を , 寄生 虫 卵 集団 検査 の 実際 に 用 い 
て 一 応 よ く 現 実 の 結果 を 説明 する と と を 認め た (守屋 


( 57 ) 
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1956) 。 

商 本 推定 法 は , 直接 塗 抹 法 に よる 寄生 虫 卵 集団 検査 の 
場合 の み で な く , Graham-Jacob . 氏 の セル ロー ズ ・ テ 
ー プ 法 に よ ょ る 時 虫 卵 集 団 検査 , 更に 細菌 培養 , 血清 反応 
その 他 医 学 領域 の 各種 検査 , 或 は 診断 の 適 中 率 を 推定 す 
る た め に る も 役立つ 事 が 出来 る 。 

次 に 本 推定 法 の 寄生 虫 学 の 領域 に 於 ける 実用 性 を 実例 
に つい て 人 述べ る 。 

応 用 

(1) 直接 抹 法 に ょ る 内 虫 検査 : 

某 紡績 工場 の 女子 工員 寮 寄 宿 者 ( 母 集団 )〉 約 200 名 を 
対象 と し て , 寄生 虫 卵 検査 を 行 つ た 麗 ,。 143 名 (N) が 
検査 可能 の 閥 便 を 提出 し た 。 と の N 例 て 143 例 ) の 検体 
に つい て 22X22mm の 被 い ガラ ス を 用 い , 常 法 に 従 つ て , 
各々 8 枚 宛 の 塗 抹 標 本 (直径 22 mm の 略 々 円 形 の 拡がり 
と , 下 に 置い た 新聞 紙 の 活字 が , それ を 秀 し て 判読 出来 
る 程度 の 厚 さ に な る 様 に する と , 1 枚 の 塗 抹 標 本 の 対象 
と な る 検便 量 は 凡そ 8 ~12mg で ある 。 粗 大 な 頑 雑 物 , 不 
消化 物 は 除外 し た ) を 作 つ て 貝 卵 検査 を 行 つ た 結果 , 
つい て は , 標 本 8 枚 に 虫 卵 陽性 の 検体 
数 (Ns) 37 例 , 2 枚 陽 性 , 1 枚 陰性 の 検体 数 (N2) 18 
例 , 1 枚 陽性 , 2 枚 陰性 の 検体 数 (N:) 6 例 , 8 枚 全部 
陰性 の 検体 数 (No) 87 例 で あつ た 。 と これ らち 実測 値 を 基 に 
し て 本 母 集団 に 関す る る 及び 5 を 求め る に は , 次 の 如 
くす れ ば ょ い 。 

N=148, 

(1) に 代入 し て 


N 
N 
q: = = 0.09 
N 
ai= = 0.78 
= —0.18 
as=3q;=0.12 
(8 り 


0.03 


| | 
| 
: 
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う より 
ーg3=0.02 
(6 う り 
= 


= 0.48 


即ち 本 母 集団 に 於 ける 遇 虫 卵 陽性 率 或 は 産卵 能 を 持つ 
母 虫 感 染 率 の 推定 値 は 432,。 1 枚 の 塗 抹 標 本 (区 便 量 8 
~12mg) 検査 と よる 遇 虫 卵 検出 率 の 推定 値 は 88 で あ 
る 。 
次 に 上 記 の 結果 が 現実 の 現象 を どの 程度 乱 正 し く 推 定 
し て いる か を 検定 し て みょう 。 
今 , Nz の 現われ る 確率 を Pr と すれ ば (但し k= 
0, 1, 2, 8), Pk の 推定 値 ku は 次 式 に よっ つて 求め 


る と と が 出来 る 。 
(1—p)*? (14) 
(1 —5) 


2==0.43, 5 = 0.83 を 代入 し て Pk を 求め る と , 


= 0.57 
= 0.08 
= 0.15 
P, = 0.25 


逢 くし て Pc の 値 を 得 れ ば , 夫々 に 相当 する 検体 数 の 
期待 値 Ne は N・Pr で 求め られ る か ら , 本 例 で は 
N=N.£, =81.51 
N,=N.£, = 4.29 
=21545 
N, = N.P, = 35.75 
期待 値 N。, NN:, N。, N。 を 夫々 の 実測 値 No, Ni, N2, 
N;, と 対比 させ る と 第 1 表 の 如く な る 。 両者 の 喰い 違い 
が , 偶然 変動 の 範囲 内 に ある か どう か を (10) 式 に ょ っ 


(58 ) 
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第 1 表 卵 出 現 に 関す る 実測 値 と 期待 
値 (3 枚 繰 返 法 ) の 対比 例 


k 0 1 2 3 
N ょ (実測 値 ) 87 6. 13 37 
Ns (期待 値 ) 81.51 4.29 21.45 35.75 
て 検定 する と , 
EF*? 
z=N・ = 1.907 


9 
a 


な る 値 が 得 ら れる 。 一 方 自由 度 1 の %* 分 布 で は 5 臨 
界 値 は 8.841 で ある か ら , 本 例 に 於 て 実測 度数 と 前 記 の 
模型 が 真 な り と し た 場合 の 期待 度 迷 と の 喰 違い は 有意 で 
な いこ と と が 判る 。 
返し 2 枚 の 場合 に は 実測 値 : 
か ら 公 式 (12) (18) を 適用 し て 
=0.41 
p = 0.86 
を 得る 。 こ と これ ら 々 及び 5 の 値 は 前 記 繰 返し 3 枚 法 で 求 
め た 夫々 の 値 に よく 一 致す る 。 
同一 要領 で , 本 母 集団 の 釣 虫 卵 ・ 鞭 虫 卵 に 関す る 実測 
値 を 得 て , 3 枚 繰 返 法 及 び 2 枚 繰 返 法 で 夫々 の 虫 卵 に 関 
する 及び 5 の 値 を 求め 第 2 表 の 成績 を 得 た 。 


第 2 表 3 枚 繰 返 法 及 び 2 枚 繰 返 法 に ょ る 


0.28(0.23) 0.53(0.60) 
0.42(0.38) 0.36(0.41) 


カッ = 内 は 2 繰 返 法 に ょ つて 求め た 


既 述 の 如く , 2 枚 繰 返 法 で は 得 ら れ た 解 の 妥当 性 に つ 
いて 検定 を 行う こと が 出来 な いか ら , 推計 学 の 立場 か ら 
云 へ ば 好ま し い 方 法 で は な い が , 実際 に は , 上 記 の 例 に 
見 られ る よう に , と の 方 法 を 用 いて る も 検定 可能 の 8 枚 線 
返 法 の る 及び 5 の 値 に 近似 の 値 が 得 ら れる か ら , 母 集 
団 の る 及び 5 の 値 に 関し て 手取 り 早 く , 凡そ の 見 当 を 
つけ る た め だ け な ら 充 分 に 実用 価値 が ある 。 

(2 う セロ テー プ 法 に ょ る 暁 虫 卵 検査 : 

Graham-Jacob 氏 の セル ロー ズ ・ テ ー プ 法 で は 幅 19mm 
長 さ 約 5 cm の セロ テー プ を 肛門 を 中 心 と し て , 笠 列 に そ 
つて 貼り , 指 腹 等 で 2 一 8 回 テー プ 人 面 を 圧し て 後 は が 


. | , 
a 
as — 
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し , その 位 , 載せ ガラ ス に 貼り つけ て 暁 虫 卵 の 有無 を 検 
鏡 る 。 本 法 に よる 卵 率 は 以 上 と いわ れ て 
いる か ら (Jeffery, 1950), セロ テー プ が 時 虫 卵 産卵 局 
所 に 貼 附 され さえ すれ ば , 時 虫 卵 は 先 づ 間違い な く 検 出 
され る と 考え て も ょ い 。 従 つて ,。 セロ テー プ 貼 付 を 1 日 

1 回 (な る べく 早朝 ) の み 行 うこ と に すれ ば , 直接 塗 抹 
法 に 於 ける 葵 便 塗 抹 標 本 作製 と , 結局 同 じ で あぁ つて, 前 
記 の 迷 学 模型 を その 伺 適 用 する た め に は , 標本 を 8 日 に 
責 つ て , 又 2 枚 線 返 法 で は 2 日 に 豆 つ て 作 人 製 し な けれ ば 
な ら な い 点 が 異 る 。 3 

実際 に 2, 8 の 母 集団 を 対象 と し て , 8 日間 に 豆 り 各 
被 検 者 と つき 8 枚 宛 の セロ テー プ 標 本 を 作り , 暁 虫 卵 の 
有無 を 検査 し た 実測 値 か ら , 8 枚 繰 返 法 に ょ つて 期待 値 
を 求め , 両者 の 間 の 有意 差 の 有無 を %* 検定 に と よ つ て 検 
べた 結果 , セロ テー プ 法 に ょ る 暁 虫 卵 検査 に とも, 前記 数 
学 模型 が 例外 な く 適 合 す る こと を 認め た 。 又 2 枚 繰 返 法 
で も , 38 枝 繰 返 法 の 場合 と 近似 の 及び 5 値 を 得 た 。 

(8) 検査 反 数 と 虫 卵 検出 率 : 

寄生 虫 卵 検査 の 実際 に 於 て 特定 虫 卵 陰性 群 か ら 抽 出し レ 
た 検体 に っ ついて, 正しく 陰性 の 診断 を 下す 各 に 検査 すべ 
き 標 本 数 は , 例え ば 内 寄生 虫 は 抹 標 本 8 , 
或 は 6 枚 と 定め られ て いる 。 し か し 母 虫 の 産卵 能 の 大 き 
い を 対象 と し た 場合 と , より 産卵 能 の 
る , 虫 の 卵 を と し た 場合 と で は , 検査 反 回 
数 に 当然 差 を 設け ね ば な ら な いし レ し, 又 母 集団 を 農村 に と 
つた 場合 と 都会 と と つた 場合 更に 同一 母 集団 に つい て 
も 駆虫 剤 投与 の 前 後 で は , これ を 同一 要領 で 処理 する 事 
は 甚だ 不 合理 で ある 。 ; 

上 記 推 計 公 式 は と の 問題 に 対し て も , 1 つの 解答 を 与 
える も の で ある 。 即 ち 母 集団 の 特定 虫 卵 に 関す る 5 値 が 
8 枚 繰 返 法 (止む を 得 な けれ ば , 2 枚 繰 返 法 ) で 求め られ 
れ ば , 検査 反 衝 に ょ る 該 虫 卵 検出 率 の 推定 値 Dk (但し レ 
k は 検査 反 枯 回 数 ) は , 次 式 に と に ょ つて 求め る と と が 出来 
< 

De=1—(1—5p)k 15) 

( 例 1〕 ある 母 集団 に つい て 既 述 の 要領 で 虫 卵 検査 
を し た 実測 値 か ら 5 を 求め , 映 虫 卵 , 0.88 : 釣 虫 卵 
0.53 : 縮 虫 卵 0.86 : 暁 虫 卵 , 0.68 を 得 た と すれ ば , 検 
査 反 覆 回 数 (Ck) と , 虫 卵 検出 率 の 推定 値 (Dk) の 間 に 
第 8 表 の 数 字 が 得 ら れる 。 即 ち 本 母 集 団 か ら 抽 出し た 検 
体 を 対象 と し て 虫 卵 陰性 の 診断 を 下す に は , 畑 虫 卵 , 2 
枚 ; 虫 4 枚 , ; 虫 卵 7 枚 の 抹 標 本 (22 X22mm 
の 被 い ガザ ラス を 使用 , 量 は 8 ~12mg), つ 
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和 集 3 表 標本 繰返し 検査 に ょ る 虫 卵 検出 率 


検査 反復 回 数 
卵 1 (=p) 2 3 4 5 6 7 


* 0.83 0.97 


虫 * 0.53 .0.78 0.90 0.95 
団 虫 * 0.36 0.59 0.74 0.83 0.89 0.93 0.96 
0.68 0.90 0.97 


* 直接 法 ( が ラ ス 22x22 mm, 
准 便 量 8 一 12 mg) 

** セロ テー プ 法 (セロ テー プ 19 mm x 5 cm) 
いて は 8 枚 の セロ テー プ 標 本 (19mmX 5 cm の セロ テー プ 
を 使用 , 1 日 1 枚 宛 虫 卵 採集 を 行う う を 検査 し な けれ ば 
な ら な い 。 

〔 例 2〕 約 10 ヵ 月 前 に 。 ベ キ シン (リン ゴ ご 酸 ピ ペラ ヂ 
ン ) を 投与 し て , 一 応 殆ど 完全 に 時 虫 駆除 を 行 つ た 母 集 
団 人 A と , 未だ 暁 虫 の 特異 的 療法 を 行 つ た 事 の な い 母 集団 
B について, 暁 虫 卵 検査 を 行い , 5 値 を 求め た 結果 , 夫 
0.42 及 び 0.69 で あつ た 。 と これら の 値 を (15〕 式 に 代入 
し て 第 4 表 の 成績 を 得 た 。 従 つて 産卵 能 を 持っ 購 虫 母 虫 
感染 の 有無 に 関し て , 確定 的 な 診断 を 下す 迄 に は , 母 集 
団 人 A で は 各個 体 に つい て 6 枚 , 母 集団 B で は 83 枚 の セロ 
テー プ 標 本 を 検査 し た な けれ ば な ら な い 。 


第 4 表 集団 た に た ょ る 卵 検出 の 難易 
検査 反復 回 数 


母 集団 
A 0.42 0.66 0.80 0.88 0.93 0.96 
B 0.69 0.90 0.97 


(4) 駆虫 計画 の 樹 て 方 : 

一 般 に , 薬剤 の 用 法 ・ 用 量 は 患者 の 年 令 ( 体 重 ) 疾 病 の 
軽重 等 を 基 に し て 決め られ て いる 。 然 る に 駆虫 剤 , 特に 
集団 的 に 駆虫 を 実施 する 場合 に は , 年 令 の み を 目標 に し , 
感染 の 程度 は , 殆 ん ど 考 慮 され て いな い 。 し か し , 例え 
ば , 駆虫 薬 を 殆 ん ど 投 与 せ ず , 従 つ て 重症 (寄生 虫 体 数 
の 多い ) 感染 者 の 多い 母 集団 と 定期 的 に 駆虫 剤 投与 を 行 
つて いる 為 に 感染 者 の 殆 ん ど が 軽症 (寄生 虫 体 数 が 少 
い ) で ある 母 集団 と を 同じ 用 法 , 用 量 で 駆虫 する こと は 
朋 当 で は な い 。 即 ち 同 様 な 駆虫 効果 を 期待 する に は , 前 
者 に は ょ り 大 量 の 駆虫 剤 を 投与 し な けれ ば な ら な い 事 は 
当然 で ある 。 従 つて 駆虫 を 合理 的 に 行う に は , 先 づ 対 但 
母 集団 に お ける 特定 寄生 虫 感染 度 を 知 つ て 置か ね ば な ら 
な いわ け で ある が , と れ は 該 母 集団 に 関す る 5 の 値 を 


| 
¢ 
の 
る 
き 
3 


478 


1 図 母 集団 に ける 虫 感 染 
『 ペ キシ ン 」 の 効果 


3( 8=0.64 - 0.74 ) 

ez. 

60 3 
40[ 

[ 

2of 

50 100 300 500 700 


ベ キ シン 総 投与 量 
(数 字 は 1 「 タ ー ル を 」 の 日 数 ) 
求め る こと に よっ つて , 可能 で ある 。 第 1 図 に , 大 阪 市 汗 


及び 近郊 小学 校 児童 , 約 1500 名 を 対象 と し て ,。 さ ペ キシ ン 
に ょ る 暁 虫 駆除 を 行 つ た 結果 を 示す 。 即ち 母 集団 の 5 
値 が 0.64 ~ 0.74 の 範囲 内 に と あぁ あれ ば , ベ キ シン 総 投 与 量 
と , 暁 虫 卵 陰 転 束 と は , 同一 の 基準 で 考察 する と こと が が 出 
来る が , 0.42 程度 の 母 集団 と で は 同一 に は 論じ られ な 
い 。 

ば 総量 約 300 mg/kg の ペ キ シ ン 投 与 に よる 
卵 陰 転 束 は , 5 三 0.64~0.74 の 母 集団 で 約 80%%, 5 三 
0.42 の 母 集団 で 約 9022, 450 mg/kg で は , 前 者 80 久 に 
対し て , 後者 100 錠 と な つて いる 。 

従 つ て , ョ p 値 の 異 る 種々 の 母 集団 に 関す る 駆虫 デー タ 
ー を 集め て 置け ば , ある 母 集団 の 駆虫 を 実施 する に あ た 
つて , 先 づ ョ p 値 を 求め る と , どの 駆虫 剤 を 如何 程 投与 す 
れ ば , 何 の 卵 陰 転 素 が 得 ら れる か を 予測 する と と も 可 
能 で ある 。 叉 駆虫 剤 効果 に 関す る 従来 の 報告 で は , 同一 
駆虫 剤 の 同一 量 を 用 いて , 対象 母 集団 に よっ つて 陰 
転 束 が 動揺 し て 薬剤 効果 を 判定 する の に 甚だ 困難 を 来 す 
と と が 必 々 経験 され た が , と この 際 , 5 値 の 類似 し た 母 集 
団 を 揃え る よう に すれ ば , 左 様 な こと は な く な る 秒 で あ 

(5) 駆虫 剤 効果 の 測定 

駆虫 剤 効果 判定 の 第 1 の 目標 は , 虫 卵 陰 転 束 で , 更に 
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排 貝 率 ・ 卵 減少 率 が , 補助 的 に と 用 いら れ て いる 。 西 し て 
今日 , 検体 内 虫 卵 陰性 の 判定 は , 直接 塗 抹 標 本 ( 
の 場合 は セロ テー プ 標 本 ) 2~38 枚 ( 被 い ガ ラス は 18X 
18mm. 従 つ て 1 枚 の 標本 作製 の 対象 と な る 区 便 量 は 5~8 
卵 検 で は 19mmX 5 cm の セロ テー プ ) 検査 の 結 
果 に 基 い て 行わ れる の が 普通 で ある 。 し か し こと の 種 の 検 
査 で , 比較 的 誤り の 少 い 結果 が 期待 出来 る の は , 産卵 教 、 
の 圧倒 的 に 多い , 遇 虫 の 場合 位 な も の で あぁ つて, その 他 
の , 例え ば , 釣 虫 ・ 凌 虫 を 対象 と し た 時 , 特に , 駆虫 剤 
投与 にょ よ つて, 寄生 虫 体 数 が , 減少 し て いる 場合 に は 。, 
所 調 「 見 か ふか け 」 の 陰 転 の 程度 が , 侵 々 増加 し て , 貝 卵 陰 
転 素 を 過大 に 評価 する 危険 性 が 大 きい 。 押 様 な 誤解 を な 
くす る 為 に は , 各 検 体 に ついて, 更に 多く の 標本 を 検査 
すれ ば ょ い の で ある が , と これ は , 実際 問題 と し て 実行 不 
可能 で ある 。 
前 記 , 推定 式 は とこ の 方 面 に も 利用 可能 で あつ て , 今 , 
ある 母 集団 に 於 ける 特定 虫 卵 陽性 群 (前 検査 と 於 ける る 
及び 5 値 は 夫々 る 及び 5) に 駆虫 剤 を 投与 し , 後 検 
査 時 の 実測 値 か ら 。 る 及び 5 を 求め て , 夫々 &。 及び 
5。 を 得 れ ば , 駆虫 剤 投与 に よる 特定 虫 卵 陰 転 率 の 推 
定 値 は (1 一 4) で , 更に 特定 虫 卵 減少 率 の 推定 値 は 


で 求め られ る 。 し 。 虫 の 能 関 する 


1 


個体 差 を 考え な いと と に すれ ば , 後者 は , 同時 に 母 虫 減少 
率 , 或 は 排 貝 率 を も 現 わ し て いる と する こと と が 出来 る 。 
本 の 如く , 母 虫 の 産卵 能 が 極め て な も の で 
は , え 薬剤 に つて ある 程度 の 排 あつ た と し て 
も , 通常 量 の 区 便 (5 ~8mg) を 1 枚 の 標本 の 対象 と し 
た の で は , 前 後 検査 と 於 ける p 値 の 差 が つっ か め な い 事 
が 多い 。 従 つて , 白 様 な 虫 卵 に つい て は , 1 枚 の 標本 で 
取扱 う 便 量 を , 通常 の 或 は に する と と が 必要 
で ある 。 古 し て , これ は 被 い ガラ ス を , 1 本 或 は 2 本 の 
対角線 で 2 等 分 或 は 4 等 盆 し て 1 枚 の 標本 を , 2 枚 或 は 
4 枚 と し て 考慮 する こと に ょ つて 簡単 に 実現 する こと が 
出来 る 。 
総 括 


虫 卵 検査 に 関す る 我々 の 数 学 模型 が , 現実 の 現象 を 極 
め て よく 説明 する と と , 及び 本 数 学 模型 を 基 に し て 導い 
た 推計 公式 が 虫 卵 検査 成績 に 対す る 信 依 性 の 批判 ・ 駆 虫 
剤 効果 の 判定 更に 合理 的 な 駆虫 計画 樹立 に 利用 出来 る と 
と を 認め た 。 

- 英 授 に 御 指導 と 御 校 いた いた . 国立 
予防 衛生 研究 所 小宮 義孝 部 長 に 御 教示 を い た 
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31 午 12 月 (1956)〕 


で いた 。 附 記し て 謝意 を 表し ます . 
(本 論 要覧 は 昭和 31 年 4 月, 第 25 回 日 本 寄生 
学会 総会 で 報告 し た .) 
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Summary 


Divided the mother group into two classes, i. e. 
a positive class and a2 negative class with the 
helminth egg of a special species, abstracted the 
examination materials (N) at random from the 
mother group and assumed the special helminth 
egg positive rate occupied in the mother group 
is a and the egg detecting rate by one enforce- 
ment of the examination with the material ex- 
tracted from the positive class is p, the assump- 
tive values of a and p, i.e. ¢ and p respectively, 
are obtainable by solving the following equa- 
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tions, which are introduced by using the Ney- 
man’s Best Asymptotically Normal Estimating 
method : 

The independent diagnosis has been done three 
times respectively with each of N materials ex- 
tracted at random from a mother group using 
the unconcentrated faecal smearing method with 
the ordinal intestinal worm or the Graham- 
Jacob’s cellulose-tape method with the pinworm. 
If we can detect the egg k times respectively 
with Ni materials (k =0, 1, 2, 3), then 

Nr/N = qdr. 
Calculating qx basing on the values at the actual 
measurement, we can obtain the values of ar, 
a, F*, and accordingly and § from;; 


= 3p;, = — as = 
3 
a= ar 
k=1 


F* = 3q; qs— 


ak—s 
P, (P, + 

P, + P, 


Moreover, using the values of ¢ and Bp thus 
obtained, we can execute to comment the reli- 
ability of the current helminth egg examination, 
to estimate the anthelmintic activity of the drug 
and to make the vermifugal plan accurately and 
rationally. 
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第 3 回 北日本 支部 大 会 演題 目録 
期日 昭和 31 年 7 月 22 日 (日) 
会 場 青森 市 青森 自治 会 館 ホ ー ル 


支部 大 会 長 


胆道 に 於 ける 胆管 撮影 像 森 武 彦 ( 弘 大 ・ 外科 ) ・ 対 ( 弘 大 ・ 松 内 科 


当 外 科 に 於 ける 外科 的 寄生 虫 症 に 就 て ーー 秋元 戻 二 ・ 小 笠原 雅 (青森 県 金 木 病院 外科 ) 
胃 に 障 が 見 られ た 寄生 虫 症 の 2 例 (1) 寄生 虫 が 関係 し て いる と 思わ れる 胃 蜂 穴 織 炎 の 

1 例 (2) 釣 虫 , 肝 吸 虫 , 遇 虫 が 寄生 し 出血 性 胃潰瘍 で 死亡 し た 1 例 ・…… 神 靖 衛 (国立 弘前 病院 外 笠 ) 
6 ベ キ シン ( ピ ペ ラ ゴ ヂ ン ) に よる 央 虫 駆除 成績 と 就 て ーー 前 川 康 治 (東北 大 黒川 内 科 ) 
7 胆汁 内 の 形態 的 変化 と 就 て 小西 玲子 (秋田 県 中 央 病院 内 科 ) 
8 

9 


仙台 に ける 釣 虫 の 分 布 状況 前 川 康治 (東北 大 黒川 内 

釣 虫 駆除 法 無 効 な る 症例 に 就 て で て ee 岸田 隆 (山形 県 社会 保険 酒田 病院 内 科 ) 
10 東洋 毛 様 線 と 十 二 脂 腸炎 菊池 ( 大 ・ 笠 ) 
11 津軽 農村 に 於 ける 十 二 脂 腸 液 検査 五 み 年 間 の 成績 ーー…………… 青山 調 一 (青森 県 五所 川原 市 増田 病院 ) 
12 青森 県 に と 於 ける フィ ラリ ヤ 症 の 疫学 的 調査 北畠 栄 太 郎 ・ 高 松 功 < 弘 大 ・ 第 一 病理 ) 
18 Trombicula pomeranzevi 群 に 於 ける 変異 に 関す る 知見 補 遣 ・…… 大 野 癌 右 衛門 (北海 道 立 衛生 研究 所 》 
14 中間 宿主 体内 に 於 ける 包 虫 の 形態 に 就 て ・……… 大 林 正 士 ・ 山 下 次 郎 ・ 近 野 誠 二 (HH 比 大 ・ 獣 医 ・ 寄 生 虫 ) 
15 犬 体内 に ける Echinococcus granulosuws の 発育 に 

山下 次 郎 ・ 大 林 正 士 ・ 近 野 誠 二 (北大 ・ 医 ・ 生 虫 ) 
16 北海 道 の 採取 記録 て 長谷 川 (北海道 立 研 
17 ェ 熱 と 北海 道 の 中 村 豊 北海道 立 研 
18 Encephalitozoon の マウ ス 体 内 に 於 ける 増殖 状況 に 就 て …‥ 松 林 久 吉 ・ 京 吉 美 ・ 田 崎 光 ( 慶 大 ・ 和 寄生 虫 ) 

特 別 講 演 
肝 虫 の 臨床 利雄 (東北 大 黒川 内 科 


第 16 回 東日本 支部 大 会 演題 目録 
な 期日 昭和 31 年 10 月 13 日 ( 土 ) 
会 場 千葉 市 千葉 大 学 医学 和孝 臨床 講堂 


支部 大 会 長 柳 沢 利 
演 説 


1 乳幼児 アメ ー バ 赤 導 の 流行 例 と 二 三 の 実 験 
観察 〇 岩井 雄 , 博 , 辻 昭 二 , 福原 文明 ( 大 ・ 寄 生 ) 赤松 才 , 古本 浩 ( 大 ・ 小 児 科 


大 腸 ペ ベラ ンチ ヂ ウム の 培養 に 対す る 随伴 細菌 群 の 影響 (2 う ーーー…… ト 部 護 志 C 北 研 ・ 寄 生 虫 う 
静岡 地方 に て 豚 か ら 検 出さ れ た トキ ソプラ スマ 株 に 
て 松林 久吉 , 阿部 道夫 ( 寄生 ) 野口 政 望月 久 , 山田 淳一 (静岡 県 研 ) 
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昭和 31 年 12 月 (1956)] 


トリ コモ ー ナ ス の 免疫 学 的 研究 . Immobilization Test と 凝 塊 反 応 と の 


腸 ト リコ モー ナス の 無菌 的 培 森口 賀 年 ( ・ 寄 生 う 
口腔 及び 腸 ト リコ ナス の 反応 試験 隆 (慶太 寄 
クシ ヂ ウ , オー シス ト の 消 験 角田 清 (農林 省 家 ) 
ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 セル カリ ア の “mucoid gland ”” に 関す る 

研究 横川 宗雄 , 〇 吉村 ( 千 大 医 動物 ) 
肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 に 関す る 研究 C8) 各種 分 画 抗 原 の 

比較 横川 宗雄 ( 千 大 ・ 医 動物 ) 大 島 (人 院 寄生 》 
新潟 県 直江 津 地 方 に お ける 肺 吸虫 中 間 宿主 調査 に つい て C1) 中 川 時 子 ( 新 大 ・ 医 動物 ) 
南 伊 豆 の 大 平 肺 C1 う 横川 宗雄 , 吉村 裕之 小山 千 万 樹 , 佐野 基 , 木 畑 美 知 江 , 
鈴木 重 一 ( 千 大 ・ 医 動物 ) 

日 本 住 虫 単 性 寄生 に 関す る 研究 菊地 滋 (横浜 市 大 寄生 
日 本 住 血 吸 虫 病 の 撲 減 に 関す る 研究 (外界 に 於 ける 宮入 上 内 の 条 上 中 剤 PCP-Na 

の 有効 濃度 及 び 有 効 期間 O 〇 田 秀 , 佐藤 重 , 沼田 一 ( 医 研 ) 


山梨 県 に と 於 ける 死因 と し て の 日 本 住 血 吸 虫 病 ・… 三 井 四 郎 , 坂口 孝 友 郎 , 〇 飯島 利彦 (山梨 県 ・ 衛 生 部 
Trichomonas vaginalis の 呼吸 系 に 及ば す 各 種 抗原 物 質 の 


千葉 市 民 の 寄生 虫 保有 実態 に つい て の 推察 板橋 , 加地 信 (千葉 県 

所 調 関す る アレ ルギー の 立場 か ら の 再 検討 (4 血液 像 を 

示 と し て 松村 竜 , 由 上 修三 , 〇 鈴木 俊男 群 ・ 小 児 科 

所 調 関す る アレ ルギー の 立場 か ら の 再 検討 (5〕 う 十 二 脂 腸 の 運動 並び に の 

炎症 性 変化 と つい て ……・ 村 竜 雄 , 由 上 修三 〇 田所 春海 ( ・ 小 児 科 
示 説 

一 小児 収容 施設 に お ける ジア ル ジ ア 感染 状況 に つい て ーー………… O 〇 — 瀬 永吉 , 野村 弘 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 ) 

赤 摘 アメ ー バ の 少数 虫 体 接種 に と よる 培養 , 容器 の 大 いさ , 培地 の 影響 ……… 後藤 千代 ( 慶 石 ・ 寄 生 虫 } 

利根 川下 流 地 方 に お ける 吸虫 類 と に つい て (1) 肝 吸 虫 中 間 宿 主 k に つい て ………・ 多田 昌 介 (東庄 町 笹川 

長野 県 諏 訪 地 方 に 於 ける 肝 吸 虫 の 分 布 状況 ・………・ 小宮 義孝, 〇 鈴木 了 司 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 ) 

小尾 英 一 (諏訪 保健 所 ) 志賀 満雄 (岡谷 保健 所 ) 

南 伊 豆 の 肺 吸虫 症 に つい て C1 ee ei 〇 鈴木 重 一 , 横川 宗雄 ( 千 大 ・ 医 動物 

数 種 農薬 の 発育 に 及ぼ ばす 影響 藤田 憲三 (慶太 寄 生 虫 ) 

改良 便所 普及 後 満 4 ヵ年 後 の 部 落 の 土 壌 内 と 新設 地域 に る それ と の 

比較 藤波 (日 本 医大 ・ 一 内 

遇 虫 飼育 液 に 及ぼ す サ ント = ン の 影響 ーー……… 松本 性 三 , 大 沢 隆 , 半沢 久 次 郎 , 石田 敏和 , 

佐藤 美 医大 ・ 林 内 科 ) 

卵 検査 法 の 研究 (3 直接 抹 法 の 再 検討 佐藤 ( 予 ・ 寄 生 ) 

東洋 毛 様 線 虫 の 排卵 数 に つい て 伊藤 , 〇 ( 新 大 ・ 医 動物 ) 

流 面 中 の ミク ロフ マフ ィ ラ リア の 章 結 集 虫 法 に つい て ………・ 若杉 幹太 郎 , 林 滋 生 。 佐々 学 ( 伝 研 ・ 寄 生 虫 う 

内 に 現われ た 様 生 物 に つい て 〇 小山 力 , 小宮 義孝 ( 予 研 ・ 寄 生 ) 

理研 ポリ ェ ス テル (て (リプ マラ ッ ク ) に よる 類 標本 の 封入 亀谷 了 , 野々 部 春 (目黒 寄生 館 ) 

; 演 説 

体腔 液 内 無機 成分 に 就 て 石崎 , 〇 津 見 晴彦 ( 予 寄 


の 呼吸 代謝 . 卵 の 発育 と メチ レン 青 脱色 能 の 
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〇 斎藤 昭三 , 川 時 , 浅見 敬三 ( 慶 大 ・ 寄 生 ) 
子宮 内 卵 の 発育 及び その 抵抗 性 に 関す る 研究 各種 薬剤 後 の 
豚 子 宮内 各部 位 の 発育 経過 に 関す る 研究 斎藤 敏昭 ( 予 研 ・ 寄生 ) 
各 年 令 層 に 於 ける 犬 錠 虫 感染 幼虫 を 中 心 と し た 肝 肺 の 病理 的 所 見 …………・ 氏 田 義男 且 本 医大 ・ 一 内 ) 
農山 村 部 落 尾 の 銅 虫 と 腹痛 に つい て eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee ese 原 一 男 (日 本 医大 ・ 一 内 ) 
虫 , 時 寄生 児 の 自律 神経 張 状態 吉 仲 武 (横浜 市 大 ・ 生 虫 
の 構造 に つい て 見 利 (日 本 験 ・ 寄 虫 
貞 虫 卵 陰性 者 群 に 駆虫 剤 を 投与 し た 結果 に 就 て emer 長野 寛治 ( 東 女 医大 ・ 寄 生 虫 ) 
ニニ 三 合成 洗剤 に よる 野菜 附 着 卵 の 除去 効果 〇 小林 昭夫 , 熊田 三 由 ( 予 研 ・ 寄生 ) う 
虫 の 殺 に 関す る 研究 特に 無 酸 素 状 態 の に 及ぼ さす 
影響 分 島 整 , 小津 弘 , 保阪 幸男 (埼玉 県 研 
数 種 抄 子 油 の 殺 卵 作用 ーー…… 国井 喜 章 ,。 〇 池内 まき 子 , 伊東 保 一 郎 (農林 省 ・ 農 技研 ) 
島 の 感染 と つい て 国 井 喜 章 伊東 保 一 郎 , 池内 まき 子 (農林 
省 ・ 農 技研 ), 小林 昭夫 , 熊田 三 由 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 ) : 
貯溜 中 に ける の 死 と 温度 と の 関係 大 田 和 明 ( 大 ・ ) 
戻 尿 の 消化 促進 法 に 関す る 一 考察 ere 谷川 久治 , 〇 田波 潤一 郎 (和子 大 ・ 衛 生 ) 
症 に お ける 血圧 と 血色 素 量 に つい て 高橋 ( 千 大 ・ 生 
貞 虫 駆除 に 関す る 臨床 的 研究 (2) 合成 サン ト = ン の 員 虫 駆除 効果 に つい て ………… 北本 治 , 
高原 義 , 高山 久 郎 , 阿部 定 生 ,。 〇 岡田 周子 ,。 田中 正 , 甚 中 静 司 eeeeeeeeee・ ・( 伝 研 ・ 臨 研 ) 
尿 中 ピ ペ ラ ジン 誘導 体 の 光電 比 色 計 に よる 定量 法 ……………………・ 久 津 見 晴彦 , 〇 杉山 太 幹 ( 予 研 ・ 和 寄生 躍 ) 
虫 に 関す る 研究 (7 ) 床 に お ける の 原田 (神奈 川 県 
犬 多 の survival に 及 だ なす medium pH の 高野 美彦 ( 予 研 寄生 ) 
農村 に ける と 釣 虫 症 と の 関係 (C1) 荻野 ( 予 ・ 寄 生 虫 う 
釣 虫 症 の 臨床 的 観察 。 特に 予後 を 左右 する 諸 因 子 に つい て ーー…………・ 藤沢 俊雄 (国立 横浜 病院 ・ 内 科 ) 
下剤 を 使用 を ざる 塩 化 チ レン の 駆除 並 に 動物 実験 ーー………… 伊東 本 田 信 義 , 斎藤 俊弘 , 
針 田 本 男 , 中 牙 一 , 岩城 保 仁 。 奥村 和夫 , 宗 盛 敏雄 , 丹野 要 (日 本 医大 ・ 一 内 ) 
土壌 中 犬 多 の 各種 化学 薬品 に よる 減 効果 一 郎 ( 予 研 ・ 寄 生 ) 
新潟 県 方 面 に お ける 人 お ょ び 家 益 に 寄生 する 
毛 様 線 虫 類 ee 大 鶴 正 満 , 〇 伊藤 淳一 , 浅利 譲 ( 新 大 ・ 医 動物 ) 
奄美 大 鳥 に ける 虫 症 の 研究 田中 寛 ( 伝 研 ・ 寄 生 
豚 肺 虫 症 に 関す る 研究 (2) M. elongatus の 終 宿 主体 内 移行 経路 並び に 
病理 発生 政 恵 , 加藤 寿 次 (日 本 ) 


カ パ ル ソ ラー ト ソ デイ ュー ム に よる 犬 糸 状 虫 症 の 治療 試験 ・… 久 米 靖 治 , 〇 大 石 勇 (東京 農工 大 ・ 釣 医 ) 
八丈 小島 の マ ャ レー 糸状 虫 症 と その 地域 的 予防 対策 の 


試 佐々 学 , 林 滋 生 , 猛 , 三浦 昭子 ( 伝 研 ・ 寄 ) 
スパ = ン の 中 排 体内 分 に つい て 石原 ( 家 試 
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昭和 31 年 12 月 (1956)〕 


第 12 回 西日本 支部 大 会 演題 目録 
期日 昭和 31 年 11 月 3 日 ( 土 ). 4 
会 場 大 阪 市 大 阪 市 立 大 学 医学 者 臨床 講堂 


支部 大 会 長 田 中 英 尋 
演 説 


寄生 虫 卵 検査 に 関す る 研究 (23) ememeeeeeereeeeeeeeeeee 岡 幹 健 ( 阪 市 大 ・ 医 ・ 医 動物 ) 

多種 類 寄 生 虫 の 感染 を みた 一 症例 ee 三浦 ( 阪 医大 内 科 ) 

スマ トラ 産 虎 の ょ り 証 明 し た 12 種 の 虫 に 

っ つい て ーー……… 一 色 於 薬 四 郎 〇 小野 忠相 , 富村 保 , 岡 武 失 ( 阪 府 大 ・ 農 ・ 光 医 ) 根本 策 夫 (池田 農場 ) 

京都 地方 の 野犬 の 寄生 虫 レ つい て C1) ememeemeeeemeeeeeeeeeeeeee・ 岡野 薫 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 ) 

丹波 地域 内 一 渓谷 部 落 の 寄生 虫 調査 報告 て 1) …… 〇 舟橋 良一 , 中 西 靖 郎 , 犬塚 昭男 ( 京 府 医大 ・ 医 動 

物 ) 

三重 , 岐阜 県 の 地理 的 に 見 た 寄生 虫 分 布 状態 に つい て ………・ 武田 正義 (日本 寄生 虫 予防 会 用 知 県 支部 ) 

大 阪 府 新 淀川 産 ク ロペ ベン ケイ (Sesarma dehaani) に 於 ける 小型 大 平 肺 吸虫 被 雷 幼虫 の 

兵庫 県 丸山 川 クロ ベン ケイ (Sesarma dehaani) に ける 大 平 肺 吸虫 被 虫 の 

寄生 特 況 に つい て 富村 保 , 〇 荒川 , 小野 忠相 ( 府 大 ・ 農 ・ 医 

山口 県 産 「 も くず が に 」 の 肺 吸虫 被 概 幼 虫 の 寄生 状況 と に つい て ーー………… 高橋 一 郎 (山口 医大 ・ 病 理 ) 

徳島 県 に お ける 肝 吸 虫 第 1 中 間 宿 主 と に つい て ーー…… 西本 真 士 夫 (徳島 大 ・ 医 ・ 第 1 病理) 

徳島 県 と に お ける 肝 中 虫 第 2 中 間 宿 主 と に つい て ememeeeeeeee・ 村上 邦 平 (徳島 大 ・ 医 ・ 第 1 病理 ) 

Metacercaria _shikokuensis の 試験 管内 飼育 に 

宮川 三男 , 中 瀬 勝 , 〇 柿 部 繕 (徳島 大 ・ 医 ・ 油 谷内 科 

実験 的 肝 吸 虫 症 の 研究 , 特有 時に お ける 組織 化学 的 変化 に つい て ……・ 酸 村 猛 (徳島 大 ・ 医 ・ 第 1 病理 ) 

東海 地区 の 肺 吸虫 症 と 皮 及び 下川 反応 国技 (岐阜 医大 ・ 寄 生 ) 

横川 吸虫 に関する 研究 (1) 兵庫 県 及び 京都 府 に 

お ける 調査 eeeeeeeeeeeeeeeeeeseeeseeeeeeeeeeee・ OO 〇 中西 靖 郎 , 吉田 幸雄 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 ) 

滋賀 県 地 方 に お ける 肝 吸 虫 及 横 川 吸虫 

分 状 況 加藤 勝也 , 〇 水田 勲 (日 本 予防 協会 知 県 支部 ) 

所 不 明 中 の 本 態 つい て (C2) 森山 信 (神戸 会 病院 

肝 吸 虫 の 皮膚 反応 及び 下川 反応 森 英男 医大 ・ 寄 

示 説 

ヒラ マキ モドキ の 分 類 学 的 再 検討 eee 田部 浩 , 〇 市 岡 四 象 (大 阪 医大 ・ 病 理 ) 

Physa sp. の 生物 学 的 観察 memeeeeeeeereeeeeeeeeeeeeereeee・ 杉原 道人 ( 京 府 医 大 ・ 医 動物 ) 

Capillaria hepatica の 研究 (1) 卵 の 発育 に つい て ee 佐藤 淳 夫 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 ) 

アイ ソト ー プ 負荷 犬 釣 虫 仔 虫 感染 犬 に 於 ける 犬 釣 虫 仔 虫 の 

追跡 実験 …・ 〇 原田 義道 , 伊藤 敬吾 。 三 上 義 昭 , 小谷 覚 , 宮武 明 一 , 松島 正 東 (鳥取 大 ・ 医 ・ 筑 二 内 科 ) 

釣 虫 感染 犬 の 釣 虫 感染 時 及び 治療 後 の 血 清 側 白 と 血清 鉄 の 

態度 に つい て (予報 ) 石塚 好 井 敏昭 (大 阪 医 大 ・ 内 科 

卵 と 関す る 研究 C6) 須永 徹 大阪 医大 ・ 内 科 

ビー= 虫 及び アメ リカ 並び に 東洋 毛 様 線 虫 に ける 不 受精 卵 の 

研究 neet 〇 浅田 順一 , 梶 房 子 , 越知 吾 一 (日 本 寄生 虫 病 研究 所 ) 
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【 寄 生 学 雑誌 ・ 5 ・ 4 号 昭 3 
実験 的 処理 場 に と ける 多 卵 及び 虫 仔 虫 の 運命 C2 う 三谷 和合 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 ) 
28 虫 の 排 洪 分 系 の 研究 小林 瑞穂 (岐阜 医大 寄生 
29 兵庫 県 川西 市 に 於 ける 寄生 虫 (特に 釣 虫 ) の 商学 的 調査 ーー…………… 〇 中 西 靖 郎 。 吉 田 幸 雄 , 青野 宏 、 
大 擦 昭 男 ( 京 府 医 大 ・ 医 動物 ) 海老 原 進 (兵庫 県 川西 市 立 病院 ・ 東 谷 分 院 ) 
80 富山 県 内 と お ける 釣 虫 2 種 の 分 布 emereeereereeeeeeeeeeereeeee・ 佐藤 淳 夫 ( 京 府 医 大 ・ 医 動物 
81 繊維 静脈 血 吸血 よる 状 虫 の 内 発育 実験 外山 寛 (鳥取 大 医 ・ 公 衆 衛生 
82 福井 県 下 に ける 状 虫 の 調査 成績 (2) …… 森 下 。 中 林 , 〇 西村 猛 , 南風原 助 阪 大 
83 学童 の 虫 症 の 実態 (6) 松田 鎮雄 (広島 県 寄生 予防 協会 ) 
84 映 虫 の 検査 成績 , 特に 婦人 に 於 ける 感染 状況 ・…・ 〇 村 重 武 次 , 竹下 貞子 , 篠崎 邦彦 (山口 医大 ・1 病理 ) 
85 の , 坂本 芳 久 , 入江 (徳島 大 ・ 医 ・ 第 病理 ) 
86 近 地方 に ける の 調査 C1 O 森下 西村 猛 , 南風原 助 田島 功 
( 阪 大 ・ 徴 研 ・ 寄 評 虫 ) 
87 虫 の 排 , 分 系 の 研究 と 皮 反応 森 下 哲 夫 , 〇 小林 瑞穂 , 馬 湯 茂樹 (岐阜 医大 , 寄生 
89 抗ヒスタミン剤 及び ルチン の 体腔 液 に よる Arthus 
現象 抑制 効果 に つい て 山本 好 明 ( 阪 大 研 ・ 寄 
40 ナイ ン 発育 に 及ぼ す 門 多 ( 阪 大 研 ・ 寄 う 
41 _ Sarles 現 祭 ける 類 属 反 応 南風原 助 泰 ( 阪 大 研 ・ 寄生 
42 上 遇 虫 吐出 に つい て (2) 胃液 と の 関係 -………… 横田 後 , 〇 尾上 信 一 , 金 久 正治 ( 京 府 医大 ・ 川 井内 科 ) 
48 抗原 の 研究 (1), 石原 (岐阜 医大 ・ 寄 虫 
44 負 排 洪 系 知見 補 石川 (名 大 ・ 医 ・ 
45 デリ サン に よる 卵 殺 試験 に つい て 低温 時 
木村 静子 , 木村 真 次 , 小 財 (大 津 市 衛生 課 
46 京都 府下 一 農村 に お ける 寄生 虫 問 題 て 8) 土壌 中 映 虫 卵 の 消長 と 
便所 の 検討 藤井 満 ( 京 府 医 大 ・ 医 動物 
演 
47 赤 搬 アメ ー バ の 運動 生態 に 関す る 研究 (1). 走 電 性 
ss ss oe CO 浦 洋 , 林 也 (湯川 病院 
48 ラン プリ ア の 荒木 恒 大阪 医大 ・ 内 科 ) 
49 Trybanosoma gambiense の 免疫 学 的 変異 に 関す る 研究 (18) 二 株 CAK 型 ・ 下 型 ) の 
に ょ る ろ の 高田 季 久 , 猪木 正三 ( 阪 大 研 ・ 寄 虫 
50 Trybanosoma gambiense の 免疫 学 的 変異 に 関す る 研究 (19) 抗体 産生 と 
抗 元 構成 正三 ( 阪 大 研 ・ 寄 虫 
51 色素 Rosaniline に ょ る Trypanosoma gambiense の 
ARK 型 の 正三 , 〇 片岡 猛 ( 阪 大 研 寄生 )' 
52 肝 吸 虫 症 の クロ ロキ ン 療 法 に つい て ーー 宮川 三男 , 田中 信 〇 津田 洋 (徳島 大 ・ 医 ・ 油 谷内 科 ) 
58 赤 司 氏 慢 性 マラ リア 血清 反応 の 年 間 月 別 陽 性 率 の 消長 小児 科 不 明 疾 患 患 者 の 
慢性 ゃ ラリ ア 性 病 を 疑わ し め る 骨 疾 患 患者 血液 所 見 円 形 系 胡 症 患者 の 赤 司 氏 反 応 陽性 率 と 
〇 一 也 奥山 紀美 子 (大 阪 市 )- 
微量 比 色 定 量 法 に よる サン ト = ン の 生体 内 推移 の 
木谷 男 , 〇 中 村 二 郎 ( 阪 大 ・ 医 ・ 内 科 
マウ ス 体 内 に 対す る 各種 薬剤 の 影響 C1 う 野田 亮二 ( 阪 大 ・ 農 ・ 医 
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各種 薬剤 の 豚 虫 運動 に 及ぼ 影響 阿部 秀夫 (大 阪 医大 ・ 内 科 


Piperazin 製剤 に よる 駆虫 に つい て ceceeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee nee 青野 宏 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 ) 

ブロ モナ フト ー ル , 四 塩 化 テ チ レン 合 剤 の 釣 虫 駆除 効果 に 

O 河野 明 中 村 三浦 本 , 好 井 敏昭 , 細江 重 , 緒形 一 保 (大 阪 医 大 ・ 内 科 ) 

下川 反応 と 集団 駆虫 効果 の 判定 remem 酒井 久 彰 (岐阜 医大 ・ 寄 生 虫 う 

ピ ペ ラ ジン の 人 体内 の 生態 に 及ぼ す 影 並 びに 駆虫 の 実態 に つい て 順 (広島 ) 

カイ = ン 酸 並 に その 関連 化合 物 の 人 体内 筒 虫 の 生態 並 に 駆虫 の 実態 に 及ぼ す 

影響 に つい て 順 (広島 市 
示 説 

所 野 の 多 寄生 状況 と に つい て 佐古 田 新 ( 阪 大 研 ・ 寄 虫 う 

肺 吸虫 卵 の 形態 学 的 研究 (3) 大 平 肺 吸虫 と 小型 大 平 肺 吸虫 と の 被 井 幼虫 を 

犬 に 感染 させ て 得 た 2 種 虫 の 比較 一 色 於 郎 ( 阪 府 大 ・ ・ 医 

richomonas vaginalis の 実験 動物 接種 試験 , その 病理 所 見 ……………・ 浜田 義雄 ( 阪 大 徴 研 ・ 和 寄生 虫 ) 

虫 の 排 泌 系 の 研究 2) 〇 小林 瑞穂 , 加藤 義 (岐阜 医大 ・ 寄 生 ) 

と サー レス 現 つい て 今井 田 三 子 (岐阜 医大 ・ ) 

雌 有 虫 摘 出 例 に つい て 〇 小林 瑞穂 , 松波 英 一 馬 茂 (岐阜 医大 ・ 寄生 虫 ) 

肝 免疫 と 下川 反応 と つい て 中 松 正 男 (岐阜 医大 寄 生 ) 

肺 下 の 研究 国枝 (岐阜 医大 ・ 寄 虫 う 

横川 吸虫 症 の 皮膚 反応 と 下川 反応 ee 森下 哲夫 , 〇 森 英 男 , 可児 紹 三 (岐阜 医大 ・ 和 寄生 虫 ) 
紙上 発表 

カイ = ン 酸 並び に 関連 化 各 物 の 駅 虫 作用 に 関す る 研究 て (8) ジチオ カル バ メ ー ト に 依る 

虫 駆除 成績 竹本 常松 , 醍醐 , 達 英 阪 大 ・ 薬 
特別 講演 

アメ リカ に 於 ける 2 年 間 の 研究 生活 を か えり みて ere 山口 左 仲 (岡山 大 学 医学 部 ) 


第 9 回 南 日 本 支部 大 会 演題 目録 


期日 昭和 31 年 10 月 28 日 (日 ) 
会 場 福 岡市 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 講堂 


支部 大 会 長 宮 崎 一 郎 


演 説 
Trybanosoma lewisi に よる Proteus OX:;。 の 抗 元 物質 の 吸着 現象 に つい て ……・ 麻 生 卓 郎 (長大 風 研 ) 
人 体 ト キキ ソプラ スマ 症 の 2 例 追加 平岡 寄 ) 
血清 色素 試験 と 皮 内 反応 に る 人 体 ト キソ プラ スマ の 検索 ………… 平岡 , 〇 山本 ( 九 大 寄 ) 
ひな 体内 に 於 ける 接種 Toxoplasma gondii の 運命 に つい て eecteeerereeeeeeee' 井上 廉 (宮崎 大 験 ) 
吸虫 類 の 瓦 勘 代謝 に 及ば ばす 薬 剤 の 影響 につい て neeeemeeeeeeeereeeeeeeeeeeeeeee 下村 実 ( 久 大 寄 ) 
生 山 一 郎 ( 久 大 ) 
レゾ ヒン に ょ よる 肝 虫 の 治療 成績 長 本 ( 久 大 寄 ) 
横川 吸虫 の 組織 化学 的 研究 (C8) 有岡 ( 熊 大 寄 
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【 寄 生 学 雑誌 ・ 5 ・ 4 号 


10 長崎 県 南高来 郡 北 有馬 村 に お ける 肺 吸虫 調査 ceceeeeeeeeeeseeseesseeeeeeseeeseeess 河原 弘 ( 久 大 寄 ) 
11 鹿児島 南部 の 肺 吸虫 に つい て eee 岡部 浩 洋 。 小野 典 雄 , 松瀬 幹也 ( 久 大 寄 ) 
12 宮入 の 活動 に ける 日 週 期 性 に つい て (予報 ) 中 尾 〇 田中 ( 久 大 寄 ) 
日 本 住 吸虫 症 の 反応 松瀬 ( 久 大 寄 ) 
14 メロ ジン に よる 日 本 住 吸虫 の 治療 成績 岡 原 ( 久 大 寄 ) 
145 ? の 一 例 〇 岡村 一 郎 ・ 松 下 文雄 , 渡辺 桂 吉 ( 熊 大 寄 ) 
16 無 釣 条 虫 , 矯 小 条 虫 及び 肺 吸虫 症 の 治療 例 に つい て ………… O 〇 古賀 元 泉 , 有田 道夫 (福岡 市 古賀 病院 ) | 
17 症 の 免疫 学 的 研究 梅野 直弘 久 大 寄 ) | 
示 説 | 
18 場 の か ら 得 た 巨大 肝 宮崎 一 郎 (丸大 寄 
19 若松 市 在住 一 女性 の 軟 口 ら と り だ され た 有 虫 の 
宮崎 一 郎 (丸大 寄 ), 飯野 治彦 (若松 市 立 病院 
演 説 
20 症 の 好 酸 球 増 多 に 関す る 実験 的 研究 棚瀬 幸 正 ( 熊 大 寄 ) 
22 熊本 県 下 淡水 魚 ける 口 虫 寄生 状況 …………… 松下 , 岩田 俊夫 , 棚瀬 幸 正 林 和 ( 熊 大 寄 ) 
28 虫 の 熱帯 魚 へ の 二 次 感 染 実 験 古賀 元 〇 有田 道夫 (福岡 古賀 医院 ) 
24 ネコ 肝 内 の 有 虫 を ラ タ ッ テ に 与え た 実験 (予報 ) 片 峰 大 助 (長大 風 研 ) 
25 長崎 県 下 に お ける ドロ レス 虫 特に イノ シシ 胃 筋 剛 より 得 た る 虫 
笑 験 的 寄生 の 藤本 滋 , 内 田 健一 ( 熊 大 寄 
28 スペ パト = ン の 抗体 産生 に 及ぼ す 影 響 沢 士 〇 福島 英雄 ( 大 二 内 ) 
29 フイ ラリ ア 性 精 索 炎 並 びと リン ペ 腺 腫 の リン ペ 系 に つい て eeeeeeeeeeeeeeeee・ 指宿 英 造 ( 鹿 大 二 内 ) 
が イオ ア 屋 富 一 , 〇 浜田 康治 ( 鹿 大 一 内 ) 
81 フイ ラリ ア 症 に 於 ける 丹 姓 様 熱 発作 に 関す る 研究 (2 う 片 峰 大 助 , 山崎 豊彦 (長大 風 研 ) 
88 我が国 に て 初め て 見 られ た Setaria bernardi につい Te……… 新 見 大 四郎 , 〇 河野 猪 三 郎 ( 鹿 大 険 ) 
84 ミク ロフ マイ ラリ ア の 凝集 反応 に つい て 河野 三 郎 ( 鹿 大 
85 イタ チ ょ より た 釣 頭 に 就 い て 神田 ( 鹿 大 ) 
86 卵 の 電子 顕微 鏡 的 研究 分 山 志 郎 , 羽田 野 邦 和 熊 大 寄 ) 
87 実験 的 症 (8 体 よる 皮 内 反応 谷田 未 高 ( 熊 大 寄 
89 の 疫学 的 研究 , 熊本 県 南部 地方 の 農村 に お ける 虫 の 
43 業 員 の 上 の 研 (3) 中 村 実 ( 久 大 寄 ) 
43 。 結 症 と 虫 関す る 実験 的 研究 林田 正典 大 寄 ) 
45 経口 感染 に 依る 虫 多数 寄生 の 志 目 (宮崎 々 目 医 院 ) 
46 十二指腸 症 本 態 に 関す る 研究 (1) 
RR SE 材 屋 富 一 , 福元 務 , 春田 豊作 , 門田 光二 郎 , 柴田 正行 , 中 野 一 ( 鹿 大 一 内 ) 
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昭和 31 年 12 月 (1956)] 


紙上 発表 

諫早 附近 に お ける 反応 に よる 吸虫 検診 成績 田中 徳郎 (長大 ) 
熊本 県 に お いて 人 体 か ら 得 られ た マン ジン 了 虫 と に つい て ee 磯部 親 則 て 九 大 寄 ) 
薬剤 の 有 虫 の 消費 量 に 及ぼ す 阻 用 C2) 大 場 直 材 ( 久 大 寄 ) 
日 本 住 吸 虫 感 お ける 肝 機 能 検査 成績 古沢 元 助 寄 ) 
トリ コマ イシン に よる 肺 デス トマ の 一 治験 例 村岡 久 ( 鹿 大 二 内 ) 
有 口 虫 第 8 期 に よる 病変 平川 光昭 (丸大 
遠賀 川 流域 に お ける 有 虫 の 分 布 調査 山中 清 三 (丸大 寄 ) 
有 虫 第 8 期 功 抽出 液 並び に 飼養 液 の 胃 動 に 及ぼ す 影響 滝沢 一 男 ( 九 大 寄 ) 
有 虫 に お ける 沈降 反応 つい て 古野 (丸大 寄 ) 
有 球 台 口 虫 成虫 及び 第 8 期 幼 虫 の 拡散 因子 一 一 特に ヒア ル ロ ニ ダー ぞ ゼ 

に つい て 松田 是 充 ( 九 大 ) 
筋肉 の 抗原 性 と つい て 安藤 哲郎 ( 寄 ) 
有 飼養 液 の 抗原 性 安藤 哲郎 ( 大 寄 ) 
有 虫 の 免疫 学 的 研究 (2) Prausnitz-Ktistner 反応 山中 孝昭 寄 ) 
有 虫 第 8 期 に よる サー レス 清水 喜一 郎 (丸大 寄 ) 
有 口 虫 症 患 者 に お ける 血清 蛋白 像 木 附 徹 雄 寄 ) 
再び 与論 鳥 の 寄生 虫 につい て 阿部 康雄 ( 鹿 大 寄 ) 
ハマ ダラ 寄 生 線 虫 に つい て 小野 典 雄 久 大 寄 ) 
奄美 大 島本 島 南 部 , 徳之 島 及 び 町 野間 野 町 に ける 状 虫 症 の 調査 成績 佐藤 人 郎 , 米沢 
藤 士 , 福島 英雄 , 植村 芳郎 , 尾辻 義人 , 瀬口 , 花城 清 尾辻 省 悟 男 , 宮田 誠 ( 二 内 ) 
マフ アル ゾー ル に よる 素 状 虫 症 の 治療 ・………… 佐藤 和郎 , 米沢 藤 士 , 福島 英雄 , 尾辻 義人 ( 鹿 大 二 内 ) 
フライ ラリ ア 症 に 於 ける 拡散 因子 に つい て ……・ 尾辻 義人 ( 鹿 大 二 内 ) 
熊本 県 の イタ チ か ら 得 た と つい て 磯部 親 則 (丸大 寄 
オー ミン に よる 多 駆除 成績 中 馬 康 男 , 伊地知 季 治 , 村岡 久 , 原田 , 若松 親 鹿 二 内 ) 
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海 人 草 エ キス カ から 


まく り の 正体 分 る 一 学界 発 ・ 28. 5. 16 大 阪 朝日 新 
ジ ゲ ニン 酸 実 験 進む 一 排 率 1002 と 発表 11 = ュー ス 
ジ ゲ = ン 酸 量 潜 確立 8。 11 薬事 ニ = ニュー 
小泉 賞 受 一 (日 本 寄生 虫 学会 ) 一 29. 3. 18 ニテ ュー ス 
明治 以後 薬学 研究 の 足跡 の 中 世界 的 業績 は エフ ェ ド リン 

の 外 17 種 に ジ ゲ = ン 酸 が 新 に 加え られ た emer 3. 29 楽 事 日 報 
小泉 賞 一 現在 ジ ゲ = ン 酸 と サン トニ = ン 谷 剤 以上 に 効果 の 

ある 上 薬 は 他 に 全く な い ( 解 説 阪 大 ) 5。 1 朝日 予 防 
ジ ゲ ニン 酸 を カイ ニン 酸 と ee 1 日 本 薬 

カイ ニン 酸 ま で 


or 


S. 0.05g 
E. 0.5g 


S. 0.08g 


単 味 エ キサ ント 


E. 0.25g 
S. 


0 


組成 : 単 味 エキ サント 1g 中 に カ ィ ニン 酸 20mg 有 
ェ キ サン ト 3 に カイ ィ = ン 5mg 

Fr 


ト 0.05g 


効果 : 確実 で 安定 性 が ある 
純白 で 吸湿 性 が な い 
飲み 易く 副作用 が な い 


の 


10G. 25G. 100G. 


白石 品 株 式 会 


本 社 大 阪 市 東 区 淡路 困 三 の 一 二 
志 店 東京 都 中 央 区 日 本 橋 宏 町 一 の 一 太 
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サン トニ ン ・ デ アデ アスカ リド ー ル 合 剤 


本 剤 の 駆虫 効果 は 極め て 高く 、 虫 卵 陰 転 率 は 約 93 
と の が あり 、 副 作用 る 少く 、 学校 や 職場 に 於 け 
る 集団 駆虫 に 好適 と 推奨 され て いま す 。 

包装 5 ・500 用 ) 


オキ シラ ックス 療法 に 基づく 虫 駆除 剤 で 1 
ケン ゴ 子 騰 0.02g、 ビ サチ ン 0.008g を 含有 し 、 
副作用 は 殆 ん ど あ り ま せん 。 

包装 20 100 


東京 都 中 央 区 銀 雇 2 の 1 
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